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　１　「ボクは、今のあんたは大嫌いだ」





　　　１



　半分瓦が礫れきに埋まった狭く暗い通路を、四つんばいになったクライムは、ごそごそと進んでいた。正面にある物体をサファイアのような蒼あおい瞳ひとみで眺めながら、ふむうと唸うなる。

　小さなお尻しり。

　ふりふりと、揺れている。

　そのお尻の主ぬしは、彼と同じように四つんばいになり、慎重に前を進んでいる。なんとなく感触が気になって、クライムは腕を伸ばし、指でつついた。

　ぷに。

　予想以上に柔らかい。

「わひゃっ!?　な、なにすんだドアホウ！」

　どがしっ！

「ぎゃあ！」

　蹴けりを顔面にモロに喰くらって、クライムは頭を天井にぶつけた。砂すな埃ぼこりとともに、瓦が礫れきの破片がぼろぼろと落ちてくる。

　あまりにも狭くて悶もだえるスペースもないので、彼はうずくまって顔面をさすった。

「い、痛いじゃないか、レン」

「こっちの台詞せりふでしょ!?　このスケベ！」

　顔を赤くして、じとーっとした目で睨にらむのは、小柄で華きや奢しやな女の子、レン。手にしたランプで、額ひたいに浮かぶ血管まで見えた。

「そんなんじゃないよ。なんか気になったんだ。桃みたいでさ」

「桃て!?　アホか!?　……ったく、もーちょい離れてろよ」

　レンは、足でしっしっとクライムを払う。

「レンが進むの遅いんだよ。オレが先頭に出ようか？　こんな窮屈なとこ、早く出たいぞ。息苦しいしさ。天井が崩れてきたら、埋まっちゃうよ」

「あんたが先に行くと、絶対迷子になるじゃん。ボクに任せてよ。この先にお宝の匂においがするんだ！」

　レンはぷいっと顔を戻して、また四つんばいになってごそごそと進む。

「なあ、レン。オレたち、こんなことしてていいのかなあ」

　ふりふり揺れるお尻しりに向かって、困り顔のクライムは話しかける。

「いーんだよ。もともとボクはトレジャーハンターなんだから。遺跡を探索して、お宝を見つけ出すのが仕事だよ。あんたは、ボクの手伝い。借金してるの忘れんなよ」

　レンのお尻は、どんどん進んでいく。

　お金だけじゃなく、彼女にはいろいろと借りがあるクライムは、逆らえない。仕方なく、四つんばいに戻ってレンのあとを追う。

　気をつけてはいるのだが、身にまとった甲かつ冑ちゆうや、背負った大剣が、通路の壁を削った。

「フィアナとサルダン、びっくりしてんじゃないか？　朝起きたら、オレとレンがいなくなっちゃっててさ」

「そんなの知ったこっちゃないよ。フィアナは嘘うそ吐ついたんだ。お宝のある場所に案内してくれる、っていってたのに、あんたの〈宿命の足〉が発動しちゃって、瞬間移動したんじゃないか。常にフォトゥルマがいる場所に飛ぶんじゃ、いつまで経たっても――」

　お尻が止まった。

　くりっと、レンの顔が振り向く。

「ダメじゃん。なんでボクは、あんたを連れてきちゃったんだ……」

　嫌そうな顔のレンに、クライムはきょとんとした顔を返す。

「え？　オレ？　だって、レンひとりじゃ心配だし。この近くにフォトゥルマがいるんだぞ。あの触手だらけの、わけわかんないバケモノがさ」

「……まあいいや。〈宿命の足〉が発動したら、勝手に消えてね。巻き込まないでね」

「寂しいこというなよ。オレだってこんな呪のろわれた鎧よろい、早く脱ぎたいんだ」

「ん？　ちょっと待てよ。まさかこの先にフォトゥルマがいる、ってことはないよね？」

「わかんない。そうなのかな？」

「……訊きいたボクが悪かった」

　レンは軽く頭を振って、また進み出す。クライムは渋い顔で、彼女のあとに続く。

　やっと狭い通路を抜けた。穴から這はい出て広い空間に出ると、レンの持つ夜光草を中に入れたランプが、辺りをぼんやりと照らす。

「やった！　ボクの予想通り、ちゃんと遺跡が残ってた！」

　レンは嬉うれしそうにそういって、赤土色の短い髪を軽く払い、ぴっちりとした革かわ鎧よろいをぱたぱたはたく。

　クライムは、背筋を伸ばして辺りを見回した。荒れ果てた広間のようだった。周りには、崩れかけた太い石柱が並んでいる。奥の方は、完全な闇やみに隠れて見通せない。天井も高そうだ。空気が重く、どことなく不気味な雰囲気がする。

「へえ。これが遺跡か……」

　彼がレンの横に立つと、まるで大人と子どもだった。同じ十七歳だというのに、彼女の背はクライムの顎あごにも届かない。

「その鎧、こーゆーとこで見ると、やっぱ不気味だね」

　レンにそういわれて、クライムは顔色を曇らせた。

　彼の上半身を包む、漆しつ黒こくの鎧。禍まが々まがしい血の色のラインが縁ふちを彩り、あちこちに散らばる赤い宝石が鈍く輝いている。背中には、真まっ直すぐに伸びる立派な大剣が張り付いていた。どこからどう見ても、普通じゃない。

　しかも、鎧は脱ぐことができず、大剣は投げ捨ててもすぐに戻ってくる。

　まるで呪いの武具だ。

「うん。フィアナには悪いけど、どっか大きな町に行って、呪いを解いてもらいたい」

「脱げたら、ボクのものだからね。きっと高い値段で売れる！」

　含み笑いのレンに、ぽん、と胸を叩たたかれた。

「そんな約束してたっけ。でも、売れるのかなあ、こんな呪われた鎧……」

「ボクが売ってみせるよ！　んじゃあ、行こうか。お宝お宝。うっしっし」

　レンは嬉しそうな足取りで、壁づたいに進む。ノリノリである。

　呆あきれ顔で、クライムはついていく。こんな不気味なところに宝なんてあるのだろうかと疑問に思うが、口には出さない。

　カツカツと、ふたりの足音が広間に響く。

「なあ、レン。それにしても、古い遺跡だな」

「新しい遺跡なんてないよ。ここは、失われた古代文明の遺跡だね。間違いない！」

「古代文明か。レンはそーゆーの詳しそうだな」

「当たり前じゃん。世界の常識だよ。あんたはなんにも知らないんだね。さすが野生児」

　クライムは、少しむっとした。

「野生児っていうなよ。“〝無知は純真であることの証明”〟っていうじゃないか」

「なにそれ。アホか」

「アホじゃないって。……だけど、オレにとって世界って、山とか森とか空だけだったんだよな。大きな町だって、こないだのアンズーが初めてだったし」

「ほら。野生児じゃん。ちょっとは歴史とか地理とか学んだら？」

「む。じゃあ、教えてくれよ。古代文明って、どんな文明だったんだ？」

「んーとね。どこまで本当かわからないけど、古代人は魔術が得意で、いろんな技術があったみたい。今は“〝失われた大地”〟て呼ばれてて誰だれも足を踏み入れないけど、西の山脈の向こうも支配してたんだって。三千年くらい前に滅んじゃったけどね」

　背中を向けたまま、レンは話す。

「へー。凄すごかったんだな、古代人。三千年前か。想像もつかないくらい昔だな」

　三千年前の遺跡。感銘を受けたクライムは、軽く壁を叩たたいた。ぼろっと崩れた。

　彼は急に不安になった。三千年前の建物なんだから、どこもかしこももろくなっているはずだ。しかも、地中だ。天井が崩れて生き埋めになったらどうしよう。

「クライム。あんまあちこち触るなよ。魔術で補強されてるっていうけど、たいていの場合、効果を失ってるはずだから」

「わ、わかった」

　レンに注意され、クライムはゴクリと唾つばを呑のむ。こんなところで死にたくない。

「とにかく、超文明を誇っていた古代人は三千年前に滅んじゃったけど、世界のあちこちにこーゆう遺跡が残ってるんだ。ボクらトレジャーハンターは、まだ発見されてない遺跡を見付けて、隠された古代の宝を探し出すのが仕事だよ」

「そ、そうか。じゃあその宝ってのも、なんか特殊なものなのか？」

「そう！　きっとすんごい貴重で価値のある宝物が残っているはず！」

　ずばっと振り向いたレンの顔は、眩まぶしいくらいきらめいていた。少しつり上がり気味の大きな瞳ひとみが、爛らん々らんと輝いている。やけに鼻息が荒い。

　クライムは、思わず後ずさってしまう。

「そ、そんなにか？」

「そうだよ！　一いつ攫かく千せん金きん！　古代遺跡に眠る特別な力を持つ物品は、高値で取引されてるんだ。あんたの鎧よろいみたいな、不思議な力を持つ物品ね。ボクって運と才能に恵まれてるなあ。なんの情報もないのに、偶然遺跡を発見しちゃうだなんて！」

「ここはオレが見付けたんだぞ。……穴に落ちただけだけど」

「遺跡だって見抜いたのは、ボクじゃん！　ここに通じる道だって、ボクが見付けたんだ。だからボクの手柄。行くよ！」

「う、うん」

　やけに自分の功績を強調するレンに、クライムは引きつり笑いで応こたえる。

　ランプが照らす先に、部屋の入り口が見えた。興奮気味のレンは、そこにささっと近づくと、光源を掲げ、隙すき間まから静かに向こうを窺うかがう。

「あれ？　あれれ？」

　なにかに気づいたのか、レンが変な声を出した。

「なんだ？　どうしたんだ、レン？」

　クライムも、レンに倣ならって覗のぞき込む。あまり広くなさそうな部屋だ。朽ちかけた調度品が転がっている。

「ちょ！　まさか！」

　レンが部屋に飛び込んだ。クライムも、あとに続く。

「どうした、レン、なんか見付けたのか？」

「わわっ!?　そ、そんなあ……」

　レンは気落ちしたような声を出すと、部屋の真ん中でぺたんと座り込んでしまった。

　クライムは眉まゆ根ねを寄せて、部屋を見回す。

「なんにもないぞ。フォトゥルマもいない」

「……なんにもないね。たぶん、この遺跡のどこに行っても、お宝はない」

「なんでだ？」

「床を見てよ。足跡がある。そんなに古くない。同業者が、仕事をした跡みたい。あんな狭い通路を通らなくても、きっと他ほかに入り口があったんだよ。あーあ、ガッカリだ……」

　レンは、カクンとうなだれた。

　そういわれてみると、確かに床には足跡があった。崩れた調度品も、破壊されてからあまり時間が経たってなさそうに見える。

　ふと、奥の壁に絵画が飾られているのに、クライムは気づいた。

「レン。絵だ。これは売れないのかな？」

　厚みのある絵の具で描かれていて、ほのかに発光している。

　前に立ってよく見ると、それは不思議な絵画だった。

　夕ゆう陽ひに照らされた丘に、道が延びている。

　不可解なのは、キャンバスの中央。

　箱馬車が――飛んでいた。

　まるで、絵画を観みる者に挑みかかるかのように。

　その背後には、巨大な人影のような黒い染み。

「変な絵だな。馬車って空を飛ぶものなのか？」

　クライムは、首を傾かしげる。絵画というものをあまりじっくりと見たことはなかったが、どことなく惹ひき付けられるものを感じる。

「んなわけないじゃん。ただの空想画じゃない？　たいした価値ないよ。でっかくてかさばるしさ。先客が持ってかなかったくらいだもん」

　レンは無む下げにいい放って、そこら辺を乱雑に物色し始める。空になった箱を見付けて、悔しそうに床に叩たたきつけた。

　それを尻しり目めに、どことなく絵が気に入ったクライムは、額がく縁ぶちに手を伸ばす。ぼろりと壁が崩れ、簡単に外れた。持ってみたら、意外と重い。

「クライム、なにしてんの？　そんなの持ってかないからな！」

「でも、なんか……うわ！」

　持ち直そうとしたら、額縁がガシャっと音をたてて割れた。破片とともに崩れたキャンバスは、数千年の時間を一気に取り戻したかのように、粉と消える。

「ああ……。もったいないな」

「ちょっと待ったーっ!!」

　ずざざーっと、レンがスライディングで飛んできた。

　その勢いに驚いたクライムは、ずばっと跳びすさる。

「なんだなんだ!?」

　埃ほこりだらけのレンが手につまんだものは、妙な形をした小さな鍵かぎだった。ちょこんと、赤い宝石が埋め込まれている。

「……鍵、かな？　額縁の中に隠してあったんだ」

「へえ。なんの鍵だろ」

「でかしたぞ、クライム！　きっと、隠された宝箱があるんだ！」

　元気を取り戻したレンは、すくっと立ち上がると目を輝かし、辺りの壁を探り始めた。それはそれは、物もの凄すごい鼻息だ。

　その様子を、クライムは呆ぼう然ぜんとしながら眺める。

「……な、なあ、レン。トレジャーハンターって、こんなことばっかやってんのか？」

「まあね。命がけだよ。フォトゥルマに襲われることもあるし」

「うわ……。今さらだけどさ、それって女の子がすることじゃないと思うぞ」

　クライムがそういうと、レンにギロリと睨にらまれた。

「なにそれ。なんか文句あんの？」

「い、いや……。女の子は、もっとおしとやかにするもんだと思うんだ。レンだって、スカートとかはいて、髪を伸ばせば、ずっと女の子っぽくなるのに。アンズーの町でオレがプレゼントした服、なんで着てくんないんだ？」

「あんなの、旅するのに着れるわけないじゃん。スカートなんて、動きにくいし」

「だけどさ、もーちょっと、女の子らしくできるんじゃないか？　そうだよ。女の子っぽくするべきだよ！　せっかく、レンは可愛かわいいのに」

　真面目まじめな顔で力説するクライム。

　レンの頬ほおがぼすっと赤くなった。怒ったのか、ぷいっと背を向ける。

「ま、真顔で可愛いとかいうな！　……アホか」

「だって可愛いぞ」

「……出で逢あったとき、ボクのこと男だと勘違いしてたくせに。頭だけじゃなくて、目も悪いんじゃない？」

　レンはぶすっとした横顔を見せる。

「あ、いや……。そうだったっけか」

　ばつが悪そうな顔で、クライムは蒼あおい髪を掻かいた。

「そんなことどうでもいいから、あんたも探してよ！」

「え？　オレ？　わ、わかった」

　レンに怒鳴られたので、クライムは見み様よう見み真ま似ねで壁に手を這はわす。力を入れすぎたせいか、どしゃっと壁が崩れた。もうと砂すな埃ぼこりが舞う。

「ありゃ」

「丁寧に探せって！　絶対に隠し扉とか、隠し金庫とかある！」

「そうかな……うわっ!?」

　ズシンと、部屋が揺れた。天井から、ぱらぱらと小石が降ってくる。

「わわっ!?　なにしたんだクライム！」

「オレじゃないよ！　地震か？」

　ささっと、クライムは庇かばうようにレンに近寄る。

　入ってきた広間の向こうから、おぞましい声が響いてきた。びくっと、ふたりは身体をこわばらせる。

　この声は、ひとや動物のものではなさそうだ。だとしたら、もう決まっている。



    

  
    
      



    

  
    
      「……わあ。クライム。やっぱフォトゥルマじゃん？」

　じとーっとした目で、レンに睨にらまれた。びしびしと、肘ひじで突っつかれる。

「やっぱそうかな。まずいな。逃げようか。……あれ？」

　クライムは、耳をそばだてる。ひとの声が、わずかに聞こえたのだ。女の子の声のように感じた。

「誰だれかいる！　行こう！」

　彼は走り出す。

「ちょ、待てって！　逃げるんじゃないの!?」

「だって、フォトゥルマに襲われてるかも知れないんだ！　助けに行かなくちゃ！」

　フォトゥルマは、凶悪で恐ろしく強いモンスターだ。普通の人間が相手にできるものではない。クライムも、最近までは太刀打ちできないと思っていた。しかし、今はこの鎧よろいと剣がある。何度か、戦って勝ったことがある。自信はないけど、ひとを助けることくらいはできるに違いない。

　広間を走るうちに、徐々におぞましい雄叫おたけびと、悲鳴にも似た女の子の声が近づいてきた。うっすらと、奥に光が見える。

　クライムはアーチ型の入り口をくぐって、隣の部屋へ飛び出した。

「大丈夫か！　……え？」

　クライムは、眩まぶしさに目を細める。

　――黄金色の光。

　発光した少女が、空中を飛んでいた。その姿に、クライムは唖あ然ぜんとなる。

　――背中には美しい白鳥の翼。

　それは、見覚えがあるもの。

「わっ！　あれって……」

　追いついたレンが、彼の隣で驚きの声を出す。

　不可解そうな顔で、クライムはレンを見る。

　いつもは消しているが、彼女の背中にも同じ翼があることを、クライムは知っている。その翼で、命を救ってもらったこともあった。

　ということは、あそこにいる女の子は、レンと同じ――

「くさっ!!」

　レンは、鼻をつまんでそう叫んだ。

「え？　なにがくさ……うおおっ！　本当だ、くっさい！」

　つんとした刺激臭がふわりと漂ってきて、クライムも顔をしかめて鼻をつまんだ。卵が腐って糞ふん尿にようと入り交じったような強烈な匂においだ。ひとより臭覚が敏感な彼は、脳天を突き抜けるほどのくささに、目眩めまいを覚える。

「くさいくさい！　なにこの匂いっ!?」

　ばしばしと、レンに背中を叩たたかれる。

「オレじゃない！　オレがおならしたんじゃないぞ！」

　この部屋にくるまでは、匂におわなかった。たった今、突然匂ってきた。クライムとレンは、この強烈な匂いを拡散させようと、ばたばたと腕を振る。

「ちょっとそこ！　バカやってないで助けなさいよ！」

　鋭い女の子の声に、クライムは我に返った。

　翼を羽ばたかせて中空を飛ぶ少女の前に、熊くまくらいの大きさの黒いものがいた。

　――フォトゥルマだ。

　ぶよぶよした身体から、無数の触手を生やし、蜘く蛛ものような足でカサカサと機敏に動き回っている。背中から、薄く黄色い煙が出ている。匂いのもとは、間違いなくこいつだ。

　フォトゥルマはぞっとするような雄叫おたけびをあげ、上空を飛ぶ少女に向かって、鋭く尖とがった触手を射出した。

　黄金色の輝きが、宙を舞う。綺き麗れいな黒い髪をなびかせ、少女は触手を優雅にかわすと、器用に腕を振り、力強く手先を伸ばす。

　空気が震え、ずしんと重い音が響くと同時に、フォトゥルマがぐしゃっと地面に押さえつけられた。ぶしーっと、背中から出る黄色い煙が勢いを増す。

「魔術か!?　……おえっぷ！」

　叫んだ拍子に、クライムは吐きそうになった。

「今よ！　嘔え吐ずいてないで早く斬きって！」

　羽ばたく少女が、ちらりとクライムを一いち瞥べつする。

「うえ？　オ、オレか！」

　クライムは、背中の大剣を抜いた。確かに、これは匂いのもとを絶つチャンスだ。近づきたくないが、放ほうっておくこともできない。

　地面を蹴けり、クライムは蜘蛛のようなフォトゥルマに飛びかかる。振りかぶって、渾こん身しんの一撃を叩たたき込んだ。バシャッと強酸の体液が飛び散り、床を焦がす。金切り声をあげ、フォトゥルマがのたうつ。

「うおおーっ！　すんごいくっさい！」

　吹き出した強烈な匂いに、クライムは気を失いそうになった。目に染みるというか、目が痛い。手まで痺しびれてきた。くさくて死にそう。

「それじゃダメ！　コアを破壊して！」

「あ、そっか。コアを破壊しなきゃ、こいつは死なないんだった！」

　自由を取り戻したフォトゥルマは、鋭い触手をクライムに向けて撃ち出した。彼は咄とつ嗟さに身を捻ひねって避よけ、くるりと回転して、大剣を横よこ薙なぎに振り抜いた。

「うおりゃーっ！」

　ガキッと、剣に堅い感触。そのまま、クライムは逃げ出すように駆け抜けた。

　数瞬の間をおいて、フォトゥルマがはぜる。

　黒い肉片と強酸の体液を撒まき散らし、それは形を失った。

「……倒したけど、くっさーいっ！　おえぇぇーっ！」

　ほっとする間もなく、部屋に充満するくっさい刺激臭。バラバラに砕けたフォトゥルマは、さらに匂においを強くしたようだ。クライムは大剣を放ほうり投げて、アーチ型の入り口に寄りかかるレンの方に向かう。

「わわっ！　こっちくんな！　くさいぞ！」

　鼻をつまんだ涙目のレンが、背を向けて逃げようとする。

「オレじゃないよ！　体液はかぶってない！」

　まったくの偶然だったけど、コアを破壊できてよかったとクライムは思う。あんなくっさいフォトゥルマと長い間戦っていたら、攻撃を喰くらう前に匂いでやられていた。

「あなたたち、どこ行くの!?」

　女性の声に、クライムとレンはぴたりと止まった。ふたり並んで、くるりと振り返る。地面に落とした大剣が、ずるりとクライムの背に戻った。

　黄金色の輝きは、消えていた。地面に降り立った女の子は、くりっとした大きな黒い瞳ひとみで、じっとクライムを見詰めている。

　よく見ると、華きや奢しやで可愛かわいい女の子だ。鞄かばんをたすき掛けに垂らし、その紐ひもが胸の間に押しつけられて、ふたつの膨らみが強調されている。短いスカートからは、ニーソックスに包まれた細い脚あしが飛び出している。

　いや、違う。見とれている場合じゃない。クライムは、気を引き締めた。

「レン。あの女の子……」

「ん。ボクと同じ、翼……」

　鼻をつまんだままのふたりは、深刻な顔を見合わせる。

　――彼女は何者なのだろうか。

　女の子は、おもむろに鼻をつまんだ。ぷるぷると震えている。涙を浮かべている。

「……こ、ここから出ましょう。外はこっちですわ！」

　ずばっと背を向けて、女の子は広間の向こうに走り出した。

　クライムとレンは、彼女のあとを全力疾走で追いかけた。



　外に出ると、クライムとレンと女の子は、横に並んで猛烈な勢いで深呼吸をした。鼻の奥にまとわりついたあの凶悪な匂いを、一生懸命吐き出す。

「すっごいくさかったぞ！　あんなフォトゥルマもいるのか。あなどれないな」

　渋い顔で、クライムは振り返る。

　高い崖がけが、目の前にそびえ立っていた。壁面にぽっかりと開いた穴が、遺跡への入り口だ。奥から、まだあの匂いが漂ってくる気がして、彼は後ずさる。

　辺りは、木々が生い茂る森だった。木漏れ日を浴び、小鳥たちの声を聞いて、クライムはやっと気分が落ち着いてきた。

「うえー。まだなんかくさい気がするー」

　苦しそうに、レンが喘あえいだ。

「本当ですわね。大丈夫ですか？」

　いつの間にか、女の子は眼鏡めがねをかけていた。小瓶を手にして、香水をぶしぶし身体に吹きかけている。

「いい香りだね、それ」

　物欲しそうな顔でレンがいうと、女の子はレンの首筋にしゅっと吹きかける。そのまま、肩に掛けた鞄かばんにしまった。

　はっとして、レンはとびすさった。

「あんた、翼出してたでしょ!?」

　レンは距離を開けて、いぶかしげな顔で女の子を睨にらむ。クライムは、不思議そうな顔をしてレンの隣に並んだ。

「はい。それがなにか？」

　女の子は、落ち着いた素振りで黒い髪を結ゆい始めた。

「……あんたも、翼ある者なの？」

「そうですわ。あなたも、同じですわね？　気配でわかりますわ」

　にっこりと、女の子は笑みをこぼす。

　眼鏡のせいか、フォトゥルマと戦っていたときと、なんとなく雰囲気が違うなと、クライムは思った。きつそうだったのに、今は穏和で清せい楚そな感じがする。

　レンはきょとんとした顔で、ふるふると小刻みに身体を震わせていた。

「同じ？　……フィアナがいってたこと、本当だったんだ。ボクの他ほかにも、翼を持ったひとがいる、って……」

「知らなかったんですか？　珍しいですわね。そんなに多くはないけど、他にもいますわ」

「そ、そうなんだ……」

　気が抜けたように、レンはぺたんとその場に座り込んだ。

「ど、どうしたんだ、レン？」

「……ん。なんか、びっくりしたんだ。今まで、ボクだけがこんな翼持ってるんだと思ってたから……」

　放心したような顔で、レンは息を吐き出した。

「あなたは、蒼あおい髪の戦士ですわね。さっきは、助けてくれてありがとうございます」

　髪を三つ編みに結い終えた女の子は、礼儀正しく頭を下げる。

　その態度に、クライムは感心した。鞄の紐ひもで強調された胸は大きいし、腰はくびれているし、脚あしもすらっとしていてスタイルがいい。それに、ちゃんとスカートをはいている。女の子らしい女の子だ。

「なんかいろいろ知ってるみたいだな。オレのことも」

「はい。蒼い髪の一族と、翼ある者。わたしたちは、フォトゥルマと戦う宿命を背負っていますわ」

　女の子の言葉に、クライムは顔色を曇らせた。フィアナも同じことをいってたから、きっとそーいうことになっているのだろう。誰だれが決めたことなのか知らないが、どーにかならないものか。

「どうしました？　あなたがたも、世界を救うために、フォトゥルマと戦っているんですよね？　わたしはまだパートナーがいませんので、ひとりで戦っています。〈使い手〉とは、もう何度か戦っているんですか？」

「いや、ええと……。あ、そうだ！　自己紹介がまだだったな。オレはクライム。こっちは、レン。ふたりとも十七歳だ。お前はいくつだ？」

　クライムが思い出したように話を変えると、レンはかくっとつんのめった。

「……なんでいちいち歳とし訊きくんだよ」

「一応訊いておこうと思ってさ。“〝年齢はそのひとの代名詞”〟っていうだろ？」

「なにそれ。アホか」

「わたしは、ライラミラといいます。……十九歳です。あなたたちは、〈宿命の足〉でここに呼ばれたんですわね？　フォトゥルマを倒すために」

「え？　ま、まあ、そんな感じかな。あはははははー」

　白々しい声で笑い、クライムはごまかした。フォトゥルマと戦う旅から逃げようとしていただなんて、格好が悪くていえない。



    

  
    
      



    

  
    
      「クライムさん。その《破邪の鎧よろい》は、どこで手に入れたんです？　かなり上位のものに見受けられますわ。究極の至宝と呼ばれているものに、近いような……」

「いや、その……」

　クライムは、冷や汗を流す。偶然どこだかわからない洞どう窟くつに落ちて、たまたま転がっていた鎧よろいを身に着けただけだなんて、格好が悪くていえない。なんというか、格好の悪いことばかりだ。

「ねえ、ライラミラ。いろいろ訊ききたいんだ！　翼って、なんなの？　ボクたちって、普通の人間と違うの？　他ほかにどれくらいいるの？　どこにいるの？」

　がばっと起きあがったレンは、矢継ぎ早に質問を飛ばす。

「わたしたちは、世界にとってとても貴重な存在よ。……それより、レンさん。クライムさんは、あなたのパートナーなんですよね？」

　ライラミラに逆にそう訊かれて、レンは変な顔をする。

「ふえ？　パートナー？　違うよ。クライムとは、たまたま一緒にいるだけ」

「たまたま？　……まさか、違うんですか!?」

　ライラミラは、何な故ぜか目を丸くした。

「でも、あいつはボクのだよ。なにしろ、貸しがあるからね。たんまりと」

　にたーとした顔でレンに見られて、クライムは頬ほおを引きつらせる。

　彼女のいうことをなんでもきくって、約束していたことを思い出す。借金は、確か五万イエンだ。この漆しつ黒こくの鎧と大剣も、レンのものらしい。そういう意味では、オレはレンのものになるのかなと、クライムは思う。

　一瞬、ライラミラが性悪そうな笑みを浮かべた。

　クライムは、目を擦こする。あんな優しげな女の子が、そんな顔をするわけがない。

　目を瞬まばたくと、彼女の顔はもとに戻っていた。やっぱり見間違いに違いない。

「レンさん。ちょっといいですか？　……お話がありますわ」

「やった！　教えてくれるの？」

　顔を輝かしたレンを引き連れて、ライラミラは木陰の向こうへ行った。

「なんだ？」

　クライムは、怪け訝げんそうな顔で彼女たちを見送った。密談だろうか。翼ある者たちの間には、他人に聞かれてはいけない秘密があるのかも知れない。

　なんにせよ、嬉うれしいことだとクライムは思う。レンは、ずっと自分の背中に翼があることで悩んでいたみたいだった。仲間が見付かって、本当によかった。このままライラミラに影響されて、女の子らしくなってくれれば、いうことなしだ。

「売った!!」

　レンの大声が、クライムの耳に飛び込んできた。木陰の向こうを覗のぞき込むと、レンは満面の笑みを浮かべている。

「なんだなんだ？　どうしたんだ、レン」

　クライムは、腕を組んでレンたちに近づく。

「なんでもないよー」

　レンはそういうと、くふふと笑いながら、手にしていたキラキラしたものを鞄かばんにしまい、ずばっと背を向けた。

「変な奴だな。なにを売ったんだ？」

「クライムさん！　これから、よろしくお願いしますわ。わたし、頑張ります！」

　ライラミラは左右に垂らした三つ編みを揺らすと、クライムの手を強く握る。その笑顔は魅惑的で、彼は思わずドキっとしてしまう。

「え？　な、なんだ？　どーいうことなんだ？　レン？」

「なんでもないってー」

　目め尻じりを下げたレンは、鞄を抱きしめ、嬉うれしそうに身体を揺する。

　クライムの頬ほおに、ひと筋の汗が流れる。

　――まさか、レンがライラミラに売ったのは。

　そんなバカなと、クライムは首を振った。
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　道なき森の中で、貴族のような衣装に身を包むフィアナと、たわしのような髪を頭に乗せたサルダンは、ぴたりと足を止めた。

「……フォトゥルマの気配が消えたわ」

　フィアナは瑠る璃り色いろの目を細め、ブロンドの長い髪をさっと払う。大きく膨らんだ胸が、ぽよんと揺れた。

「クライムが倒したのかな？　そんなに気になるんだったら、呑のん気きに森林浴を楽しんでないで、駿しゆん足そくの魔術で急げばよかったのに」

　藁わらの蓑みのをまとったサルダンは、肩をすくめ、軽く首を振る。

「あなたが拒否したのでしょう？　私を背負って、走ればよかったのに」

「キミを背負う？　やめてくれよ。オレは誰だれかさんと違って、非力なんだからさ。キミだって魔術くらい使えるだろう？　駿足の魔術なんて、初歩的な魔術だよ」

　フィアナは、鋭い目つきでたわし頭を睨にらむ。

「この姿をしているときは、たいした魔術は使えないの。……知ってるはずよ」

「だったら戻ればいいじゃない。あの美しい琥こ珀はく色いろのドゥラガンの姿にさ。そういや、何な故ぜ彼らに正体を明かさないんだい？　隠してるなんて、不自然だよ。うん。不自然だ」

　嫌味ったらしい声に、フィアナは顔をしかめる。

「……恐こわい」

　ぼそりと、彼女はつぶやいた。

「恐い？　なにがだい？」

「……恐い、っていわれるの。それが嫌」

　口をへの字に曲げて、フィアナは歩き出す。

「へえ。じゃあ、クライムにドゥラガンの姿を見せたことがあるんだ。それで恐こわいっていわれて、その可愛かわいらしい姿に……。なんだそれ」

　サルダンは、歯を剥むいて渋い顔をする。

「嫌なものは嫌なの。……恐いっていわれて、傷ついたわ」

　クライムがレンと出で逢あったあの夜、フィアナはドゥラガンの姿をふたりに晒さらした。綺き麗れいに揃そろった琥こ珀はく色いろの鱗うろこ。格好のよい広い翼。見事に生えた頭の角。美しいともてはやされたことはあっても、恐いといわれたことはなかった。思い出すと、泣きたくなる。

　だから、今はこの姿を取っている。

　グフィードという名前を隠し、フィアナとして接している。クライムとレンの前では、ドゥラガンの姿を見せたくない。

「それで、オレがキミに恐いっていったときに怒ったのかい？　……まあいいや。オレがなにいっても無駄みたいだね。じゃあ急ごうか。オレたちの大切な主人が、〈宿命の足〉を発動させて、どっかに行っちゃわないうちにさ」

　ぶすっとした顔のサルダンが近づくのを待って、フィアナは彼の両肩に手を置いた。

「あれ？　な、なにをする気だい？　まさか、また空に連れていくつもりじゃないだろうね。そんなに怒らせるようなこと、いったかい？」

「そんなことしないわ。ドゥラガンに戻ると、この姿になるのに時間がかかるの」

　フィアナは、強引にサルダンの背中に乗った。その重みに、たわし頭は潰つぶれそうになる。

「い、いきなり乗っかるなんて、なに考えてるんだい!?　オレはどっかの酒さけ癖ぐせの悪い男と違って、力はないんだっていったろ？　降りてくれよ！　ていうか、見た目よりもずいぶん重いねキミは」

「失礼ね……。これでもコントロールしているわ。本職のあなたなら、魔術でどうにでもなるでしょ？　駿しゆん足そくの魔術を使って。急ぎましょう。……嫌な予感がするわ」

「まったく、人使いが荒いね！」

　フィアナを背負ったサルダンは、中腰のまま藁わらの蓑みのの中に手を突っ込み、ごそごそと手を動かす。肉片を食いちぎると、ぶつぶつと言葉を唱える。バシッと彼の身体が震え、褐色の肌が赤く染まった。背中のフィアナを、軽々と背負い直す。

「筋力増強の魔術は、あんまりもたないよ。一度使ったら、しばらく使えないしね」

「いいわ。走って。向こうよ」

「はいはい。それじゃあ、行きますよ！」

　サルダンは蓑の中で黒い粉を手にまぶすと、両りよう脚あしを叩たたき、地面を蹴けって走り出した。その速度は、人間の限界を遥はるかに超えている。平地を走る駿しゆん馬めのように、森の中を駆ける。

　フィアナのブロンドの髪が、風になびく。この速さなら、じきにクライムたちと合流できるだろう。

「……でも、たわし。どうしてクライムとレンは、私たちから離れようとしたのかしら」

「気づいてたのに、わざと逃がしたんだろ？　オレも寝たふりしてたけどさ」

「レンは怒ってたわ……。私が宝がある場所に案内するといったのに、なかなか辿たどり着けないとわかって、機嫌が悪くなってた。自由になって、気晴らしができればいいと思ってたんだけど……」

「見事にフォトゥルマと出で逢あっちゃってたね」

「ええ」

　逆効果だったかも知れない。そう思うと、フィアナは気が重くなる。

「まあ、宝が眠っている場所に辿り着けないのは、一緒に連れてったクライムの〈宿命の足〉のせいなんだけどね。どっちかっていうと、オレらといると無理矢理フォトゥルマと戦わされる、って思ってるんじゃないかな」

「そんなに嫌なのかしら」

　瑠る璃り色いろの目を細め、フィアナは首を傾かしげる。

「嫌なんだろうね。なにしろ、世界がどうなっちゃってるのか、彼らは知らないみたいだから。真実を教えたところで、信じやしないだろうけどさ。ところでキミは、表のクライムが窮地に陥ったら、どうサポートするつもりだい？　魔術があんまり使えないなら、戦力にならないよ」

　風を切りながら、サルダンが肩越しにちらりと一いち瞥べつした。

「……そうね。でも、考えがあるわ」

　フィアナは、可愛かわいらしい顔に微笑を浮かべた。
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　なだらかな丘に延びる街道を、レンたちは歩いていた。

　街道はかなり広く、馬車が三台くらい並んで走れそうだ。それなりに交通量があるのだろう、轍わだちが土を削っている。わずかな高さの土手の上は、まばらな木々と繁しげみが広がり、たんぽぽが揺れている。

　ここがどこだかわからないので、特に目的地はない。道を歩いていれば、いつか村か町に辿り着くだろうという考えだ。

　先頭をひとりで歩くレンは、鞄かばんをぎゅっと抱きしめていた。油断すると、口からくふふと笑い声が漏れる。

　背中にクライムの問いただしたげな視線を感じるけど、彼女は気にしない。ライラミラにくっつかれて、なにやら喋しやべっているようだけど、まったく気にならない。

　だって、この鞄の中身の方が大切だ。

　早く、どこか安全な場所に行きたい。鞄の中に入っているものを、じっくりと鑑賞したい。レンはほくほくの笑顔で、鞄に頬ほおずりする。

　背後から、いきなりぐいっと腕を掴つかまれた。レンは鞄を強く抱きしめて、身を捻ひねる。

「わわっ！　泥棒！」

「……違いますわ」

　ライラミラだった。レンは、ほっと胸を撫なで下ろす。

「なんだ。びっくりするじゃんか！」

　振り向くと、少し離れたところで、クライムは腕を組んで首を傾けていた。

「レンさん。お話がありますわ」

　ライラミラは優しげな表情だったが、目が笑っていない。

「ん？　なに？　返さないよ」

「あっちに行きましょう」

　そのまま強引に腕を引かれ、レンは土手の上まで連れて行かれる。木立を回り込んだところで、ライラミラはやっと手を放してくれた。

「ちょ、なんなの？」

　腕をさすりながら、レンは口を尖とがらせる。

「……契約違反ですわ。いつまでついてくる気です？」

　身を揺すりながら、ライラミラはなじるようにいう。

　レンはギクリと身体をこわばらせた。

　ひょこっと、木陰から街道を見下ろす。道の上にぽつんと立つクライムの姿を見て、レンは引きつり気味の笑みを浮かべた。

「ごめん、クライム……」

　小声で軽く謝って、レンは抱きしめた鞄かばんに視線を移す。

　この鞄の中には、ネックレスがしまわれていた。鎖はきらきらと輝き、大きな宝石がぶら下がっている。まだじっくりと鑑定していないが、ひと目でかなりの価値があるものだと、レンにはわかった。おそらく、百万イエンはくだらないだろう。

　――レンは、クライムをライラミラに売ってしまったのだ。

「未練がありますの？　でも、ダメですわ」

「べつに、未練なんかないけどさ」

　レンはライラミラに向き直る。

「クライムさんは、もうわたしのものですわ。嫌だっていうなら、さっきのネックレス、返してもらいますわ」

「ダメーっ！　絶対にダメーっ！」

　鞄を抱きしめたまま、レンは身構えてふーっと唸うなる。

「じゃあ、どうしていつまでもついてくるんです？」

　ライラミラは腕を組むと、顎あごに手を置いて、ため息をついた。

「ついてきてるのは、クライムの方じゃんか。つか、〈宿命の足〉は発動しないの？」

　彼女に売ったのは間違いないが、自分から別れを告げるのは、なんとなく気まずかった。問答無用で〈宿命の足〉が発動してくれれば諦あきらめもつくのに、こういうときに限ってなかなか発動しない。

　クライムには悪いけど、フォトゥルマと戦うなんて、ごめんだった。ライラミラは、ちゃんと意志を持って戦っているみたいだから、代わった方がいいだろう。自分より適任だと思う。優しそうだし、女の子っぽいし、彼も気に入るんじゃないだろうか。

　チッと、舌打ちの音が聞こえた。まさかライラミラじゃないだろうから、どこから聞こえたんだろうと、レンは辺りを見回す。

「クライムさんは、あなたから離れようとしませんわ。声をかけても上の空のあなたのことを、不思議に思ってるみたいです。……どうやって餌え付づけしたんです？」

　ライラミラは、悔しそうに目を伏せる。

「餌付けって……。なんか好かれちゃってるのかな」

「ふざけないで！　邪魔なのよ。とっとと、どこかに消えて！」

　突然、ライラミラの声色が変わった。

　彼女はうんざりした顔で木にもたれると、眼鏡めがねを外す。くりっとした黒い目が細くなり、鋭く光る。蔑さげすむように、見下される。

「な、なにあんた。雰囲気違うよ」

　レンは戸惑うように、一歩下がった。

「そんなこと、どうでもいいわ。とにかく、あなたは邪魔なの。邪魔。わかる？　邪魔。じゃーま！　契約したでしょ？　あなたは、わたしたちの前から姿を消す、って！」

　ライラミラの高圧的な態度に、レンはむっとした。

　同じ翼ある者だと思って、気を許しすぎた。この女は、嫌な奴だ。普通の嫌な奴じゃない。とてもとても嫌な奴だ。そういえば、翼のこともなにも教えてくれなかった。

「どこを歩こうが、ボクの勝手でしょ？　道はひとつしかないんだから！」

「あやしいわね。……まさか彼とは、男と女の関係？」

　レンは、ぼすっと顔を赤くする。

「ア、アホか！　そんなわけないじゃん！」

「フン。ガキね」

「なにをーっ！」

「うるさいわよ。……じゃあ、夜になるまで一緒にいていいわ。彼が寝たら、あなたは消えて。いいわね。あなたは、彼をわたしに売ったんだから！」

「うぐ」

　そういわれると、レンはなにもいい返せない。

「フン。あなたが消えるまで、彼には内緒にしといてあげるわ。どんな関係か知らないけど、売られたってわかったら、彼はショックでしょうからね。フフ。安心して。あなたに裏切られた彼を、優しく慰なぐさめてあげるわ」

　恍こう惚こつとした顔で、ライラミラはそういった。

「……なんであいつが欲しいんだよ。初対面でしょ？　ただのアホだよ」

「あなたにとっては、そうでしょうね。でも、わたしには違うの。彼は、おそらくただ者じゃないわ。あの《破邪の鎧よろい》……。きっと、わたしが探し求めていた相手よ」

　ライラミラの黒い瞳ひとみが、キラリと光る。

「は？　意味わかんない」

「バカね。まあいいわ」

　つんと、そっぽを向かれた。

　高飛車な女だ。むかつく。レンは拳こぶしをわなわなと震わせた。

　意を決して、レンは腰に下げた鞄かばんに手を突っ込んだ。ネックレスが、指に触れる。これを、このいけすかない女に突き返すんだ。投げ返すんだ。頑張って、指を曲げる。

「そのネックレス、古代のものよ。相当な価値があるわ。五百万イエンはするかもね」

「本当に!?」

　レンは、爛らん々らんと目を輝かしてライラミラを見上げた。

「本当よ。トレジャーハンターならわかるでしょ？　それは、わたしが手に入れた中でも、最も価値のあるものだわ」

「やっぱり!?　そうだと思ったんだ！　ひと目見て、すぐに……あ」

　我に返ると、ぎゅっと鞄を抱きしめていた。

「夜までよ。いいわね」

　ぽんと、肩を叩たたかれた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ライラミラは眼鏡めがねをかけ直すと、木陰から出てすたすたと歩き出す。

　レンは鞄かばんを抱きしめたまま、呆ぼう然ぜんと彼女を見送る。

　ライラミラの猫なで声が、土手の下から聞こえてきた。



　黄昏たそがれ時どきが近づいてきた。空を染める赤い夕ゆう陽ひが、幻想的な雰囲気を作り出している。

「もう夕方だな。夜になる前に、どっか村でも見付かるといいんだけど」

　果てしなく広がる空を見上げながら、クライムはそういった。

「そうですね。ゆっくり落ち着いて、あなたのお話を聞きたいですわ」

　クライムの腕に巻き付いたライラミラは、さらに身体を寄せて、爽さわやかに微笑ほほえんだ。肩の左右に垂らした三つ編みの髪が、弾はずむ。

「そ、そうか？　まあ、お互いまだなんにも知らないしな」

　狼ろう狽ばいしたような声で、クライムは答える。

「はい。もっとよく、親密に、わかり合えるといいですね」

　うっとりとした上うわ目め遣づかいで見詰められて、ほんのり頬ほおを赤くしたクライムは、さっと顔を逸そらした。なんとなく、恥ずかしい。

　何な故ぜか、遺跡を出てから、彼女はずっとクライムにくっついている。フォトゥルマに助けられたことが、よほど嬉うれしかったのだろうか。

　ライラミラはかなり可愛かわいい。眼鏡の奥の瞳ひとみは優しく、唇はぷっくりしていて、肌も白い。なによりも、胸がでかい。フィアナ以上かも知れない。

「わたしたちって、お似合いですわ」

「んなっ!?　いや、その、……あははー」

　彼女のふくよかな胸が、ぷにぷにと腕に当たる。ミニスカートから伸びるニーソックスに包まれた脚あしも、艶なまめかしい。知らず、クライムの鼻の下は伸びていた。

　殺気を感じ、クライムはびきっと身をこわばらせた。

　咄とつ嗟さに前方を見ると、小柄な背中は、距離を空けて静かに歩いていた。

「……あれ？」

　クライムは、拍子抜けして首を傾かしげた。いつものレンの蹴けりが飛んでこない。痛くないのはいいのだが、なんとなく物足りない。

「クライムさん。運命って、信じてますか？」

　ライラミラに耳元でささやかれて、クライムはくすぐったそうな顔をする。

「うひゃ。……え？　いや、運命？」

「はい。わたしたちの出で逢あいは、運命だと思いますわ」

　腕を掴つかむ彼女の手に、力が入る。

「運命、ねえ……」

　蒼あおい髪をぼりぼり掻かきながら、クライムは空を仰あおぐ。運命だとか宿命だとかいわれても、彼にはどうもピンとこない。

　ちらりと、クライムはライラミラを見る。彼女は、何者なのだろうか。レンと同じ、翼ある者。あの遺跡で、なにをしていたのだろう。フォトゥルマが恐こわくないのだろうか。さっき、レンとなにを話していたのか。訊ききたいことが、山ほどあった。

「あのさ、ライラミラ――」

「はれ？　……馬車だ」

　前を歩くレンが、変な声を出して立ち止まった。

「えっ!?　本当か？」

　はっとして、クライムは進行方向を見る。

　夕ゆう陽ひを背に、丘の向こうから、箱馬車が走ってきていた。赤い光を反射して、ぼんやりと霞かすんでいる。

　よく見ると、二頭立ての馬に、長方形の箱のような四輪車が繋つながっているようだ。ガタガタと揺れながら、真まっ直すぐにこちらに向かってきている。

「やった！　ここは護衛とかなんとか交渉して、ただで乗せてもらおう！」

　そういってレンは笑顔を見せたが、クライムは違和感を覚えて首を捻ひねる。走っている二頭の馬に、生命の息吹いぶきを感じない。見た目は馬なのに、動物じゃないような気がする。

「フォトゥルマですわ！」

　ライラミラが叫んだ。

　砂すな埃ぼこりをあげながら迫ってくる馬車の左右から、にゅっと太い腕が伸びた。それは中に乗る人間のものとは思えない。肩の先から生えた腕は、異様に大きく――黒い。その開いた掌てのひらが、マストの帆ほのように広く膨れあがる。

「わわっ！　クライム、どうしよう!?」

「オレが戦う！　離れててくれ！」

　クライムは背中の大剣を抜くと、前に出る。

　レンとライラミラは、素早く土手を駆け上がった。

　凄すさまじい勢いで、馬車は迫る。クライムは大剣を振りかぶり、掴つかもうと迫る黒い手を、すれ違いざまに斬きり捨てた。大量の強酸の体液が、激しく飛び散り、草や土を焦がす。

　無言の馬車は全速力で通り過ぎた。

　そのまま――空中に浮かび、ぐるりと反転する。

「うおっ！　やっぱ馬車って飛ぶのか!?」

　クライムは、目を見開いた。遺跡で見た絵画のことを思い出す。

「んなわけあるか！　とにかく、馬車をぶっ壊せ！」

　土手に伏せたレンが叫ぶ。

　そのときズガァン！　と、爆音が轟とどろいた。何者かが攻撃を加えたようだが、音のわりには、空中の馬車は少しよろけるだけ。なにごともなかったかのように、街道に着地した。

「気配は弱いくせに頑丈だね。こんなに近づくまで、わからなかったくらいなのにさ！」

　土手の向こうから、たわし頭が走ってきた。その横には、ブロンドの髪を揺らす少女。

「クライム、足下よ！」

「サルダン！　フィアナ！　って、うおわっ!?」

　ふたりの登場は嬉うれしかったが、フィアナの忠告は遅かった。切り落とされたフォトゥルマの黒い腕は地面を這はい、無造作にクライムの脚あしを掴つかんだ。自由を奪われて、彼は地面に倒れてしまう。

　街道の向こうから、馬車が猛然と走ってくる。

「くそっ！　逃げられない！」

　クライムが悲鳴をあげると同時に、サルダンの指先から紅ぐ蓮れんの炎が射出された――が、黒い馬はそれをあっさりと弾はじく。

「なにやってんの、たわし！　手を抜くな！」

　レンが怒鳴ると、サルダンはひょこっと首を傾けた。

「あれれ？　おかしいなあ。この程度のフォトゥルマに、オレの炎が効かないなんて。さっきだって、加減したわけじゃないのに」

「轢ひき潰つぶされてたまるか！」

　自分でなんとかするしかない。クライムはうつぶせに転がると、脚を掴む黒い手に一撃を加える。しかし強酸を吹いて分断された指先は、それだけになっても左右の脚を締め付けて放さない。痛みはないが、地面に張り付いて身動きできなくされた。

　一瞬、意識が飛ぶ。凄すさまじい勢いで、馬の蹄ひづめがクライムの身体を打ち付ける。間かん髪はついれず、硬く重い車輪が追い打ちをかける。

「クライムーっ!?」

「……かはっ」

　衝撃は強烈だったが、鎧よろいのお蔭かげか、たいして痛くない。クライムは、肘ひじをついて起きあがろうとする。視界に、空中で反転した馬車が映った。彼はぞっとした。今のはきっと、打ちどころがよかっただけだ。もう一度轢かれたら、今度こそ死ぬかも知れない。

「く、くそっ！　放せって！」

　脚を締め付ける黒い指を手で剥はがそうとする。しかし、食い込んで離れない。剣を使うと、脚まで切れてしまいそうだ。

「そこの魔術師さん！　クライムさんの脚を狙ねらって！」

　ライラミラが、声を張り上げた。

「へ？　そういやそうだね。そっちならいけるかなっ！」

　サルダンの腕が伸び、射出された炎がクライムの脚を焼く。フォトゥルマの破片は炎を浴びてどろりと溶け、地面に落ちた。

「ぎゃあ！　熱い！」

　助けてくれたのはありがたいが、フォトゥルマの攻撃以上に痛い。クライムは大剣を放ほうり投げ、焦げたズボンをはたきながら、立ち上がった。

「立つなアホーっ！」

　レンの叫び声にはっとして振り向くと、黒い二頭の馬がいななきもせず迫ってくる。

　――そのとき。

　ブロンドの髪が、さっとクライムの視界を覆った。

　フィアナだ。両手を広げたフィアナが、クライムと馬車の間に立ち塞ふさがる。

　叫ぶ間もなく――

　ドガシャッ！

　クライムは、驚きのあまり目玉が飛び出しそうになった。

　馬車がフィアナを――いや、フィアナが馬車を吹き飛ばしたのだ。

　鋼の壁に衝突したように、馬車は轟ごう音おんをあげて弾はじける。クライムの頭上を、崩れながら飛んでいく。ぱらぱらと、馬車の破片が降る。

　あんぐりと口を開けたクライムに、フィアナが振り向いた。

「クライム。フォトゥルマのコアを破壊するのよ！」

　彼女は無傷だった。服が破れて、大きく実ったふたつの膨らみがあらわになっていたが、その処女雪のような白い肌には、傷ひとつない。

「……あれ？　えーと……うわっ！」

　見ちゃいけないものを見てしまった気がして、クライムは彼女に背を向ける。なにがなんだかわからない。どうしてフィアナは無事なのか。あんなに瑞みず々みずしくて柔らかそうな肌なのに、どうやって馬車を弾いたのだろうか。

　土手にいるレンとサルダンも、目が点になっている。

　無惨にも道に落ちた馬車は、粉々に破壊されていた。その中から、どろりとした不定形の黒い塊が這はい出てくる。膨れて盛り上がり、馬車以上の大きさになったそれは、無数の触手を出し、その場でのたうった。

「ま、まだ生きてるのか！」

　気を取り直したクライムは、剣を構える。フォトゥルマは、コアを破壊しない限り死にはしない。

　ぐいっと、横合いから肩を引っ張られた。

　驚いて顔を向けると、ライラミラがそばにいた。

「さあ、クライムさん。あなたの身体に眠る血の力を、見せてください！」

「え？　ここは危険だぞ――んっ!?」

　言葉を、封じられた。

　彼女のぷっくりした唇が――クライムの唇に触れたのだ。

　眼鏡めがねが、こつんと目元に当たる。

　ライラミラの匂においと、暖かなぬくもりが、クライムの脳を刺激する。ゆっくりと、なにかが流れ込んでくる。

　彼の身体から、黄金色の光が迸ほとばしった。

　蒼あおい瞳ひとみの色が、ルビーのような赤い色に変わる。顔つきが、きりっと引き締まる。

　唇を離したライラミラは、満足げに頷うなずいた。

「ク、クライム!?　そんな……」

　レンの声を聞いて、クライムは顔をしかめた。ライラミラを軽く突き飛ばし、ぐいっと腕で口を拭ふく。

「他ほかの女に唇を許すとは……」

「……クライムさん？」

　眉まゆ根ねを寄せるライラミラを蔑さげすむように一いち瞥べつして、クライムは背を向ける。

　彼が手を開くと、道に転がった漆しつ黒こくの大剣が吸い込まれた。握ると、それは刺とげ々とげしく変形し、刀身に刻まれた血の色の文字が激しく輝く。

　上半身を包む漆黒の鎧よろいが、溶けるように変形した。赤い宝石が発光し、肩に角のようなものが生え、縁ふち取どる血の色が血管のように走り、鋭角的な姿になった。

　半裸のフィアナが、クライムのそばで膝ひざをつく。

「クライム……いえ、ご主人様。申し訳ありません」

　フォトゥルマが雄叫おたけびをあげた。その場から、無数の触手をひと塊にして射出する。

「くだらん。雑ざ魚こが！」

　全身から闘気を発したクライムは、横に構え、片手で大剣を大きく振った。半月の衝撃波が、爆音とともに放たれる。

　地表を裂き、触手を消滅させ、衝撃波はフォトゥルマに直撃した。

　たった一撃。

　はぜてバラバラになったフォトゥルマの肉片が、強酸の体液とともに辺りに散らばった。

「片手で!?　近づきもせず……。凄すごいわ。これほどまでだなんて！」

　ライラミラが、嬉うれしそうな声を出す。

「ふん。力が不完全だ。……それにしても、お前らは今までどこにいた！」

　クライムの禍まが々まがしく変形した大剣の切っ先が、フィアナに向けられた。彼の顔は、けわしく歪ゆがんでいる。

「ちょっと待ってよ！　あんたが出てくることないじゃん！」

　レンが走ってきて、呆あきれたような顔で叫んだ。

「オレのせいじゃない。この程度のフォトゥルマ相手に、出てくる必要はないからな」

「まあまあ、そんなにカリカリ怒んないでよ」

　肩をすくめたサルダンが、土手から降りてきた。

「サルダン。お前も同罪だ。どこにいた！」

「そりゃあないんじゃない？　だってオレとフィアナから逃げ出したのは、キミたちの方じゃないか。責任転嫁されちゃあ困るなあ」

　クライムは、剣の切っ先をサルダンに向ける。

「お前たちがいない間に、レンはオレを、この女に売ったぞ！」

　ギロリと、クライムはライラミラを睨にらむ。

　レンは、びくっと身体をこわばらせた。

「……バ、バレてる？」

「当たり前だ。表のクライムは、半信半疑だがな。……いや、お前を信じている」

「わちゃあ……」

　顔を覆って、レンは嘆いた。

「キミの封印を解いたってことは、このひとも翼ある者なのかい？　珍しいねえ。さっきはいいアドバイスだったよ。で、どこで出で逢あったんだい？」

　立ち尽くすライラミラを、サルダンはじろじろと眺める。

「どうでもいい。お前らがついていれば、レンの暴挙は防げたはずだ。……ライラミラ。オレをいくらで買った？　オレの価値は、いかほどだ？」

　ギリっと、クライムは歯を鳴らす。

「あ、あなたは、いったい……」

　射すくめられたように、ライラミラはあとずさる。

「そこまでは、面倒見切れないよ。レンがお金に汚いのは、キミも知ってるだろう？　オレらのせいにしないでよ」

　サルダンの言葉に、レンは顔を引きつらせた。

「……たわし。口が過ぎるわ」

「いいじゃないか、フィアナ。いくら彼がオレらの主あるじだからって、困ってるのはこっちなんだからさ。裏のクライムさん。いつものキミは、不ふ甲が斐いなくて情けなくて酒乱で、オレたちに迷惑ばかりかけるんだよ。今日だって、逃げ――」

　クライムはひと足踏み込むと、サルダンの皮肉めいた笑みを浮かべた顔面に、拳こぶしを叩たたきつけた。奇妙な声を漏らし、たわし頭は数メートルの距離を吹き飛ばされ、土手にごろごろと転がる。気を失ったのか、サルダンはその場でぴくりとも動かない。

「オレをバカにするのも、いい加減にしろ！」

「ちょ、クライム!?　やり過ぎだよ！」

　レンが裏声で叫ぶ。クライムのわきを抜け、サルダンのそばに駆け寄った。

「……ご主人様。お許しください。責任は、私にもあります」

「女を殴るわけにはいかないか」

　すがるように見上げるフィアナに、そう吐き捨てた。クライムは剣を下ろしたが、背には戻さない。

「フィアナ。感じるか？　この地には、〈使い手〉がいる。遠いな」

「私には、まだ感じられません。では、あの馬車は……」

「さあな。だが、調べてみる価値はあるだろう」

　クライムは目を細め、遠くを眺める。

「な、なんなんです!?　封印を解いて、こんなに変わるだなんて……」

　呆ぼう然ぜんとしていたライラミラが、当惑した声で叫んだ。

「お前程度の血では、オレの真の力は解放できない。身の程をわきまえろ」

「そんなことありません！　わたしだって、あなたの封印を解くことができましたわ。あなたのパートナーは、わたしです！」

「聞き分けのない女だな。それほど、オレの力が欲しいか」

「はい。……あなたが、欲しいですわ」

「だが、お前のでは不足だ」

「どういうことです？」

　ライラミラは、眉まゆ根ねを寄せる。

「オレの血は、特別なんだ。この究極の至宝を見れば、わかるだろう」

　クライムは、胸を叩たたいた。漆しつ黒こくの鎧よろいが、がしゃっと鳴った。

　なにかを察したように、ライラミラは口元を塞ふさぐ。

「や、やはり、あなたは!?」

「おい、クライム！　酷ひどいぞ！　たわしの顔が、余計にぶさいくになった！」

　怒気を含んだレンの声に、クライムは振り向いた。

　レンはサルダンのそばに立ち、けわしい顔でクライムを睨にらんでいた。握った拳こぶしが、ぷるぷると震えている。

　クライムはふっと笑みを浮かべ、土手をあがる。

「レン。表のオレに、もっと優しくしてくれないか？」

「……は？　なにいってんの？　つか、あんたは誰だれなの？　クライムじゃないの？」

「どちらもオレだよ」

　片手で、蒼あおい髪を掻かき上げる。沈みゆく夕ゆう陽ひを背に、赤い瞳ひとみでレンを見詰める。

「どちらも？　……全然性格違うじゃん！」

「この身体に流れる血に封じられた人格が、今のオレだ。間抜けなクライムが主人格だが、いずれオレが主人格になる。〈すべての記憶〉を持つのはオレの方だ」

「あんたが!?」

　レンは、眼を見開く。

「そうだ。まだ三度目だからな、あまり長い時間は変わっていられない。だが変身を繰り返しているうちに、力は増す。入れ替わる時間も長くなる。そして……いずれ、間抜けなクライムは消滅する」

「消滅!?」

「安心しろ。間抜けなクライムのときの記憶は残っている。お前への想おもいも変わら――」

「ふざけんなっ！」

　レンはずかずかとクライムに近寄り、脛すねを思いっ切り蹴けった。

「ぐっ。……お前の蹴りは、痛いぞ。鎧の防御が効かない」

「……戻れ」

「なに？」

「元のクライムに、戻れって！　ボクは、今のあんたは大嫌いだ。間抜けなクライムの方が、何千倍もましだ！」

「ほう。変わった趣味をしているんだな。だったら、もう少し――」

「うるさい！　とっとと戻れ！」

　息を荒くして怒鳴るレンの剣幕に、クライムは肩をすぼめる。

「わかったよ。それじゃあ、キスしてくれるか？」

　クライムは腰を曲げて、微笑を浮かべた端正な顔を、レンの前に突き出す。

「ふえ？　な、ななななにいってんの!?」

「元に戻るには、キスが必要なんだ」

「嘘うそつけ！　いつも勝手に戻ってるじゃんか！」

「ははっ。お前の唇の感触は、気に入ってるんだけどな。仕方ない。変わろう」

　クライムは大剣を背に戻した。漆しつ黒こくの鎧よろいと剣が、戦闘状態を解除する。

　その刹せつ那な――彼の顔から緊張感がなくなった。

「……あれ？」

　ふっと正気に戻ったクライムは、間の抜けた声を出してその場に膝ひざをついた。身体に力が入らない。彼はどさっとその場に倒れる。嫌な汗が鎧の中を流れ、全身がだるく、意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　クライムの目の前で、レンが荒い息をしていた。

「な、なんだ？　……オレは、なにがなんなんだ？」

「知るかっ！」

　ぐにっと、レンに顔面を踏まれる。

「ぎゃむぅ！　……ん？」

　ニーソックスに包まれた細い脚あしが、クライムの視界に入る。

「……純血の、蒼あおい髪の戦士。我らが王の血。絶対に、手放せないわ」

　遠ざかる意識の中、ふるふると小刻みに震えるライラミラが、小声でつぶやくのが聞こえた。

　意味は、まるでわからなかった。



    

  
    
      

　２　「……構うもんか」
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　整然とした広い厩うまやは、夜光草の光に照らされていた。

　暗がりで、手入れの行き届いた戦馬たちが、落ち着かなげにいななく。

　栗くり色いろの髪を肩まで伸ばした青年は、白馬の手綱を引いて中に入った。彼が身に着けた白銀の甲かつ冑ちゆうには、鳳ほう凰おうの彫刻が刻まれている。腰には、刀身のない剣がぶら下がっていた。

　馬を引き取ろうと厩番が寄ってきたが、彼は制止する。

「僕が繋つなぐ。すまんが、出て行ってくれないか」

　厩番は緊張した面持ちで一礼して、足早に出て行った。

　ひと気がなくなると、白馬は顔を歪ゆがめた。その表情は、とても馬とは思えない。知性を宿した紫色の瞳ひとみは、ひとのものと同様だ。

「ケッ。また馬臭い部屋に軟禁かよ」

「文句をいうな、アリオーン。お前は馬なのだぞ」

「お主ぬしはいいよなぁ、ソロン。この城でゆっくりと休息か。きっと暖かいスープのおもてなしが待ってるぜ？」

　白馬の嫌味な声に、ソロンは嘆息する。

「気に入らんのか？　こんなところで時間を無駄にするのが」

「まぁな。ワレを全力で走らせれば、今いま頃ごろはルレアに着いてるってーのによ」

「急ぐこともあるまい。僕は……少し疲れた」

　ソロンは手綱を引き、開いている場所にアリオーンを入れる。左右の馬は怯おびえたような声を出したが、白馬が睨にらむと、おとなしくなった。

「ソロン。お主はワレの主人だ。だから逆らいはしねぇ。だが、これだけはいっておくぜ。……早く団長に報告するんだ」

「最後のドゥラガンは、王と王女の血を手に入れた……か」

　木枠に手綱を縛り、ソロンは離れる。

「そうだ。アンズーで出で逢あった女は、ドゥラガンが変化したものだ。ズオを倒した蒼あおい髪の男は、危険なんだよ」

「……パートナーの、翼ある者もか？」

「そうだ」

「そうは思えん」

　ソロンは、きっぱりという。

　本音だった。アンズーの城で、クライムという名の蒼あおい髪の男と話をしたが、彼は身に帯びた使命を自覚していなかった。〈使い手〉であるズオを倒したのは間違いないが、脅威と呼べるほどとは思えない。

　そして――レン。クライムから聞きだした、翼を持つ少女の名前。それは、ソロンが知っている少女に間違いない。だから、彼女の存在が知れるのを少しでも遅らせたい。そう思えばこそ、彼はわざと時間を稼いでいる。

「ケッ。お主ぬし、いつからそんなに自信過剰になったんだ？」

「そうではない。僕は、お前の態度の方に疑問がある。ドゥラガンが化けた女と対たい峙じしたとき、何な故ぜ逃げた？　僕なら勝つことができた」

　ソロンは、自分の左手に視線を向ける。離れた場所から、相手の血を吸う《心臓潰つぶし》の力。自分のものであって、自分のものではない、邪悪な五本の指。

　――そのコアは、フォトゥルマのコアではないわ。

　アンズーの町で、少女に化けたドゥラガンがいった言葉が、思い浮かぶ。

　フォトゥルマのコアでなければ、この左手にはなにが埋め込まれているのか。ソロンには、わからない。アリオーンは知っているようだったが、答えてはくれなかった。

「……ワレは、主人思いなんだよ」

「笑えん冗談だな。お前の仕事は、僕を監視することだろう」

　壁に背を預けて、ソロンは冷笑する。

　突然、厩うまやの奥にある扉が、乱暴に開け放たれた。

「こんな夜よ更ふけに私の城にきたのは、どこの無礼者だっ！」

　恫どう喝かつの声とともに厩に入ってきたのは、威厳のある風ふう貌ぼうの黒髪の男だった。

　細い目を持ち、薄い口くち髭ひげを顎あごまで伸ばして整えている。痩やせた長ちよう躯くに金糸の刺し繍しゆうのついた上質な衣服を着て、豪ごう奢しやなガウンをまとっていた。

　唖あ然ぜんとした顔で立ち尽くすソロンを見付けると、男は見下すように睨にらむ。

「貴様かっ！」

「フォーン卿きよう!?　……いえ、グラドナ男だん爵しやく。申し訳ありません！」

　青くなったソロンは、慌あわてて拳こぶしを胸に当て、頭を下げた。

「グラドナ男爵だと？　私をそう呼ぶのは、どこの若造だっ！　名乗れい！」

「はっ！　鳳ほう凰おう騎士団の、ソロンであります！」

　怒鳴るフォーンを前にして、ソロンは頭を上げることができない。

「ソロンだと？　知らぬ名だな。よく顔を見せろ！」

　知らないはずはない。ソロンはおそるおそる顔を上げる。

　目の前に立つ男の顔は――笑っていた。

　やられた。ソロンは顔を赤くして、上うわ目め遣づかいに睨む。

「はっはっはっは！　ソロン、相変わらず、からかいがいのある男だな、お前は！　この私が、お前を忘れると思うか？　我が愛まな弟で子しよ、よくぞきた！」

　フォーンは親しげな顔で近づいてきて、ソロンの肩を叩たたく。

「……グラドナ男だん爵しやく。驚かさないでください」

「その呼び方はやめろ。いつも通りでいい！　愛いとしき王子様、と呼べ！」

　強引に肩を抱かれて、ソロンは戸惑う。

「そんなふうに呼んだことなどありません！　フォーン卿きよう、と呼ばせていただきます」

　いつもながら、このひとといると調子が狂う。世話になっていて、頭が上がらないというのもある。背後でアリオーンがどんな顔をしているのか、想像がつく。

「それにしても久しいな、ソロン！　私がルレアを出てこの地に戻って以来だから、半年ぶりか。騎士らしい顔つきになったじゃないか！」

　やたら声がでかいのは、昔からだ。耳元で喋しやべられると、かなりきつい。

「は、はい」

「思い出すぞ、ソロン！　私が優しくしてやらなかったら、お前は腐って死んでしまっていただろう。なにしろ、騎士になりたてのころのお前は、心の底から大笑いするほど、絶望的に落ち込んでいた！」

「大笑いしないでください。いきなりあんなことになれば、誰だれだって……。よく立ち直れたと、自分でも思います」

「ははははは！　私のお蔭かげだな、ソロン！　感謝しろ！」

　やっとフォーンは身体を離してくれたが、ほっとするのもつかの間、広い掌てのひらで背中を叩かれた。ソロンは、思わずむせる。

「……フォーン卿。風の噂うわさで、よく統治されていると聞きます。グラドナの新領主は、名領主だと」

「当たり前だ！　死んだ父と違って、私は人望が厚いからな！」

　自慢げに、フォーンは胸を張った。

「ケケケケッ。とんだ名領主だぜ。善政に隠れて、こそこそ領民や旅人の血をむさぼってやがるんだからなぁ。頭が下がるぜ」

　アリオーンが嫌味な声を出すと、フォーンは如実に嫌な顔をする。

「貴様も相変わらずだな。“〝暗黒の白馬”〟アリオーン」

「毛嫌いするんじゃねぇよ、“〝八百万の腕”〟フォーン。幾多の戦場を血に染めた、鬼畜の仲間じゃあねぇか」

「一緒にするな！　貴様のような性根の腐った奴は、好かん！」

　フォーンは腕を組み、一喝する。

「ケケッ。ワレの主あるじをもう少し丁重に扱って欲しいもんだ。目も当てられねぇ」

　白馬は鼻を鳴らすと、苦笑する。

「黙れ！　私とソロンの関係は、特別なのだ。貴様ごときにどうこういわれる筋合いはない！　そうだろう、ソロン！」

「……は、はあ」

　ソロンは苦い顔をして、仕方なく頷うなずいた。なにがどう特別なのか、今さら問い質ただす気にもならない。あの困った趣味は、まだ健在なのだろうか。

「よし、ソロン！　城へ行くぞ！」

「はい。フォーン卿きよう。一晩、お世話になります」

「断る！」

　頑とした声が返ってきたので、ソロンはぎょっとした。

「し、しかし、その……」

「一晩なんぞ、許さん！　幾夜でも泊まっていくがいい！　積もる話もあるしな！」

　楽しそうに腕を広げると、フォーンは大きな声で笑った。

「あ、ありがとう、ございます……」

　非常に疲れる。まともに相手をしない方がいいとわかっていても、つい驚いてしまう自分が憎い。

「よし、こい！　我が領地で取れたワインを、振る舞ってやる！」

　ソロンはフォーンを追って奥の扉をくぐり、階段を降りた。

　夜光草の灯ともった薄暗い地下通路。並んで歩くと、左右の壁に古い扉が散在しているのが見える。岐路も多く、まるで迷宮のようだった。

「……これが、噂うわさの地下通路ですか」

「そうだ。お前には話してあったな。この古い城は、無駄が多い。子どもの頃ころ、よく迷子になったものだ」

　グラドナ城。古く歴史のある城だ。何度も改築を繰り返しているという。

　厩うまやだけではなく、城にある各施設は、この地下室で繋つながっている。城の外部に延びているものもあるらしい。そうしたことを、ソロンは教えてもらっていた。

　この近郊はフォトゥルマにとって重要な土地であると、団長に聞いたことがある。冷戦状態にあるネオシス帝国との国境が、すぐ近くにあるせいかも知れない。その土地をフォーンは継承し、騎士団を辞めた。しかし騎士ではなくなったとしても、〈使い手〉でなくなったわけではない。鳳ほう凰おう騎士団の影響力は強い。

　階段を昇ると、ロビーに出た。

　深夜だというのにシャンデリアに照らされて、眩まぶしいくらいに明るく、暖かい。敷き詰められたふかふかの絨じゆう毯たんを踏み、ソロンは落ち着かない気分になった。

「ソロン。……かなり血を吸ったようだな」

　フォーンの小声に、ソロンは緊張した。

「……わかりますか？」

「わかるさ。お前の腕から、強烈な気配を感じる。オレがルレアを出たあと、かなりの場数を踏んだな？」

「はい。裏切り者や、不適合者の始末ばかりです。……嫌な仕事ですが、団長の命に素直に従っております」

「そうだったな。それをお前に勧めたのも、私だ」

「感謝しております。あのとき力づけてくれなかったら、僕は――」

「いうな。……私たちは、もうまっとうな道は歩めぬのだ。永遠に血を求め、いびつな世を生き続ける……。自分が自分ではなくなるまでな」

　彼の口元に、不気味な笑みが浮かぶ。目を細めてソロンを見下ろすと、長い指をおもむろにガウンの中に入れた。

　ぞくりと、背筋が寒くなる。久しぶりに、彼が発するこの気を感じた。蛇に睨にらまれた蛙かえるのように、ソロンは身動きできない。

　素早く、フォーンの手がガウンから抜かれた。

　動けないソロンの頭に、なにかが落ちる。

　その予想していた感触に――ソロンは肩を落とした。

「ククク。ソロン。やはり、よく似合う」

　フォーンはうっとりとした目でソロンを眺め、満足そうに頷うなずく。

「……まだ、こんなものを」

　引きつるソロンの頭には――猫耳のついた白いふわふわの帽子が乗せられていた。

　この三十路過ぎに見えるグラドナ男だん爵しやくは、可愛かわいいものが大好きだったのだ。どうしてかわからないが、ソロンはいつも彼に、こうしたふわふわの猫グッズを与えられている。

「はっはっはっは！　可愛いぞ、ソロン！　この城にはろくな者がおらんから、鬱うつ憤ぷんが溜たまりに溜まっておったのだ！　あとで、私が集めたコレクションを見せてやろう。ふわふわグッズで一杯だぞ！」

「え、遠慮させてください！」

「気兼ねするな。部屋もちゃんと用意させた。着替えてくるといい。案ずるな。もちろん手伝ってやる！」

　無茶苦茶である。

　嬉うれしそうなフォーンに背を押され、ソロンは泣きそうな顔で首を振った。



　　　２



　暗い夜道を、クライムたちは歩いていた。

　サルダンの頭の上に魔術でできた光球が浮かび、辺りを照らしていた。道の左右に、葉のないぶどう畑が広がっているのが見渡せる。目指しているのは、街道の先に小さく見える村だ。粗末な木の柵さくの向こうに、家々の光がちらほらと散らばっている。

　クライムの腕には、相変わらずライラミラがくっついていた。彼女の大きな胸が、ぷにぷにと彼の腕を刺激する。あまりにも柔らかく心地いい感触に、鼻の下が伸びそうになるが、それどころではない。

　前を歩くレンたちの様子がおかしい。暗雲が立ちこめているように、重々しい空気だ。

　レンはぶすっとしているし、サルダンは何な故ぜか顔面に大きな痣あざを作っていた。フィアナは、何度も何度もため息を漏らしている。

　クライムは、眉まゆ根ねを寄せる。

　数刻前、馬車と戦っていたときの記憶が、途切れていた。

　――ライラミラに唇を奪われた気がする。

　恥ずかしくて、クライムは聞き質ただすことができない。頭を打って気を失い、夢でも見たんだと思う。戦闘中にキスをするだなんて、ありえない。

　治癒の魔術を使ってくれたのはフィアナだったが、彼女はなにも話してくれなかった。

「クライムさん。いいんですか？　轍わだちを追わなくても」

　ライラミラが、腕を引いた。

「え？　いや、その……」

　クライムが困っていると、サルダンがくるりと振り向いた。彼は歯を剥むいて、苦虫をかみ潰つぶしたような顔をしている。

「さっきの轍は、確かに森の中に入ってたね。その向こうは、山だ。きっとそこに、フォトゥルマを操っている〈使い手〉が、隠れているんだろうねえ」

　サルダンがいう通り、轍は街道を外れて森の中に向かっていた。だけどその場を通り過ぎて、村に向かっている。

「そんなのあとだよ！　村で休もう」

　機嫌の悪そうな声で、レンが叫んだ。先に村に行こうと決めたのは、彼女だ。

「……なによ、偉そうに。まだついてくる気？」

　棘とげのあるライラミラの小声に、クライムはぎょっとした。

「え？　なにがだ？」

「なんでもないですわ」

　ライラミラは嘆息すると、クライムの腕を放し、腕を組んでなにか考え始めた。

　なんだかわからないが、これはチャンスだ。クライムはそっと彼女のそばを離れ、うつむきながら歩いているフィアナに近づく。

　クライムには、どうしても気になることがある。

「なあ、フィアナ。馬車と戦ってたときさ、いきなり出てきてびっくりしたぞ。どうやって馬車を吹き飛ばしたんだ？　怪け我がはないのか？　そういや、服が戻ってるな。オレが気絶している間に、着替えたのか？」

　あのとき目撃した、大きく実ったふたつの膨らみを思い出し、クライムはぽっと頬ほおを赤らめた。

　顔をあげたフィアナは、憂ゆう鬱うつそうな表情を浮かべていた。

「……この服は、魔術で作り出したものよ。これくらいなら、すぐに復元できるわ」

「へえ！　凄すごいな。じゃあ、馬車を吹き飛ばしたのも、魔術なのか？」

　なんとか元気を出して欲しいと思い、クライムはわざと明るい声を出す。

「そんな魔術、聞いたことありませんわ」

　ライラミラが、後ろから口を挟んだ。

　フィアナの眉み間けんに、皺しわが寄る。

　作戦失敗。クライムは、ガッカリした。

「……ライラミラ。あなたは、本気で彼のパートナーの座に就くつもり？」

　ため息混じりに、フィアナはいう。

「ご存じでしょう？　彼はもうわたしのものですわ。……それより、あなたは何者なんです？　ユグド人でも、翼ある者でもないわ」

　またしても、近寄ってきたライラミラに腕にまとわりつかれた。胸をぎゅむっと押しつけられて、クライムは焦る。フィアナも大きいが、彼女も負けていない。

　バチバチと、彼女たちの間で火花が散った。

「部外者には、関係がないでしょ？」

「いいえ。わたしはクライムさんのパートナーなんです。彼の仲間でしたら、すべてを打ち明けてくれないと困りますわ」

「あなたを仲間と認めたわけではないわ」

　フィアナとライラミラは、無言で睨にらみ合う。

　かなり険悪なムードだ。しかも、言葉を挟めるような感じじゃない。

「……まさかあなた、クライムさんの恋人？」

　ライラミラがそういうと、フィアナはすっと視線を外した。クライムに顔を向けて、可愛かわいらしい仕草で首を傾かしげる。

「どうかしらね、クライム？」

　フィアナの美しい笑顔に見詰められて、クライムは挙動があやしくなる。

「え？　オレ？　恋人？　な、ななななにいってんだフィアナ！」

「そうなんですか？　クライムさん！」

「ち、違うってーっ！」

　あんな神秘的な美少女が恋人だったら嬉うれしい気がしないでもないが、彼にはまだそういうことはよくわからない。というか、フィアナは謎なぞが多くてよくわからない。どういうつもりなのかもわからない。

　ライラミラから腕をひっこ抜いて、クライムは逃げ出した。今度はサルダンに助けを求めようと、藁わらの蓑みのにしがみつく。

「助けてくれ、サルダン！」

「……なにがだい？」

　振り向いたサルダンのどんよりした顔には、大きな痣あざ。近くで見ると、かなり不気味だ。暗い影を背負ったおばけのような彼の様相に、クライムはずばっと手を放す。

「な、なあ、サルダン。その顔の痣、どうしたんだ？」

「さあね。自分の胸に訊きいてみなよ。いや、無理か。今のキミに恨みはないけど、やっぱり恨むよ」

　憎らしげな顔で、サルダンに睨にらまれた。

　どうしよう。なにか壊滅的に雰囲気が悪い。原因はなんなのだろうか。まるで心当たりはないけど、なにもかもオレのせいな気がする。クライムは、頬ほおを引きつらせた。

「クライム。これ着てろ」

　レンが寄ってきて、自分がまとっていたベージュ色の外がい套とうを外し、クライムに放ほうった。

「え？　なんでだ？」

「あやしいでしょ、その鎧よろいと剣。それで隠してて」

「あ、ありがとう！」

　レンの顔は無表情だったけど、クライムは嬉うれしかった。

　残るは、彼女しかいない。クライムはいそいそと外套をまとうと、早足で歩くレンのそばに近づいて、こそこそと小声で話しかける。

「なあ、レン。オレさ、みんなになんかしたのかな？」

「べつに」

　レンはそっけなくそういって、駆け出した。

　取り残されたクライムは、だらんと肩を落とす。彼女にも、すっかり嫌われてしまったように感じた。



    

  
    
      



    

  
    
      　夜光草に照らされた村の門が、間近に迫っていた。「ブラウニー」という文字とともに、色あせたぶどうの絵が描かれている。レンは門の前に立つ衛兵らしき人影の前まで行くと、交渉を始めたようだ。

　レンが遠くに行ってしまった気がして、クライムは泣きたい気分になった。

「まったく、困ったことをしてくれたもんだねえ」

　不意にサルダンにいわれて、クライムはさらに落ち込む。やっぱり、オレのせいか。どんよりした顔を向けると、彼の頭の上にあった魔術の光は、もう消えていた。

「……なあ、サルダン。なにをしたんだ、オレは？」

「なにいってんだい。キミのせいじゃないよ。レンだよ」

「え？　レン？」

「この痣あざは、レンのせいじゃないけどね！」

　歯を剥むいたサルダンに、背中をばしっと叩たたかれた。

　門の前が、どよめいた。

　なにごとかと思って顔を向けると、衛兵たちが騒いでいた。さっきよりも増えている。門の奥から、ぞろぞろと村人らしき人影も出てきた。数人に囲まれて、レンが困っている。

「なんだ？　行こう！」

　クライムは、走り出した。

　門に到着する前に、衛兵たちが凄すごい勢いで向かってきた。クライムは、急停止する。

「あんたたち！　幽霊馬車を倒したって、本当かい!?」

　目を見開いた若い衛兵が、唾つばを飛ばしながらそう叫んだ。どうやら、レンから話を聞いたらしい。

「ゆ、幽霊馬車？　なんだそれ？」

「誰だれも乗ってない、空を飛ぶ不気味な馬車だよ！　この辺りには、昔から出没するんだ。黄昏たそがれ時どきから深夜にかけてね！」

　もうひとりの中年の衛兵が、大声で叫ぶ。

「だから、この道は夕方になると誰も使わないんだよ。特にここ半年で、事件が多発している。噂うわさを聞きつけた傭よう兵へいくずれの戦士が、何度か退治しに行ったんだが、誰も帰ってこなかった。うちの村のワインに価値がなかったら、誰も通らないところさね！」

　鼻息の荒い衛兵たちにまくしたてられて、クライムは困惑した。

「そうですわ。幽霊馬車は、わたしたちが退治しました」

　ライラミラが、毅き然ぜんとした態度でそう答えた。

　確かに、馬車を破壊したのはフィアナだ。中に入っていたフォトゥルマも、誰かが倒したのだろう。つまり、期せずして、この村を助けたことになったのか。

　衛兵たちが、驚きの声を漏らす。

「ほ、本当かい！　信じられんな！　だが、本当だとしたら、君たちはこの村の英雄だ。よし、確かめてこよう！」

　若い衛兵が、がちゃがちゃと鎖くさり帷子かたびらを鳴らしながら駆けだした。

「あーあ。恩着せがましいね」

　レンがやってきて、嫌味な声でそういった。

　ライラミラの片かた眉まゆがぴくんと上がる。

「違いますわ。真実を教えただけです」

「あんたが倒したんじゃないじゃん。偉そうにさ」

　今度は、レンとライラミラの間で火花が散った。

　迫力に負けて、クライムは後ずさる。

「それにしても凄すごいな！　あんたら、どっからきたのかね？」

　中年の衛兵に馴なれ馴なれしく肩を組まれて、クライムはぎょっとした。いつの間にか、村人たち数人に囲まれていた。好奇心のこもった目で、じろじろ見られている。

「ど、どこから？　えーと。アンズーかな？」

　おろおろしながらクライムが答えると、中年の衛兵は目を丸くした。

「アンズー？　辺境の町かい？　ずいぶん遠くからきたんだな。徒歩かい？」

「ていうか、村の中に入れてくれないかねえ。報告は、酒場で受けるよ」

　サルダンが、そういって割り込んでくれた。

　藁わらの蓑みのをまとい、たわしのような髪を頭に乗せたサルダンの風ふう貌ぼうに、中年の衛兵はしばしきょとんとしたが、すぐに気を取り直して、笑顔を見せる。

「いや、そうだったな。……それにしても、お爺じいさん。どうしたんだい、その痣あざ」

「……どこに老人がいるのかな？　オレはこう見えても十八歳なんだけどね」

　サルダンは、嫌そうな顔で歯を剥むいた。

　ぶふっと、クライムとレンは吹き出した。

「うお！　す、すまんすまん！　それじゃあ、酒場に案内するよ！」

　衛兵や村人たちに囲まれて、クライムたちは歩き出す。



　宿屋の一階は広い酒場になっていて、お祭りのように賑にぎわっていた。誰だれが用意したのか、『幽霊馬車解放記念』と書かれた垂れ幕が、天井からぶら下がっている。

　クライムたちは、英雄だ救世主だと、村人たちに散々もてはやされた。衛兵が幽霊馬車の残ざん骸がいを確認しに行ってくれたお蔭かげで、疑う者はいない。村長からも、涙ながらに礼をいわれた。

　やっと落ち着いたところで、クライムたちは奥のテーブルに移動する。陽気な性格の村なのか、みんな勝手に騒ぎ出し、もうなんの祝いだかわからない感じになってきた。酔いつぶれて倒れる村人も出てきている。

　そんな様子を眺めながら、クライムはワインを一気に飲み干した。

「ぷはっ。うん、美う味まい！」

　この村は、有名なワインの産地らしい。実際クライムには味はよくわからなかったが、美お味いしいといわれれば美味しいような気がする。

　このお祭り騒ぎのお蔭かげで、険悪な空気が吹き飛んだみたいだ。嬉うれしくなったクライムは、酒が進む。

「五杯までで止めておくんだね。クライム、これは忠告だよ」

　正面に座ったサルダンが、目を細めた。彼はテーブルに並べられた食事には手を出さず、蓑みのの中に手を突っ込んで、木の実をぽりぽりと食べている。

「わ、わかってるよ」

「クライムって、酒乱なんだっけ。さいてーだな」

　右隣のレンが嫌そうな顔でじとーっと見るので、クライムは縮こまった。覚えてないけど、アンズーの町で衛兵に捕まるくらいの醜しゆう態たいを晒さらしたらしいのだ。

「……レン。どうしても、ダメかしら？」

　クライムのコップを物欲しそうに見ていたフィアナが、レンに顔を向ける。

「絶対にダメ。止まらないでしょ、あんたは」

　きっぱりとレンに断られて、フィアナはうなだれた。何な故ぜだかわからないが、酒を止められているらしい。村人たちに囲まれていたときも、レンが頑かたくなにブロックしていた。

「サルダンさん。そろそろいいんじゃないかしら」

　左に座るライラミラがそういうと、サルダンはコホンと咳せきをして、背筋を伸ばす。

「ほいじゃあ、そろそろ本題に入ろうかねえ。一応、声を潜ひそめるよ」

「本題？　なんのだ？」

「あのねえ、クライム。だいたい見当はつくだろう？　キミの足が導いたのだから、この地に敵がいるってことだよ」

「フォトゥルマか？　でも、幽霊馬車は倒したぞ」

「クライムさん。幽霊馬車は、その一端ですわ。背後には、きっと〈使い手〉がいます」

　優しい声でライラミラにいわれて、クライムは酔いが吹き飛ぶ思いだった。フォトゥルマでさえあんなに苦戦したのに、次は〈使い手〉と戦わなくちゃいけないのか。

「さらに困ったことに、こないだの〈使い手〉も合流してる。アンズーで出で逢あったふたつの気配を感じるよ。間違いないよねえ、フィアナ？」

　サルダンの言葉にフィアナは頷うなずいたが、心ここにあらずといった感じで、隣のテーブルに置かれたワインのボトルを物欲しそうに眺めている。

　クライムは、目眩めまいを覚えていた。ただでさえ〈使い手〉はやっかいなのに、アンズーで出逢った〈使い手〉まで現れるなんて、ついてない。たぶん、ソロンという名前の男だ。彼の強さは、肌で感じていた。

「……まあいいや。キミたちが騒がれている間に、オレとライラミラはこっそり抜け出して、熱心に情報を集めてきたんだ。ライラミラは、よくやってくれたよ。オレはこの風ふう貌ぼうだからね、聞き込みは得意じゃないんだ」

「そういや、さっきまでいなかったな。そんなことしてたのか」

　クライムがそういうと、ライラミラが頷うなずいた。

「このワインの産地であるブラウニー村は、ミレアム皇国に属するグラドナ男だん爵しやく領だ。領主さんは、なかなか評判がいいよ。一番近い大きな町は、西に馬車で一日のところにある、リニアって町。といっても、リニアはミレアム皇国じゃなくて、ネオシス帝国の町だけどね。つまり、国境がすぐ近くにある」

「へえ。こないだ行ったアンズーは、ミレアム皇国の町だよな。ネオシス帝国って、どんな国なんだ？」

　クライムは、興味が湧わいた。世界中にたくさんの国があることは知っていたけど、特徴までは知らない。

「ボクが知ってる限りだと、あんまりいい噂うわさは聞かないね。難なん癖くせつけて、ミレアム皇国に喧けん嘩か売ってるみたい。十年くらい前まで、戦争してたんだ」

　ふかし芋の欠片かけらを口に放ほうりながら、レンが教えてくれた。

「レンは、ネオシス帝国に行ったことあるのか？」

「ボクはまだ行ったことない。師匠の話だと、ネオシス帝国はトレジャーハンターを取り締まってるんだ。勝手に領内の遺跡を荒らすな、ってね。ケチな国だよ」

　不満そうに、レンは口を尖とがらせる。

「そうですわ。ネオシス帝国は、古代遺跡の技術を盗んでいる。そんな噂もあります。トレジャーハンターにとっては、つまらない国ですわね」

　ライラミラも、愚ぐ痴ちっぽい声で同意した。

「さて、宝探しの話は置いといて、問題の幽霊馬車の話に移ろうか。黄昏たそがれ時どきから深夜にかけて、突如として街道に現れる不気味な馬車は、ずっと昔から出没していたようだね。被害は数え切れないほど。空を飛ぶ幽霊馬車を見た者は、呪のろわれて死んじゃうって、この村じゃ信じられてるらしいよ。実際、ショック死したひとがいるんだろうねえ」

「ほ、本当か？　オレ、見たぞ!?」

「……アホ」

　レンに、ぺしっと後頭部をはたかれた。

「でさ、たわし。やっぱ〈使い手〉を倒しに行くの？」

　つまらなそうな顔で、レンが問う。

「当たり前ですわ。わたしたちの目的は、まさにそれです。裏で糸を引く〈使い手〉を探し出して、倒さないといけません」

　サルダンの代わりに、ライラミラがレンに答える。

「クライムさん。期待してますわ。あなたは、強いんですもの」

　ライラミラにそっと背中を撫なでられて、クライムは背筋を伸ばした。

「オ、オレが？　強い？」

「はい。あなたなら、〈使い手〉を倒せます。間違いありません。わたしもお手伝いしますわ。だから、恐れることなんてありません。あなたの力なら、倒せぬ敵はいませんわ」

「そ、そうか。わかった。頑張るよ」

　ライラミラに笑顔でそういわれると、不思議と勝てるような気がしてきた。クライムは、なんとなく自信が湧わいた。

「へえ。やるじゃない。その逃げ腰の男をやる気にさせるなんてさ。ライラミラは、クライムをしっかりサポートできるみたいだねえ。フォトゥルマと戦ってたとき、指示も的確だったし。情報収集も手伝ってくれたよ」

　サルダンが、感心したような声を出す。

「はい。お役に立てるようでしたら、なんでもしますわ」

「そりゃあ、ありがたいねえ。気に入ったよ。なにしろうちらのメンバーは、オレに仕事を押しつけて、働いてくれないのが多いからねえ。非常に助かるよ。いやあ、助かるなあ」

　じとーっとした目で、サルダンはテーブルを見回し、レンのところで顔を止めた。

　レンは、素知らぬ顔でそっぽを向いた。

「ありがとうございます、サルダンさん。認めてもらって、嬉うれしいですわ」

「……あなたの血では、力不足だわ」

　つんとした態度で、フィアナがそういった。

「あら。あなたには、関係がないでしょ？」

　ライラミラとフィアナの間で、また火花が散った。レンも、不機嫌そうな顔でライラミラを睨にらむ。

　クライムは、口をひん曲げた。どうしてレンとフィアナは、ライラミラのことを嫌うのだろうか。こんなに可愛かわいくて真面目まじめなのに。

「クライムさんは、あまり事情を知らないようですね。わたしが、少しずつ教えていこうと思いますわ」

　そういって、ライラミラはクライムの腕にからみついた。

「いいねえ、いいねえ！　実は困ってたんだ。フィアナの知識は古いうえに偏ってるみたいだし、クライムとレンはなにも知らない。キミみたいな可愛い娘こが、懇切丁寧に教えてくれれば、きっとこの間抜けなクライムも、志を新たにしてくれると思うよ。オレは断然、キミに味方するなあ。悪いね、レン」

　サルダンは笑顔でそういって、手をパチンと鳴らす。

「……べつに。あんたになんか、好かれたくないし」

　レンは、ぷいっと顔を逸そらした。

「レン。いけないわ。あなたは――」

　バタン！

　激しくドアを開ける音とともに、誰だれかが飛び込んできた。

　真っ青な顔で、息を切らしている。

「ゆ、幽霊馬車が出たぞ！　馬車がやられた！　誰だ、倒したなんて嘘うそついた野郎は！」

　酒場が、騒然とした。
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「たわし。どういうつもり？」

　粗末なベッドの前に立つと、フィアナは抑揚のない声でそういった。

　薄汚く、狭い宿の一室。開け放した窓の外は、一面の星空。彼女がブロンドの髪を払うと、差し込む月光にわずかにきらめいた。

「なんだい、フィアナ。夜よ這ばいかい？　やめてくれよ。オレはそういう趣味はないんだ」

　ぱかっと、サルダンの三白眼が開く。

「……問答無用で噛かみつくわよ」

　サルダンは、やれやれといった感じで身体を起こした。じょりっと、たわしのような頭髪を撫なでる。

「こんな夜よ更ふけに、なんの用だい？　さっきの幽霊馬車のことかい？　気にすることはないんじゃない？　クライムは落ち込んでたみたいだけどさ」

　フィアナは、嘆息する。

　幽霊馬車がいなくなったと知った商人が、夜のうちに村を出たが、幽霊馬車に襲われてしまった。そのことで、商人や村人たちは、散々クライムたちをなじった。損害賠償しろとまでいわれた。サルダンの口車でなんとか収まったが、村人や商人の怒りは相当なものだった。そのことで、クライムは悩んでいたようだった。

　しかし、今はそんなことを話しにきたんじゃない。

「違うわ。とぼけないで。……本気で、ライラミラをクライムのパートナーにする気？」

「そんなこわ……いや、なんでもない。そんな顔しないでよ。察して欲しいなあ。これでもオレは、いろいろと考えて働いてるんだよ？」

　嫌味ったらしい声でそういわれ、フィアナはむっとした。

「ご主人様に対する嫌がらせ？」

「裏クライムのことかい？　そんなことないよ。確かに、いきなり殴られて顔に大おお痣あざできちゃったんだ、少しは恨んでるけどね。できれば仕返ししてやりたいって思ってるけどね。オレたちの目的に比べたら、ささいなことだよ。気にしてないよ」

「そうは思えないわ」

「そうかい？　オレって誤解されやすいんだよねえ」

　サルダンは、おっくうそうに立ち上がると、ふらふらと窓辺へ歩く。

「たわし。このままでは、レンが逃げてしまうわ。ライラミラのことを、嫌っているもの」

「キミも嫌いみたいだね。だけど、仕方ないんじゃない？　だってレンは、クライムをライラミラに売ったんだから」

　ニヤリと笑みを浮かべて、サルダンは振り返る。

　悔しげな顔で、フィアナはうつむいた。

「ライラミラに聞いたけどさ、レンは即決だったらしいよ。レンはお金に貪どん欲よくだから、いちど手にした金目のものは、絶対に手放さないだろうね。困ったもんだよ。これも、彼らを自由にしたキミの責任だと思うけどね」

「……だからこそ、レンをどうにかしないと」

「オレらがなにいっても無駄だよ。彼女には、あんまり信頼されてないしね。だから、ライラミラをけしかけるんだ。クライムとくっついてるとこを見せつければ、だんだん焦じれてくるって。嫉しつ妬とに燃えて、なにもかも放ほうり出して、クライムを奪い返すよ」

　はっとして、フィアナは顔を上げる。

「そういう策？　でも、レンはそんな娘こじゃないわ」

「脈はあると思うけどね。フォトゥルマを倒す旅から抜けるチャンスなのに、レンが逃げ出さずにいるのが、その証拠だよ。ここはオレに任してよ」

　得意げな顔で、サルダンは胸を叩たたいた。

　彼の考えを見抜けなかった。確かに、巧うまくいくかも知れないと、フィアナは思う。

　しかし、どうしても肯うなずけない。月光を背中に浴びて、こちらを見るサルダンに、見下されているような気がしてならない。フィアナは、屈辱感を覚える。

「……フィアナ。そんなにオレの策が気に入らないかい？」

　サルダンの声に、怯おびえたような色が混じっていた。

　はっとして、フィアナは自分の姿を見る。がに股またの前傾姿勢になり、肘ひじを折って手を前に垂らしていた。それは、ドゥラガンでいるときの姿勢だ。

　フィアナは慌あわてて、背筋を伸ばす。狼ろう狽ばいを隠すように、ブロンドの髪を払った。

「……た、たわし。そんな稚拙な策が、巧くいくと思っているの？　失敗は許されないのよ？　レンは手放せないの」

「ふう。……わかってるよ。レンの血は特別なんだろ？　オレにはわからないけどさ」

「私に嫌がらせするつもりなんでしょ。あなたは、私にも恨みがあるものね」

「フィアナ。ここ数日で、ずいぶん人間らしい表情ができるようになったじゃない。出で逢あったころの無表情っぷりとは、だいぶ変わったよ」

　突然褒ほめられて、フィアナはきょとんとした。もじもじと、髪を指先でいじる。

「そ、そうかしら？　……あなたがいう通り、レンを参考にしたの」

「どうりで。疑い深いところまで、レンに似ちゃったみたいだね。困ったもんだよ」

　そういって、サルダンは肩をすくめた。

　フィアナは、ギロリとたわし頭を睨にらむ。

「……いいわ。あなたの考え方は、よくわかったわ」

「できればキミは、レンの味方をしてくれないかい？　その方が、巧くいきそうだよ。嫌われ者は、ひとりでいい」

「あなたらしくない言葉ね。わかったわ」

　そういって、フィアナは背を向けた。

「まあ、肝心のレンが逃げ出さないのが前提だけどね」

　フィアナが振り向くと、サルダンは歯を剥むいて壁を睨にらんでいた。

　その向こうがレンの部屋だということを、フィアナは思い出した。



　窓から入り込む冷気が、机の上に置かれた夜光草を揺らす。

　レンは窓辺の机の前に座り、手に収まるほどの細い丸木を無心に削っていた。眠れない夜は、こうしていると気分が落ち着くのだ。

　彼女は、クライムのことが気になっていた。

　幽霊馬車は一台だけではなかった。もう危険はないと信じて村を出た商人が幽霊馬車に襲われ、レンたちはまるで犯罪者であるかのように怒鳴られた。

　勝手に信じた商人の方が悪い。レンはそう思うのだが、クライムは落ち込んでいた。今も、布団に潜り込んでしくしく泣いているかも知れない。フォトゥルマとの戦いから逃げたがってたくせに、あの様子だと、この村を救うために戦いたいといい出すに違いない。

「ったく、あいつはめんどくさい奴だよね。……はれ？」

　ふと手元を見ると、無意識に削っていた丸木が、ひとの顔になっていた。

　クライムの顔だ。それも、精せい悍かんな顔つきの、格好いい裏クライムだ。出来映えは、かなりのものだった。レンは頬ほおを引きつらせ、ゴミ箱に投げ捨てた。

「あーもう！　面白くないなあ」

　ざっと木き屑くずを払い、机に突っ伏す。ふてくされた顔で、窓の外の夜空を眺める。

　初めて変わったときと、ズオと戦ったときの裏クライムは、そんなに嫌な奴じゃなかった。無茶苦茶に強くて頼り甲が斐いがあったのに、昨日のあいつは最悪だった。やたら偉そうにしていたし、サルダンを殴った。

　――変身を繰り返せば、あっちの方が主人格になる。

　冗談じゃない。レンは、机に拳こぶしを叩たたきつけた。

「いや、あんまし間抜けでも困るかな。もーちょい、頼り甲斐が欲しいなー」

　机に突っ伏したまま、指先で髪をいじくり、レンはぼんやりとする。

　これ以上、封印を解かない方がいい。大きな町に行って、鎧よろいの呪のろいを解いてもらおう。そうすれば、もう彼が嫌な奴になることはないし、扱いやすくなる。

　――いや、もうクライムはボクのものじゃないんだった。

　レンはむすっとした顔で身体を起こす。

　ライラミラの顔が、脳裏に浮かぶ。

　――翼ある者。

　せっかく逢あえた同類なのに、彼女は、なにも教えてくれなかった。どうして翼が生えているのか、普通の人間と違うのか、なにか特殊な力とかあるのか。ライラミラはフォトゥルマと戦う気らしいけど、そうしなくちゃいけない理由でもあるのか。知りたいことはたくさんある。

　ベッドの上に放ほうり投げた鞄かばんの中には、クライムと交換したネックレスがしまわれているが、まだ手にとってじっくり眺める気にはなれない。

　ライラミラは、内心怒っているだろう。昨日の夜のうちに消えると約束したのに、まだ同行している。あきらかに、契約違反だ。

　姿を消すなら、今夜が絶好の機会だろう。

　しかし、レンは逃げ出すつもりはなかった。

「あんなむかつく奴のいうことなんか、きかないもんねーだ！」

　レンは、口を尖とがらせる。

　それにしても、クライムはライラミラのことをどう思っているのだろうか。

　やたら馴なれ馴なれしくされてたし、胸を押しつけられて鼻の下を伸ばしっ放しだった。見てない振りをして、レンはしっかり見ていたのだ。思い出すだけで、むかむかする。

　ほわんほわんと、仲良く笑っているクライムとライラミラの姿が頭に浮かんだ。いちゃいちゃしながら、手を繋つないで歩く。抱き合い、踊るようにフォトゥルマを倒す。ライラミラの豊満な胸に、顔を埋うずめて鼻の下を伸ばすクライム。「やっぱ女の子は、胸のでかさとスカートだよな」とかいっちゃってるクライム。

　ぶわっと首を振って、その妄想を吹き飛ばす。

　レンは、ぺたんこな自分の胸を撫なでた。

「ちえっ。やっぱ牛乳飲まないとダメか」

　よく考えたら、なにも勝てないような気がしてきた。胸のでかさでは、完敗だ。彼女が二重人格だってばらしても、信じてくれないような気がする。

　ライラミラがいれば、彼の封印を解くことはできる。フィアナたちにとっても、初めからそのつもりで旅をしている彼女の方が、御しやすいだろう。

　――だけど。

　やっぱり、ライラミラにクライムを取られるのは面白くない。だいたい、男の前で性格を変えて媚こびを売るなんて、同じ女として許せない。真ま似ねしようと思ってもできないというか初期条件からして無理であることがむかつくんじゃなくて、とにかくむかつく。でれでれするクライムを見るのも嫌だし、得意げな顔のライラミラを見るのも嫌だ。もうとにかく嫌だ。あんな嫌な奴の思い通りにさせてなるものかと、レンは思う。

　だとしたら、選択肢はひとつしかない。

　ちらりと、ベッドの上の鞄を見る。

　むかつく思いを一気に解決する選択。それは――

　だん！　と、レンは両手を机に叩たたきつけて立ち上がる。

「よし、決めたっ！　クライムもネックレスも渡さない！」

　ばーん！　と、平らな胸を張る。

　もう決めた。決めちゃった。契約を破るのは嫌いだったが、出し抜いてやろう。ネックレスもクライムも、両方いただいちゃうのだ！

　ふっふっふと声を漏らすが、すぐにカクンと首を傾かしげた。

「はれ？　でも、どうやって？　クライムは幽霊馬車と戦う気だろうし。ボクのおっぱいは小さいし。ライラミラに売ったことがバレたら、さすがに怒るだろうなー」

　レンは力なくうなだれて、コテンと机に頭を倒す。

　決めたのはいいが、いい方法が浮かばない。さすがにこれ以上クライムについていくと、ライラミラもブチギレするだろう。非常にまずい。あーゆー女は、キレるとなにするかわかったもんじゃない。ひと気のないところに連れ込まれて本気で殺されかねない。レンは、ぶるっと身体を震わせる。

「あ、そうだ。クライムを連れて逃げるにしろ、旅をするお金がないじゃん……」

　ここの宿代も、酒代も、サルダンに立て替えてもらっていた。きっと、あとでぶちぶち嫌味ったらしいことをいうに違いない。貸しを作ったまま別れるのはしゃくだ。きっちりと精算だけはしていきたい。

　レンはごろんとベッドに転がると、鞄かばんの中をごそごそかき回し、秘密のポケットから小さな鍵かぎを取り出した。

　古代遺跡で手に入れたもの。妙な形をしていて、赤い宝石が埋め込まれている。よく見れば、小さな文字がびっしりと刻み込まれていた。

「これ、売っちゃおうかなあ。……こんな村じゃ買い取ってくれないか」

　深い嘆息をつくと、鍵を鞄に戻した。

　踏み倒しちゃおうか。でも、あのたわし頭は魔術の力を使って地の果てまで追いかけてきて嫌味をいいそうだ。夢にまで出てくるかも知れない。

　問題は、山積み。

　だんだん、どうでもよくなってきた。

「あーもう！　寝よう！」

　夜光草のランプを閉じて、レンは布団に潜り込んだ。



    

  
    
      

　３　「レンの方がいいよ」
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　クライムは、おろおろしていた。

　早朝から、レンがカリカリしているのだ。

「お、落ち着けよ、レン」

「落ち着いていられるかーっ！　酷ひどいじゃん、なにも仕事させてくれないなんてさ！　せっかくクライムを働かそうと思ったのにーっ！」

　肩を怒らせたレンは、忌いま々いましげに地面を蹴ける。

「朝っぱらから叩たたき起こされたと思ったら、オレを働かせるつもりだったのか……」

　クライムは、渋い顔をした。

「だって、宿代とか、たわしが立て替えてくれたんだぞ！　返すまで、ずーっと嫌味いわれるよ！」

「そ、そうかな。とにかく、ちょっと休もう。な、レン。話があるんだ」

　とりあえず、クライムはそばにあったベンチに、レンを座らせる。

　石畳で舗装された小こ綺ぎ麗れいな広場だ。立派な教会が、目の前にそびえている。向こうに見える大通りには市いちが立ち、活気に満ちていた。

　初春の空気は清すが々すがしく、青い空も晴れ渡っていたが、状況は芳かんばしくない。

　村人たちはみんな冷たく、挨あい拶さつしても無視だった。幽霊馬車を倒したのは嘘うそじゃないのに、まるで犯罪者扱いだ。石でも投げつけられそうな感じだった。

　それは、自分のせいだと、クライムは思っていた。幽霊馬車はまだいたのに、一台倒しただけで、得意になってしまった。

「で、クライム。なんだよ、話って」

「オレさ、昨日から部屋でずっと考えてたんだけど、やっぱフォトゥルマと戦わなくちゃいけないと思うんだ」

　決意した顔で、クライムはいう。一晩かけて懸命に考え出した結論だ。

　予想していたのか、レンは無反応だった。

「ふーん。責任感じてるの？」

「だって、オレたちの話を信じて、商人は村を出たんだ。そしたら、幽霊馬車に襲われた。幽霊馬車は、まだたくさんあるんだ！」

「あんたがやんなくてもいいじゃん。たわしたちに任せれば？」

「でも、オレはこの鎧よろいを身に着けてる。この剣は、フォトゥルマのコアを破壊できる。だったら、オレが倒すべきなんじゃないか？」

「じゃあ、勝手にすれば」

「え？　レンは、一緒にきてくれないのか？」

　クライムは、急に不安になった。幽霊馬車を倒したら、レンとともに逃げようと考えていた。断られるなんて思っていなかった。

「おやおや、早起きだねえ」

　サルダンたちが、歩いてきた。彼の顔は、いつも以上に嫌味ったらしくにやけている。火に油を注ぎにきたように見えて、クライムは肩を落とした。

　予想通り、レンは頬ほおをぴくぴく痙けい攣れんさせている。

「クライムさん！　部屋にいないから、驚きましたわ。朝からどこに行っていたんです？」

　ライラミラが、レンから引きはがすように、さっとクライムの手を引っ張った。

「え？　いや、仕事を探してたんだ。宿代立て替えてもらってるから」

「それは殊勝だね、クライム。レンに頼まれたのかい？　オレが支払った宿代と飯代を稼ごうだなんて、頭が下がるねえ。気にしなくてもいいのにさ」

「嘘うそつけ！　気にしてるでしょ！」

　レンが異を唱えると、サルダンは心底嬉うれしそうな顔をした。

「なにいってんだい、レン。オレが仲間のためにお金を支払うのは、当然のことさ。なにしろ、みんな貧乏だからね。クライムとフィアナに関しては、一文無しだ。お金を持っているオレが払うのは当然だよ。当たり前のことさ。うん。だから気にしないでいいよ。本当に気にしなくていいからさあ」

「……ぐう。絶対に、返すからな！」

　嫌味な声に堪こらえきれなくなったのか、レンはベンチから立ち上がる。

「無理しなくていいよ、レン。お金にうるさいキミと違って、利息とかつけないからさ」

「利息なんかつけたことないよ！　クライムに貸したお金だって、無利息だよ！」

「へえ。それは初耳だよ。優しいところがあるんだねえ。てっきりひとにお金を貸すときは、といちの利息をつけているのかと思ってたよ」

　逃げるように歩き出すレンを、サルダンは追いかける。

「うっさい、たわし！　むかつくから、あっち行け！」

「どこいくんだい、レン？　お金を返すまでは、どこにも行かせないからね」

　レンとサルダンの背中を見送りながら、クライムはため息をつく。貧乏神に取り憑つかれたようなものだな、と思った。いや、貧乏神の方がましかも知れない。

「……いつまでいる気なのかしら。あんないい訳まで作って。トレジャーハンターが、お金持ってないわけないじゃない」

　ライラミラが、レンの背中を睨にらみながら、ぶすっとした顔でつぶやいた。

　クライムは、不思議そうな顔を向ける。

「え？　なんのことだ？」

「なんでもないですわ。それより、あのふたり、仲が悪いみたいですね。チームワークが乱れますわ」

「大丈夫だよ。いつものことだから」

「そうですか？　でも、いざというときに意思の疎通が図れないと、窮地に陥ることになってしまいますわ。仲間は、選ばないといけません」

　苦笑して、ライラミラはクライムの腕にからみつく。

　今日も彼女は鞄かばんをたすき掛けにしていて、大きな胸が強調されている。思わず見とれてしまいそうになったが、クライムは頑張って目を逸そらした。

「同感だわ。せっかく巧うまくいきそうだったのに、困ったひとが入ると、チームワークが乱れてしまうわね」

　フィアナが苛いら立だたしげな顔で、強引にふたりの間に割り込んできた。

　クライムの腕を放してしまったライラミラは、悲しげな顔で体を揺すり、上うわ目め遣づかいでフィアナを見る。

「恐こわい」

　ライラミラがこぼした言葉に、フィアナの顔がさっと青くなる。

「……な、なんですって？」

「恐いですわ。フィアナさん。そんな顔するなんて、ものすごーく、恐い。恐いわ」

　ガツンガツンと強烈な連打を浴びたように、ぐらりとよろけたフィアナは、身体を震わせて立ち尽くす。

「ど、どうしたんだ？　フィアナ」

　フィアナの様子に、クライムはぎょっとした。そんなに傷つくようなことを、ライラミラはいっただろうか。

「……たわしが教えたのね。いつの間に……」

　うつむいたフィアナは、ぐっと拳こぶしを握りしめた。

　ライラミラは、ぺろりと舌を出す。

「さあ、行きましょう、クライムさん」

「え。でも、フィアナが」

「ひとりにしておきましょう。きっと、なにか考え事があるんですわ」

　ライラミラに背中を押され、クライムはフィアナのそばから離れる。

「そうかなあ？」

「クライムさんは、優しいんですね。……彼女のこと、フォトゥルマから助けたんですって？　それを恩に感じて、フィアナさんはずっとついてきてるんでしょ？　サルダンさんから聞きましたわ」

「え？　な、なんだそれ。違うぞ」

　クライムは、目を丸くした。どうしてサルダンは、そんな説明を彼女にしたのだろう。

　嘘うそをつかなくちゃいけない理由でもあるのだろうか。

「謙けん遜そんしなくてもいいですわ。優しいのは、とてもいいことだと思います。でも、ときには厳しくならないと。切るべき人材は切り、必要な人材だけを集めないといけません。それが、ひとの上に立つ者の、あるべき姿ですわ」

「オレがか？　なんか嫌だなそれ」

　クライムは顔をしかめる。ひとの上に立とうだなんて、考えたこともない。

「いけませんわ。あなたは、世界をフォトゥルマの脅威から救うことができる、素晴らしい力を持っているのですから」

「ずいぶんオレを買いかぶってるんだな……」

「わたしにはわかりますわ。あなたは、とても素晴らしい人間です。今はそう感じられなくても、わたしはあなたを成長させてあげられます」

「お前が？　オレを？」

「はい。ですから……逃げないでくださいね」

　ライラミラの眼鏡めがねが、きらりと光る。

　クライムは、さっと顔を逸そらした。見抜かれているのかも知れない。フォトゥルマと戦うのは、この村を救うまでにしたいと、彼は考えていた。幽霊馬車を全部倒したら、レンと大きな町に行って、鎧よろいの呪のろいを解いて自由になりたい。

「この村だけじゃありません。世界の平和は、偽りのものです。ひとびとを解放するためにも、わたしたちが頑張らないといけませんわ」

「そ、そうだよな。気合いを入れて頑張らなくちゃな！　頑張ろーう！」

　白々しい声で、クライムは声を張り上げた。

　レンとサルダンの背中を追いかけると、村の門に向かっていた。

　昨日は喜んでいた衛兵たちが、ぶすっとした顔で出迎えてくれた。とっとと出て行けといわんばかりに、顎あごで指図する。

　門から外に出ると、レンとサルダンが立ち止まっていた。

「レン。どうしたんだ？」

「クライム。馬車だ」

　街道を、立派な造りの箱馬車が向かってきていた。商人の馬車とは、雰囲気が違う。繋つながれた馬も、毛色がいい。幽霊馬車ではなさそうだ。

「あ。停まったぞ」

　停車した馬車から、立派な鎖くさり帷子かたびらを着た兵隊風の男がふたり、降りてきた。剣を腰に下げているが、敵対的な素振りではない。クライムを見つけると、目を丸くして、嬉うれしそうな顔をした。

「ほう！　本当に蒼あおいな」

「蒼い髪の一族か。あの噂うわさは真実だったんだな！」

　クライムを見て、兵たちは驚きの声を漏らす。

「なんだ、お前たち。オレになんか用か？」

　きょとんとした顔で、クライムはそういった。

「あいや、これは失礼。蒼あおい髪の者と、その従者たちよ。我が領主が、城に招待したいといっております」

　兵たちは、うやうやしく頭を下げる。

　意表をつかれたクライムは、レンと顔を見合わせた。



　青空に、グラナド城が浮かんで見えた。

　小高い丘の上にあり、周りを堀に囲まれた荘厳な城だ。苔こけの生えた城壁の向こうに、屋根の尖とがった塔がいくつか見える。

「へえ。アンズーの城とは違って、なんか古臭い城だな」

　窓から顔を出して、クライムが感想を漏らす。

「由ゆい緒しよのある城なのかな。こーゆーとこには、凄すごい宝が眠ってるんだよねー」

　クライムの隣から顔を出すレンの目は、きらきらと輝いていた。

「……泥棒しちゃダメだぞ、レン」

「な、なにいってんだよクライム。ボクは盗賊じゃないよ。トレジャーハンターだ！」

「違いがよくわかんないよ」

「クライムさん。トレジャーハンターは、所有者がはっきりしているものは盗まないですわ。そうでしょう、レンさん」

　ライラミラの声が聞こえると、レンは渋面を作って馬車の中に引っ込んだ。

　クライムも、窓から離れた。椅い子すに腰掛けて、馬車の中を興味深そうに見回す。車内は豪華な装飾が施され、揺れが少ない。席は向かい合い、足が伸ばせるほど広い。

　ぎゅっと、右隣に座るライラミラに腕を握られた。

　その感触は嬉うれしいけれど、なんとなく居心地が悪い。

　左隣に座るレンを見ると、彼女は半分引きつったような微妙な顔をしていた。正面に座るフィアナも、ライラミラをきつく睨にらんでいるように見える。

「浮かれるのもほどほどにしといた方がいいよ、クライム。罠わなかも知れないからね」

　フィアナの隣で腕を組んでいるサルダンは、何な故ぜか満足そうな顔をしている。

「罠？　領主がか？　なんでだ？」

「得体の知れない蒼い髪をした男とその仲間を、こんな貴人を乗せるような馬車を寄こして城に招待するだなんて、なにかあるに決まってるじゃないか。希望がないわけじゃないけど、可能性は低いよ」

「〈使い手〉の気配が消えているわ……」

　はっと顔を上げたフィアナが、小声でそういった。

「消えた？　なんだそりゃ」

　クライムは、首を傾かしげる。

「本当だねえ。このタイミングで気配が消えるなんて、あやしいよ。どうやって消したんだろうねえ？」

　サルダンは、肩をすくめる。

「わからないわ。……やはり、罠わなかしら」

　フィアナの言葉に、クライムは、眉まゆをひそめた。御者席に座る兵たちは、歓迎するようなことをいっていたけど、あれは嘘うそなんだろうか。

「それはそうと……。たわし。あとで話があるわ」

　そう、フィアナがつぶやいた。びしっと、隣のサルダンに肘ひじ鉄てつを喰くらわす。

「ぐはっ。な、なんだろうねえ。でも、浮遊の魔術の触媒を、たくさん用意しておいた方がよさそうだね」

　この険悪な雰囲気は、いつまで続くのだろうか。クライムは、気が滅め入いった。

　年季の入った橋が下ろされ、クライムたちの乗った箱馬車は門をくぐる。中庭はそれほど広くはなく、すぐに城の前に到着し、馬車は止められる。

　ロビーに入ると、ふかふかの絨じゆう毯たんが敷き詰められていた。調度品はどれも豪華で、天井には立派なシャンデリアが吊つるされている。

　クライムは、きらびやかな調度品に負けないくらい、レンの目が輝いているのに気づいた。指先が、わきわき動いている。

「レン。ダメだからな」

　そうささやくと、レンははっとして手を隠した。

「わ、わかってるよ！」

　ロビーの奥から、紳士的な執事がやってきた。召使いたちと思われるひとたちが、彼の背後にずらりと並ぶ。整列が終わると、執事たちは深々と頭を下げた。

「ようこそ、グラドナ城へ。部屋をご用意してあります。歓迎の準備ができるまでの間、おくつろぎ下さい」

　ずいぶん歓迎されているんだな、とクライムは思う。なんだか緊張してきた。隣のレンも、カチンコチンになっていた。

　丁重な扱いで案内され、二階へ進む。客室はそれぞれに宛あてがわれているらしく、レンたちとは廊下で別れた。

　用意された部屋にひとりで入ると、クライムはあんぐりと口を開けた。

　村の宿とは比べものにならない、広く綺き麗れいな部屋だ。部屋の真ん中にぽつんと立ち、途方に暮れる。

「なにかご用がありましたら、呼び鈴をお使いください」

　そういい残して、女性の召使いは扉を閉めた。

「どうすりゃいいんだ、これ……」

　とりあえず、レンに借りっ放しの外がい套とうを脱ごうとしたが、なんとなく寂しさを覚えてやめた。高い天井や、ビロードの天てん蓋がいの付いたベッドを見ていると、目が回ってくる。落ち着こうと思ってソファに腰を下ろしたけど、ちっともくつろげない。

　ガラス戸を開けて、ベランダに出てみた。眺めはあまり良くない。城壁が邪魔して、遠くまで見通せない。

　ガッカリしつつ部屋に戻ると、サルダンがソファに座ってくつろいでいた。

「サルダン!?　いつの間に……」

「やあ、クライム。こんな豪勢な部屋は、落ち着かないかい？」

「お前もか？　なんかこういうとこ、苦手なんだ」

「一緒にしないでくれよ。離れていると危険だから、一緒にいよう、って思ってさ。レンの部屋には、フィアナとライラミラが集まってるよ」

「まだ疑ってるのか？　きっと領主はいいひとだよ。こんな部屋も用意してくれたし」

「そうかねえ。そうだと思いたいねえ。でも、警戒しといて損はないよ」

　用心深いなと思いながら、クライムはサルダンの隣に腰を下ろす。

「……クライム。広いんだから、他ほかに座ればいいじゃないか。それとも、オレと特別な接触を持ちたいのかい？」

「それだけは遠慮する……」

　クライムは、逃げるように立ち上がる。

　ベッドに近づき腰を下ろしたが、鎧よろいの重さのせいか、羽毛の布団があまりにも柔らかかったせいか、ずぼっと埋まった。

「うほお！　ふっかふかだ！　凄すごいぞこれ！」

「幸せだねえ、キミは。ところで、ライラミラのこと、どう思ってるんだい？」

「どうって？　べつに。可愛かわいいとは思うけど。あと、けっこーしっかりしてる。年上だからかな」

「年上は好みじゃないかい？　レンみたいな、ボーイッシュでぺったんこな女の子の方が、好みかい？　変わってるね」

「なにいってんだよ、サルダン。そんなんじゃないよ」

　クライムはふかふかの布団に苦労して起きあがると、サルダンに向き直る。

「ライラミラは、キミのパートナーになった気でいるよ。キミと一緒に世界を救おうって張り切ってる。危険に立ち向かおうとしている。彼女の期待に応こたえる気はあるかい？　それとも、レンと一緒に逃げ出すかい？」

　ぎくりと、クライムは硬直する。

「に、逃げやしないよ。逃げるわけないじゃないか」

「声が震えてるよ。わかりやすいねえ、キミは。でもさ、もう少しはっきりさせといた方がいいんじゃない？　レンだって、待っていると思うよ」

「なにをだ？」

「無粋だね。これ以上は、なにもいわないよ」

　サルダンは、しらけたような顔でそっぽを向いた。

　眉まゆ根ねを寄せたクライムは、ぼふっと布団に埋もれた。サルダンは、なにがいいたいのだろうか。今に始まったことじゃないが、いい回しが遠くてよくわからない。

「あ、そうだ。サルダン。ライラミラに、なんで嘘うそついたんだ？　フィアナのこと」

「まあいいじゃない。本当のことを話しても、信じちゃくれないよ」

　よく考えたら、フィアナのことをよく知らないな、とクライムは思った。神秘的で謎なぞの多い少女だ。預言者みたいにいろいろと詳しいみたいだけど、何者なのだろうか。

　天井を眺めながらぼんやり考えていると、召使いがやってきた。歓迎の準備ができたようだ。

　サルダンとともに廊下に出たクライムは、そこで待つ人物を見て、足を止めた。

　頬ほおを赤く染めてうつむく小柄な少女。

　クライムはカクンと口を開けると、何度も瞬まばたきし、目を擦こすった。

　――綺き麗れいだ。

「……レ、レン……か？」

「そうだよ……」

　赤土色の髪をさらりと梳とかした少女は、恥ずかしそうに身体を揺すり、ちらりと上うわ目め遣づかいでクライムを見たが、すぐに視線を逸そらす。

　クライムは、驚きよう愕がくのあまり、その場に跳び上がった。

　レンが――白いワンピースの服を着ていたのだ。

　胸元が広く開いて、レースが鏤ちりばめられた、可愛かわいらしい服。どこで手に入れたのか、真珠のネックレスを下げ、白いパンプスをはいている。少し化粧までしている。心なしか、胸も膨らんでいた。

　見み紛まがうほどの、可か憐れんな姿。

「うおお！　す、凄すごいっ!!　レンじゃないみたいだ！　心臓が止まるかと思った!!」

「どーゆう意味だっ！」

　軽くスカートをめくったレンの足に、思いっ切り脛すねを蹴けられた。

「ぎゃあ！　せっかく可愛い格好してるのに、乱暴なことするなよ！」

「うるさいアホ！　行くぞ！」

　苦笑する召使いに続いて、彼らは歩き出す。

　着慣れない服を着て、はき慣れない靴をはいているせいか、レンの動きはぎこちない。だけど、その背中を眺めながら、クライムは幸せな気分に浸ひたっていた。

　レンが着ている服に、見覚えがあったのだ。

　フィアナが横にきて、腕をつついた。

「靴やアクセサリは、私が用意したわ。クライムがプレゼントしたのね、あの服。いつの間に？」

「アンズーの町だよ。レンは、絶対あーゆー服が似合うって思ったんだ」

　照れながら、クライムはそう答える。

　そうだ。あの服は、クライムがプレゼントしたものなのだ。

　やっと着てくれた。そう思うと、叫びだしたいくらい嬉うれしくなった。やっぱり、女の子らしい服を着れば、レンは可愛かわいい。あらためて、そう思った。

「似合うぞ、レン！」

　クライムがそういうと、レンは肩越しに顔を向ける。頬ほおが、赤く染まっている。

「……べ、べつに、あんたのために着てるわけじゃないからな。せっかくお城に招待されたんだから、汚い格好じゃ失礼だし」

　消え入りそうな声でそういって、うつむいた。そんな様子も、可愛らしい。

　レンはヒールを鳴らして、逃げるように早足に離れていく。

　追いかけようとしたら、ぐいっと外がい套とうを引っ張られて、クライムは足を滑らせて転びそうになった。

「うおっと！　な、なんだ？」

　外套を引っ張ったのは、ライラミラだった。じとーっとした目で、クライムを見詰める。

「わたしはどうです？」

　そういって、彼女はふわりとしたスカートを持ち上げた。

　よく見たら、ライラミラも着替えていた。大きな胸を強調するような、大人っぽい高級ドレスだ。

「うん。お前も可愛いぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      　興味なさそうな声でそういうと、クライムはレンに視線を戻す。

　ぐいっと、またライラミラに外がい套とうを引っ張られた。

「うお！　なんだ？」

「クライムさん！　騙だまされていますわ！」

「だ、騙されてる？　なにがだ？」

「普段がさつな姿をしているひとが、女の子らしい服を着ると、数倍綺き麗れいに見えるんです。レンさんは、その効果を狙ねらっているんですわ。胸にパッドまで入れて。……あざとい」

「そんなことないわ。あざといのは、どちらかしら？」

　つんとした顔で、フィアナが横を通り過ぎる。彼女は着替えていないが、普段から貴族のような衣装だ。

「フィアナさん。……恐こわいですわ」

　ライラミラの言葉に、フィアナの背中がこわばった。

　足を止め、振り向くフィアナの目元が、ぴくぴくと引きつっている。それを見返す、微笑を浮かべたライラミラ。緊迫した空気が、ぴんと張りつめる。

「……ライラミラ。今、なにかいったかしら？」

「なんでもありませんわ。クライムさん、行きましょう。ああ恐い」

　微笑を浮かべたライラミラは、クライムの手を引く。

　ふたりの間になにが起こったのか、さっぱりわからなかったが、クライムの嬉うれしい気分は台無しになった。

　階段を降りると、いい香りが漂ってきた。

　召使いが、両開きの扉を開ける。すると、食堂が一望できた。細長いテーブルの上には、豪勢な料理が所狭しと乗っている。そのボリュームに、クライムは圧倒された。

「うお!?　ご、ごちそうだ！」

「クライム。涎よだれ出てるぞ」

「え？　本当か？」

　慌あわてて口元を拭ふくと、レンは吹き出した。

「あははは。嘘うそだよー」

「なんだよ、もう……」

　召使いに椅い子すを引かれて、クライムたちは腰を下ろす。右にレン。左にライラミラ。正面に、フィアナとサルダンが距離を開けて並ぶ。

　さっそく料理に手をつけようとしたら、レンに手を叩たたかれた。

「領主がくるまで、待つんだよ」

「そういうものなのか？」

　クライムはお腹なかをさすりながら、早く領主が現れないかと部屋を見回す。

　隣でライラミラがなにかいいたげな顔をしていたが、それどころではない。クライムは、料理が気になって仕方がない。

　いよいよ我慢の限界だと思った、そのとき――

　パンパカパーン！　と、派手なファンファーレが響き渡った。

　驚いたクライムは、椅い子すごと後ろに倒れそうになる。なにごとかと部屋を見回すと、上座の奥のドアが大げさな音をたてて開き、威厳のある風ふう貌ぼうの男が入ってきた。

「ようこそ！　我が城へ！」

　艶つやのある黒髪を垂らし、優しげな目を持つ男だ。整えられた薄い口くち髭ひげは顎あごまで伸びている。細い身体に、金糸の刺し繍しゆうのついた上質な衣服をまとっていて、やたら大きなペンダントを胸に垂らしている。

　奥の部屋に、管弦楽団オーケストラの姿が見える。仰々しい音楽をバックに、彼は満足げな顔で、ぽかーんとしたクライムたちを見渡す。

　音楽がゆっくりとフェードアウトし、扉が閉められた。

　我に返ったように、レンが慌あわてて立ったので、クライムも倣ならう。

「え、えと、この度は、招待していただいて、ありがとうごいざいます！」

　妙に緊張した声で、レンは頭を下げた。見み様よう見み真ま似ねで、クライムも頭を下げる。

「わざわざご苦労だったな。私は、フォーンという。見ての通りまだ若いが、この地を治めている。さて、君たちのことはどう呼んだらいい？」

「ええと、ボク……わたしは、レンといます。ええと、それで……」

「わたしは、ライラミラといいます。あちらにいるのは、フィアナと、ユグド人のサルダン。こちらの男性は、わたしたちの主あるじ、クライムです。お見知りおきを、フォーン卿きよう」

　きょろきょろしているクライムの替わりに、ライラミラが一通り紹介してくれた。慣れているような、落ち着いた声だ。

「よろしく、諸君！　さあ、硬いことはなしにして、座ってくれ！　晩ばん餐さんを始めよう！」

　やたら声のでかい男だ。フォーンが上座に腰を下ろすと、召使いたちが食事の準備を始めた。上質なワインが注がれ、暖かいスープが置かれる。

「あの。ボクは、牛乳ください」

　レンは、気まずそうな顔で召使いに注文した。

　許しが出たようなので、クライムはさっそく料理にがっついた。手で肉を掴つかみ、口の中に放ほうり込む。ほっぺたが落ちそうなくらい、美お味いしい料理だ。マナーがなってないとレンに叱しかられても、手は止まらない。

　フィアナはワインを一口呑のみ、うっとりした顔をすると、召使いに樽たるごと持ってこさせた。カパカパと次々にコップを飲み干すさまは、壮観だった。

「す、凄すごいなフィアナは……」

「まあ、タダだからいいか。あんたは、五杯までだからね」

　レンに睨にらまれて、クライムは自粛した。

　サルダンだけは、料理にまったく手をつけず、木の実を口に放り込んでいる。もったいないので食べてあげようと手を出したら、レンにフォークで手を刺されそうになった。

　あらかた平らげて、腹を撫なでると、召使いたちが姿を消しているのに気がついた。食堂には、クライムたちとフォーンしかいない。

　フォーンはコップを片手に、クライムをじっと見ていた。食事が忙しくて気にしていなかったが、ずっと見られていたような気がする。

「クライム君。どうかな、このワインは。私が生まれた年に作られたものだ。自慢の逸品だよ」

「あ、うん。美う味まかったよ」

　クライムは、屈託のない笑顔でそう応こたえる。本当はもっと呑のみたいのだが、レンとサルダンの視線が痛い。

「えと、あの。フォーン卿きよう。ボクたちを招待してくれたのって……」

　レンはナプキンで口を拭ふくと、畏かしこまってそう切り出した。

「私も領主として、この世界のことは学んでいる。君たち、――蒼あおき髪の一族のことも、聞き及んでいる」

　フォーンはそういって、コップを置いた。

「へえ。今時、珍しいねえ。オレたちの存在を知ってる権力者が、毒されずに残っていただなんてね」

　サルダンが、感心したような声をだす。

「お前、オレたちのことを知ってるのか？」

「こら、クライム！　お前とかいうな。失礼じゃんか。フォーン卿って呼べ！」

　べしっと、レンに頭をはたかれた。

「はははは、構わんよ。無礼講だ。フォトゥルマを倒す専門家。そうだろ？　その蒼い髪が、証拠だ！」

　フォーンにびしっと指をさされて、クライムは思わず自分の髪を撫でる。

「外がい套とうで隠したその身は、漆しつ黒こくの鎧よろいに包まれているのだろう。背負うのは、フォトゥルマを容易たやすく破壊できる武器だ！」

　目を丸くして、クライムは何度も頷うなずいた。

「歴史の表舞台には出てこぬが、太古の昔から、君ら一族は、尽きることのない邪悪なモンスターと戦っている。世界中のひとびとがフォトゥルマに食い尽くされないで済んでいるのは、君たちが陰で活躍してくれていたお蔭かげだ！」

「そ、そうなのか!?」

　フィアナもサルダンも、反論しない。ということは、きっと本当なのだ。

　クライムは、困惑した。同じ髪を持つ者が、同じ漆黒の鎧をまとい、ずっと昔から、フォトゥルマと戦っていたというのか。そんなこと、想像すらしたことがなかった。

「日々を平穏に暮らす民たちは知らぬだろうが、この世界は危険に満ち溢あふれている。フォトゥルマの存在は、その最たるものだ。めったに人前に姿を現さぬが、過去には一国を滅ぼすほどの凶悪極まりないものもいたと聞く。蒼き髪の一族が絶えれば、フォトゥルマは勢いを増し、世界は滅びるだろう。君たちに逢あえて、私は光栄に思う」

　フォーンの説明に、ライラミラは当然だといわんばかりに頷うなずいた。

　クライムは、どんな顔をしたらいいのかわからなくなって、うつむいてしまう。

　ショックだった。親しん戚せきがそれだけ素晴らしいことをしているというのに、自分は幽霊馬車を倒しただけで、フォトゥルマと戦う旅から逃げだそうと考えていた。鎧よろいの呪のろいを解いて、手放そうと思っていた。

「どうしたんですか？　クライムさん」

　不思議そうな顔で、ライラミラが首を傾かしげた。

「え？　な、なんでもないよ」

　物もの凄すごく情けない気分になってきたクライムは、半笑いで答える。

「蒼あおき髪を持つ者は、翼ある者と、魔術を使う者。そしてドゥラガンを従えていると聞く。ひと通り、揃そろっているのかな？」

　フォーンはそういって、テーブルを見回す。

　ドゥラガンという言葉に引っ掛かって、クライムは首を傾げた。隣を見ると、レンもいぶかしげな顔をしている。

「クライム。ドゥラガンって、あんたを追い回していた、グフィードのことかな？」

「や、やめてくれよ。せっかく逃げ切ったのに。あんな恐こわいの、嫌だよ」

　クライムは苦い顔をして手を振った。鱗うろこだらけの恐ろしい姿が脳裏に浮かんで、ぶるっと身体を震わせる。

　ふと視線を感じて、テーブルの向こうを見ると、何な故ぜかフィアナが泣きそうな顔をしていた。ぷいっと、顔を逸そらされる。

「なんだ？」

「フィアナって、ドゥラガンが苦手みたい。なんかトラウマがあるんだよ。あんま話題に出さない方がいいね」

　レンにこそっとささやかれて、クライムは頷いた。

「さて。そろそろ本題に入ってくれないかな。オレたちを招待したのは、理由があるんだろう？　まさか、噂うわさに聞いた蒼い髪の者を見たかっただけ、ってことはないよね」

　サルダンが、偉そうな顔でそういった。

「話が逸れて済まないな。知っていることを話さずにはいられない性格なのでね。そう、私が君たちを招待したのには、理由がある。実は最近、領内で困ったことが起きているのだ。仕事を頼みたい」

　ゆったりと椅い子すにもたれて、フォーンは腕を組む。

「仕事？　ってことは、賃金が発生するよね！」

　レンが、身を乗り出した。

「困ったこととは、幽霊馬車のことですね？」

　レンを遮さえぎるように、ライラミラが言葉を挟む。

　フォーンは、パチンと手を叩たたいた。

「そうだ！　君たちが、幽霊馬車のひとつを退治してくれたことは、領民から聞いている。私は領民思いでね、半年前に前領主が亡くなり、代わって就任してから、数々の問題を解決してきた。しかし、昔からこの土地では、幽霊馬車というあやしげなものが現れる。幽霊と名がつくほど、不確かなもので、正体不明なのだ。悩まされている」

「フォトゥルマの仕業かも知れないと？」

　フィアナがそういうと、フォーンは肯定した。

「私を救ってはくれまいか？　幽霊馬車が隠れている場所を突き止め、退治して欲しい。一台だけではなく、多数存在するようだからな。だいたい、当たりはついている。北の山の先にある、影の遺跡と呼ばれている場所が、あやしいと思っているのだ。何度か兵に調べさせているのだが、誰だれも戻ってこない」

「報酬次第だね！　いくら払う？」

　レンはテーブルに手をついて立ち上がり、声を張り上げた。

「もちろん、それなりの礼をさせてもらうさ。領民を不安から救ってくれるのなら」

「具体的に、いくら出せるの？」

「そうだな。五千万イエンまでなら出せよう」

「五千万!?」

　予想以上の金額だったのか、レンの声が裏返る。黒い瞳ひとみが、眩まぶしいくらい爛らん々らんと輝きまくっている。

「少ないか？　しかし、これが精一杯だ」

「そ、そうだね。ちょっと少ないけど、それでいいよ。正式な契約だよ！」

「ああ、あとで書状を用意しよう。それでいいかな？」

「いいよ！　フィアナ、サルダン、文句はないよね？」

　サルダンは苦笑して肩をすくめ、フィアナは頷うなずいた。

「やった！　これで貧乏生活ともおさらばだ！」

「ははは、相当苦労していたようだな。世界の救世主よ、今日は我が城でゆっくりと疲れを癒いやすがいい！」

　フォーンはそういって、満足げに微笑ほほえんだ。

　ぽかんとしていたクライムの腕を、ライラミラがつつく。

「……クライムさん。呆あきれますわね。レンさんは、お金に執着があるみたいですわ」

「え？　うん。そうだな。レンは、ずっとこうなんだ」

「感心できませんわ。わたしだったら、お金なんてもらいません。わたしたちがしていることは、とても崇高なことなんですから」

　ライラミラは、レンを睨にらんだ。

　その視線に気づかないレンは、ほくほくの笑みで牛乳を飲み干した。
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「暖かくていい部屋じゃねぇか、ソロン。厩うまやみたいに、臭くねぇ」

　アリオーンが、蹄ひづめを鳴らした。

　窓のない、石の壁に囲まれた地下の一室。天井は高く、広々としているが、装飾や調度品はなにもなく、急ごしらえの粗末なベッドと机があるだけ。壁際には燭しよく台だいが立ち、夜光草の光で照らされている。

　フードを目深にかぶり、苛いら立だたしげな顔で部屋を歩くソロンは、爪つめを噛かんでいた。

「落ち着けよ、ソロン。この部屋は結界が施されている。バレやしねぇ」

　壁には、赤黒く禍まが々まがしい文字がびっしりと刻まれている。これが、結界なのだろうか。ソロンには、わからない。

「……だが、フォーン卿きようが心配だ。彼は、どうするつもりだ？」

「それよりも、その服はなんだぁ？」

　いぶかしげな白馬の声に、ソロンははっとして立ち止まる。

　彼は、ふわふわの猫の着ぐるみを着ていた。今日のものは、茶トラ模様だ。猫耳のついたフードをかぶり、長い尻尾しつぽが垂れている。

「仕方がないだろう！　あのひとは、服を返してくれぬのだ！　甲かつ冑ちゆうもだ！」

　フードをはね除のけ、ソロンは白馬を睨にらむ。

「笑えねぇな……。これがワレの主あるじかよ」

「……くそっ」

　ソロンは、壁を蹴ける。

　着ぐるみは置いておくとして、フォーンがなにを考え、なにをしようとしているのか、彼は教えられていない。それだけに、不安は増す。

　――この城に、レンがいる。

　そう思うと、ソロンは胸が苦しくなる。顔を見たい。声を聞きたい。抱きしめたい。しかしそれは、叶かなわぬ想おもいだ。

　石の扉が、重い音を立てて開かれた。

「待たせたな、ソロン！　こんな部屋に閉じこめて、済まん！」

　若干興奮気味な顔をして、フォーンが入ってくる。相変わらず、でかい声だ。

「フォーン卿……。そんなもので、見破られなかったのですか？」

　ソロンがそういうと、彼は胸元で揺れるペンダントを手に取った。

「彼らが無知で助かったよ。こいつを身に着けている間は、コアの気配を完全に消せる。これみよがしに見せびらかしたのだがな、バレなかったよ」

「な、なんて危険なことを！」

「人生に驚きとスリルは必要だろう？　楽しかったよ」

　フォーンは簡単にいってのける。ソロンには、理解できない。

「そのペンダント、いったいどこで手に入れたのです？　騎士団にはありませんでした」

「鳳ほう凰おう騎士団のやり方は古いのだよ。わりとありふれたものだ」

　にやりと笑みを浮かべるフォーンに、ソロンは眉まゆをひそめる。

「……それで、なにを話したのですか？」

「北の山の向こうに、遺跡がある。明日、お前はそこへ行け」

「遺跡？　……そんなものが？」

「知らぬのか？　影の遺跡と呼ばれている場所だ。この地が重要だといわれる由縁。蒼あおき髪の一行を、その遺跡へ誘おびき出す。お前はそこで、奴らを始末しろ！」

「……何な故ぜ、遺跡で？」

「城で殺すわけにはいくまい。ここで戦えば、被害が大きくなる。それに、私は善良な領主で通っている。いらぬ噂うわさをたてられたくない。面倒だが、こうする他ほかない」

「僕に仕事をしろと？」

「嫌とはいうなよ？　これは騎士の仕事だ。私はもう騎士ではない。光の武具も取り上げられているしな」

　フォーンは親しげな笑みを浮かべ、ソロンの肩を叩たたく。着ぐるみのふんわりした手触りに気をよくしたのか、そのまま撫なで回す。

　ソロンはその手を掴つかんで、無む下げに振り捨てた。

「わかりました。明日まで待ちます」

「つれないな、ソロン。……まあいい。奴らが城を出たあと、追ってくれ。急に〈使い手〉の気配が現れて驚くだろうが、まさかこの城にいたとは思うまい！」

「……はい」

　そうなる運命なのか。ソロンは力なく頷うなずいた。

　フォーンの腕が腰に伸び、強い力で抱き寄せられる。咄とつ嗟さのことに、ソロンは逃げることができない。

「不安なのか、ソロン？」

　甘いささやき声。顔が、触れるほどに近づく。

「……いえ、その……」

「安心しろ！　私が見たところ、奴らは弱い。蒼き髪の男――クライムといったか。彼はまだ、血の力に目覚めていない。簡単な仕事だ！」

「ケッ」

　アリオーンが、唾つばを吐いた。馬のくせに、鼻のあたりを引きつらせている。

　フォーンはソロンを放し、眉まゆ根ねをひそめる。

「……どうした、アリオーン。不満でもあるのか？」

「いい身分だな、フォーン。自分は城でのんびりしやがって、弟子に仕事をさせるのか。騎士の風上にもおけねぇ」

「ははっ。貴様がそれをいうか！」

　白馬は、尻しりを向ける。

「……てめぇは無知だ。フォーン」

「ほう。なにか知っているのか？」

「知らねぇよ。てめぇの匂においが気に入らねぇだけだ。とっとと出ていけ」

　フォーンは肩をすくめ、白馬から視線を外す。

「相変わらず喰くえない奴だな、アリオーン。まあいい。ソロン。お前をこんなところに閉じこめるのは気が重いが、明日まで我慢してくれ。私も、我慢しているのだ」

　愛いとおしそうに目を細めるフォーンに身の危険を感じ、ソロンは離れた。

「だ、大丈夫です。……慣れています」

「ふむ。そうか。ならばソロン。明日は頼んだぞ。遺跡には、私の部下がいる。仮面の者と、〈使い手〉だ！」

「〈使い手〉？　騎士が遺跡に？」

　眉まゆをひそめるソロンに、フォーンは不敵な笑みを浮かべる。

「騎士ではないが、優れた〈使い手〉だ。行ってみればわかる。あとで地図を渡すが、星降る間まと名付けた場所にいるはずだ」

「星降る間？　……わかりました」

「期待しているぞ、ソロン！」

　ソロンの肩を叩たたき、フォーンは部屋から出ていった。

　嵐あらしが去ったかのように、静かになる。

　嘆息すると、ソロンはベッドに腰を下ろした。ばねが軋きしんで、嫌な音をたてる。

「蒼あおき髪の一行ってーのは、アンズーで出で逢あった奴らのことか？」

　アリオーンがそばにきて、紫色の瞳ひとみでソロンを見下ろす。

「そうだ。感じているだろう？　……奴らを、始末する」

「ケッ。なんのためにルレアへ急いでんだ。今のお主ぬしじゃあ、奴らには勝てねぇよ。やめときな。死ぬぜ」

「アリオーン。理由を教える気がないのなら、止めるな」

　ソロンが顔を上げると、白馬は鼻から息を吹き出した。

　この白馬は、何な故ぜかクライムたちと戦おうとしない。ブロンドの髪の美少女とアンズーの城で対たい峙じしたとき、ソロンの制止を振り切ってその場から逃げ出した。

「ケッ。……嫌な役目を仰せつかったもんだぜ」

「僕のお守もりを任されたことか？」

「そうじゃねぇ。……今は、なにもいえねぇんだ。許してくれ」

「……明日はどうする？　僕ひとりでも構わん」

「陰から見守っていてやるよ。いざとなったら、駆けつけて助けてやる。文字通り、白馬の王子さまだぜ？」

「その馬体で、どこに隠れるつもりだ？」

「……ケッ」

　アリオーンは、首を逸そらした。

　ソロンはうつむいて、爪つめを噛かみ始める。

　ひとりで、巧うまく立ち回ることができるだろうか。レンの前に姿を現さず、クライムたちを殺す。自信はない。だが、逃げるわけにはいかない。

「そういやお主ぬし、その格好で出かけるのか？」

　アリオーンが、耳みみ障ざわりな声で笑った。
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　クライムの顔面は、これでもかというくらい紅潮していた。心臓の音が、ばっくんばっくんと盛大に鳴っている。脳天から、湯気が出そうだ。

　カーテンを閉め切った暗い部屋は、ベッドのそばに置かれた夜光草のランプで、ほのかに照らされていた。

　だから、彼にはよく見える。

　クライムの目が釘くぎ付づけになっているのは、ボリュームたっぷりのふたつの物体。透き通るように白いそれは、たぷん、と揺れた。

　パチンと、クライムは平手で顔を叩たたいた。指の間から、たらりと鼻血がこぼれる。

「……クライムさん？」

　喘あえぐようなその声に、クライムはびしーっと身体をこわばらせる。

　仰あお向むけでベッドに寝そべる彼の上に、ライラミラが乗っていた。

　――裸だ。

　彼女はそっと、身体を伏せる。瑞みず々みずしい肌が、ぴとりと漆しつ黒こくの鎧よろいに触れた。

　うっとりとしたライラミラの顔が、すぐそばにある。眼鏡めがねの向こうの黒い瞳ひとみは、潤うるんでいる。ぷっくりとした唇は、湿っている。両肩から垂れた三つ編みの髪が、クライムの頬ほおに触れ、香水の匂においが、鼻をくすぐる。

　これは夢なのだろうか。これからオレはどうなっちゃうんだろう。鎧を脱ぐことができたら、あの柔らかな感触をもっと味わえたのに。ああ悔しい。いや違う。そうじゃない。なんでこんなことになっちゃったんだ。

　クライムの頭は、混乱を極めていた。状況が飲み込めない。ついさっきまで、このふかふかのベッドで、ぐっすりと眠っていたはずだ。もちろん、ひとりで。いつの間に、彼女はベッドの中に入ってきたのだろう。

　ずびっと手の甲で鼻血を拭ふいて、クライムは上を向く。

「……ラ、ララララライララミララ？　な、ななななんでだ？」

　動揺して、まともに喋しやべれない。

　ぴくりと、ライラミラの眉まゆが動いた。

「なんで？　……わたしは、あなたのパートナーですもの。当然のことですわ」

「そ、そそそそそんなことないんじゃないかな？　だ、だってオレは、な、ななななにがなんだかわからない」

「そんなこといわないで。……わたしだって、恥ずかしいんですから」

　ライラミラは頬ほおを赤らめて、恥じらうように指を噛かむ。

　クライムは、彼女の仕草にくらりとなった。ここは、どうしたらいいんだろうか。女の子に恥をかかすわけにはいかないんじゃないだろうか。男として。

　そう思ったところで、唐突にレンの顔が頭に浮かんだ。

　角と牙きばを生やし、猛烈に怒った顔。

　クライムの顔色が、赤から青に変わる。

　――殴られる。

　いや、こんなところをレンに見付かったら、殴られるだけじゃ済まされないような気がする。八やつ裂ざきにされるかも知れない。

　ずぼっと身体を引くと、クライムは素早くベッドから出た。どかちゃっと鎧よろいを鳴らして頭から落ちたが、構わず四つんばいになって、かさかさと壁際まで逃げる。

「クライムさん？」

「ご、ごめん！　こーゆーの、よくないと思うんだ！」

　クライムは壁に張り付くと、向き直ってそう叫んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　ベッドの上で、ライラミラはぶすっとしていた。羽毛の布団を、身体に巻く。

「……いくじなし」

「あの、その、えーと……。ははは」

　笑って、蒼あおい髪を掻かく。我ながら情けないなと思う。だけど、ここで間違いを犯してはいけないような気がした。

「わたしじゃ、ダメですか？」

　ベッドの上のライラミラは、上うわ目め遣づかいでクライムを睨にらむ。

「いや、そーゆーんじゃなくてさ。オレたち、そんな関係じゃないし」

「じゃあ、どんな関係なんです？」

「どんなって……。仲間？」

　クライムがそういうと、ライラミラは深く息を吐き出した。そのまま、ベッドにぼすっと倒れる。

「……意外にしぶといわね」

「え？　なんだ？」

「なんでもないですわ。……クライムさん。レンさんに遠慮してるんですか？」

　ライラミラは不満そうな声を出して、おもむろに身体を上げる。

「レンに遠慮？　遠慮っていうか、あいつに怒られそうだからさ」

「……子どもみたいですね、クライムさんは。彼女は、あなたの保護者なんですか？」

「違うよ。なにいってんだ？」

　少しむっとして、クライムは口を尖とがらせた。

「そんなにレンさんがいいんですか？　あんな、男の子みたいな娘こ。胸はぺたんこだし、腰だってくびれてないわ。子どもじゃない。女として、不完全ですわ。すぐ暴力を振るうし、お金のことばっかりですし」

「そんなこというなよ。完全にその通りだけど、仕方ないじゃないか。お金のことだって、きっと理由があるんだよ。知らないけど」

　ライラミラはごそごそと動くと、ベッドから脚あしを出した。すらりと伸びた生なま脚あしはとても綺き麗れいで、クライムは思わず目を逸そらした。

　なんとかこの場を切り抜けようと、クライムは鈍い頭を無理矢理回転させて、別の話題を探す。

「あ！　そういやライラミラはさ、なんでフォトゥルマと戦おうって思ったんだ？　なんか理由があるのか？」

　クライムは、思いつきを口にする。

「理由？　わたしたちがフォトゥルマと戦うのは、宿命ですわ。幼い頃ころから、そう教えられていました」

　クライムは、目を丸くした。

「幼い頃から？　なんだそりゃ」

「世界は、フォトゥルマに侵略されています。世界を救えるのは、わたしたちしかいません。だから、当然のことですわ」

「そう……、なのか？」

「わたしの母も、同じようにフォトゥルマと戦っていましたわ。……でも、殺されてしまいました。本当は、恐こわいです。恐いですけど……。わたしには、わたしにしかできないことがあります。だから、逃げるわけにはいかないんですわ！」

　クライムは、感嘆の声を漏らす。とっても偉いな、と思う。女の子なのに、親を殺されているというのに、フォトゥルマに立ち向かう勇気がある。逃げだそうとしていた自分とは、大違いだ。

「わたしは、魔術を使えますわ。わたしたちの魔術は、ユグド人の魔術とは、ちょっと違うんです。血や触媒を使って精霊を呼び出すのではなくて、精神的な力を使う魔術なんです。戦闘でも、役に立てますわ」

「遺跡で使ってたのも、その魔術か？」

「はい。鍛錬を積めば、かなり効果的です。動きを止めたり、眠らせたりもできます。仲間を守るための魔術もありますわ」

「へえ。凄すごいじゃないか！」

「レンさんは、使えますか？」

　微妙に、ライラミラの口元に笑みが浮かぶ。

「レンか？　治癒の魔術は使えるみたいだぞ」

　ライラミラの頬ほおが、ぴくっと引きつった。渋面を作って、クライムを睨にらむ。

「治癒、ですか？　……生まれつきの才能がなければ、使えない魔術ですわ」

「へえ。そうなんだ。レンって凄いんだな」

「……くそっ」

　下品な悪態が聞こえたような気がしたが、上品な彼女が下品なことを口にするわけないから、きっと気のせいだとクライムは思った。

　すたっと、ライラミラが床に降りた。その姿があらわになる。一糸まとわぬ見事なプロポーションに、クライムの目は釘くぎ付づけになった。

　一歩近づくたびに、ぽよんと胸が揺れる。

　彼女の魅惑的な黒い瞳ひとみに、見下ろされる。

　クライムの息が、荒くなる。心臓が、耳から飛び出しそうになる。茹ゆだったみたいに頭がくらくらし、目が回りそうになった。

「クライムさん。わたしは、あなたのために戦えますわ。ですから、わたしと……」

「だ、だからダメだってーっ!!」

　クライムはずばっと立ち上がると、ライラミラの横をすり抜けて猛然と走り出す。

　とてつもなく失礼なことをしているという自覚はあったが、これ以上この部屋にいることが堪たえられなくなった。彼女の裸を見ていると、理性が吹き飛んでしまいそうだ。

　体当たりするようにドアを開けて、クライムは自分の部屋から逃げ出した。



　ライラミラは、眼鏡めがねを外すと、ベッドの上に放ほうり投げた。

　三つ編みにした黒髪をゆっくりと解ほどき、さっと払った。

　ギン！　と、その黒い瞳ひとみが鋭く歪ゆがむ。

　だすっ！　と、床を踏みならした。

「……情けない男」

　まだ早かったかも知れない。もっと親密度を上げてから、行動に移せばよかった。

「フン。まだチャンスはあるわ。既成事実を作ってしまえば、こっちのものよ」

　ずかずかと歩き、ビロードのカーテンをさっと開けた。

　月明かりに、身体が照らされる。

　そのまま恥ずかしげもなく、ガラス戸を開けてベランダに出た。冷たい風で、火ほ照てった身体を冷ます。思いっ切り深呼吸をして、気持ちを落ち着かせようとする。

　どうしてもクライムを手に入れたいと、ライラミラは思う。

　彼の身体に流れるのは、おそらく尊い王の血だろう。あれほどの《破邪の武具》を身に着けているのだから、間違いない。〈すべての記憶〉を持つともいっていた。

　――絶大なる力。

　クライムを手中に収めたい。彼の真のパートナーになりたい。いや、きっとなってみせる。力を手に入れてみせる。そのために、わざわざ危険を冒おかしてまで旅を続けてきたのだ。

　友人たちがうらやむ姿が目に浮かぶ。誰だれもが、王の女となった自分にひれ伏すだろう。

　――王女。

　そうだ。世界の王女になるのだ。

　ライラミラは、陰湿な笑みを浮かべた。

「……あら？」

　ふと、ベランダから見下ろせる中庭に、目を落とす。噴水の前のベンチに、小さな人影があった。

「フン。……負けないわよ」

　植木鉢でも落としてやろうかと思ったが、近くに手て頃ごろなものがなかったので諦あきらめた。

　ライラミラは興きよう醒ざめしたような顔をして、部屋に戻った。



　星空を見上げ、レンは深いため息をついた。

　グラドナ城の狭い中庭。

　彼女は噴水の前にあるベンチに、脚あしを投げ出して腰掛けていた。

　背には、明かりの消えた城。正面には、高い城壁がそびえている。周りは手入れのされた植物が飾られているが、整然としすぎていて、お世辞にもいい庭とはいえない。

　さっきまで、部屋で木を彫っていたのだが、できた作品はどれもクライムの顔だった。お蔭かげで、余計に眠れなくなった。

「また、やっちゃったなあ……」

　レンはうなだれて、顔を覆う。思い出すと、自分が嫌になる。

　領主に報酬をせびったとき、クライムは完全に引いていた。ライラミラと、こそこそとなにか話していた。きっと、呆あきれているに違いない。せっかくクライムがプレゼントしてくれた服を着て、好感度がアップしたと思ったのに、台無しだ。

　報酬をもらっちゃえば、サルダンに宿代を返せる。幽霊馬車を倒したところで、クライムと逃げ出そうと思ってたけど、今のままだと巧うまく行きそうにない。金の亡者となんか一緒に行きたくない、とかいわれちゃいそうだ。

「あれ？　レンか？」

　突然背後から聞こえてきた声に、レンは跳び上がる。

「わわっ！　だ、誰だれだ!?」

　ベンチの背にしがみつきながら振り向くと、植え込みの向こうに、汗だくのクライムが立っていた。ふーっと、レンは息を吐き出す。

「なんだ、クライムじゃん。なにしてんの？」

「いや、まあ、なんつーか、……いろいろあってさ。レンはどうしたんだ？　眠れないのか？」

　クライムは気まずそうな顔で髪を掻かくと、ベンチの前に回り込み、腰を下ろした。

　レンも、隣に落ち着く。

　ふわりと、彼からいい香りが漂ってきた。

　はっとしたレンは、鋭くクライムを睨にらんだ。

「クライム!?　あんたから、ライラミラの匂においがする！」

「うあっ!?」

　瞬時に顔が青くなったクライムは、尻しりでジャンプするみたいに跳び上がると、地面を蹴けり、素晴らしいフォームで頭から噴水に飛び込んだ。

　ばっしゃーん！　と、派手に水みず飛沫しぶきがあがると同時に、ごすっという鈍い音が響く。

　レンは、ぽかーんとした顔で噴水を眺める。

　ざばっと、クライムが顔を出した。

「いやあ、汗臭いかなーと思ってさ。はははははー」

　両手で顔を拭ふきながら、白々しく笑う。

「……頭、大丈夫か？」

「頭？　ははははは……。思ったよか痛くない」

　へこっとうつむいて、クライムは頭頂部をさする。

「いいから出てきなよ。風か邪ぜ引くよ」

「……レン。怒ってないか？」

　親に叱しかられる子どものように、彼はしょげた顔を見せる。

「ボクに怒られるようなこと、したの？」

　ギロリと睨にらんだら、クライムは物もの凄すごい速さで首を振った。水滴が、激しく飛び散る。

「してないしてない。なんにもしてない」

「クライム。……ライラミラに、寝込みを襲われたんでしょ」

　あの女ならやりそうなことだと、レンは思う。

「オ、オレはなにもしてないぞ！　逃げてきたんだ！」

「威張っていうことじゃないじゃん。アホか」

「……う、うん。そうだよな」

　びしょびしょのクライムは、ぐったりとしたまま噴水から出ると、ブーツをがぽがぽいわせながらベンチに戻ってくる。

「あれ？　レン。オレが贈った服は？」

「あんなひらひらした服、いつまでも着てらんないじゃん。すぐに着替えたよ」

「せっかく可愛かわいかったのに……」

　クライムは不服そうな顔でブーツを脱ぎ、中の水をじゃーっと出した。

「つか、情けないぞ。女に襲われて逃げるなんてさ。それでも男か」

「そんなこというなよ。お前の顔が頭に浮かんだんだ」

「……ボクの？」

　ぱっと、レンは目を見開く。

「うん。角と牙きばが生えてた」

「……アホ！」

　よりによって、そーいう顔か。レンは腰を浮かせて、げしっとクライムの脛すねを蹴けった。

「ぎゃあ！」

　足下の水に滑って、クライムは無様にすっ転んだ。ごちんと、後頭部を打ち付ける。

「気をつけろよ。それ以上頭打つと、余計にアホになるじゃん」

「レンのせいじゃないか！　もーちょい、優しくしてくれよ」

　涙目で頭をさすりながら、クライムは起きあがる。

「はいはい。部屋に戻って身体拭ふいたら？」

　つまらなそうな顔で、レンはため息をつく。こんな間抜けな男のどこがいいんだろうか。ライラミラは変な趣味をしているな、とレンは思った。

「……いや、部屋に戻りたくないんだ。まだいるかも知れないし」

　城を見上げて、クライムはそうこぼす。

「いいじゃん。逆に襲ってやれば？」

「無理だよ。嫌いじゃないけど、ライラミラはそーいうんじゃない」

　困ったような顔で、クライムはそういった。

　ちょっと安心している自分に、レンは気づいた。

　急に恥ずかしくなって、ぷいっと顔を背そむける。

「でも、いい女じゃん。性格に問題あるけど、可愛かわいいし、胸だってでかいしさ。あーゆー女の子、クライムは好きなんでしょ？」

「そーゆーのとは違うよ。レンと一緒にいると落ち着くけど、ライラミラと一緒だと、なんか落ち着かない。レンの方がいいよ」

　レンは、ぼすっと、自分の顔が赤くなるのがわかった。

　ぶるんぶるんと首を振る。クライムの台詞せりふには、深い意味なんかない。アンズーでも、ずっとオレのそばにいてくれーっ！　とか恥ずかしいことを叫んでたけど、そういう意味じゃなさそうだった。

　そうだ。こいつは単にアホなんだと、レンは自分にいい聞かせる。

　どきどきしながら視線を戻すと、水たまりの上に彼の姿がない。

「……はれ？　クライム？」

　立ち上がり、辺りを見回す。

「ここだぞ、レン」

　背後の植え込みの向こうで、ひょこっとクライムが顔を出した。

「なにしてんだ？　急にいなくなるなよ」

　不機嫌そうな顔をして、レンは植え込みに回り込む。

「うわっ！　こっちきちゃダメだ！」

「ん？　なんで――」

　レンは、ぎょっとした。

　えくぼのできたクライムの尻しりが、彼女の目に飛び込んできた。

　下半身を露出させた彼は、植え込みに隠れてズボンを絞っていたのだ。

「わわっ!?　この変態っ!!」

　レンは、ずばっと背を向ける。

「ち、違うよ！　水を吸ってたから……」

「うるさいドアホウ！　あーもう、今日は最悪じゃん！」

　レンの声が、夜空にこだました。



    

  
    
      

　４　「あなただって、クライムを手放す気ないくせに」





　　　１



　翌朝も、空は晴れていた。

　フォーンとその家臣に手厚く見送られて城から出ると、クライムたちは北へ向かう。

　丘を下りきると、森が広がっていた。この先の山をひとつ越えれば、谷間に遺跡が広がっているという。

「前金で百万イエンももらえたよ！　気前がいいね。儲もうかってるんだ、ここの領主は。この分だと、巧うまく仕事をこなせばボーナス弾はずんでくれるかも！」

　森に入ると、堪こらえきれずに、レンがほくほく顔で振り返った。

「だけどさ、レン。道案内頼まなくてよかったのか？　影の遺跡だっけ？　すぐに見付かるかな」

「いいじゃん。ボクに任せてよ。地図ももらったし！」

　レンはとろけるような笑顔で、膨らんだ鞄かばんを撫なでた。鞄の中には、「１」のあとに「０」が五個並んだ金貨が、十枚入っているはずだ。

　動機はどうあれ、彼女がついてきてくれてよかったと、クライムは思う。しかし、領主から親しん戚せきの話を聞いて、彼は迷っていた。同じ蒼あおい髪を持つ者が生死を賭かけて戦っているのに、自分だけ逃げてもいいものだろうか。そんな情けないことをいったら、レンに嫌われてしまうかも知れない。

　ぐいっと、クライムは外がい套とうを引っ張られた。予期していた彼は、こわばった顔をそちらに向ける。

「な、なんだ？　ライラミラ」

　外套を掴つかむライラミラは、不満げに口を尖とがらせていた。

　彼女の裸体を思い出して、クライムは顔を赤くした。

「……クライムさん。昨夜は、どこに行ってたんです？　朝まで、部屋に戻ってきませんでしたね。……待ってたのに」

「ご、ごめん。なんか寝る気にならなくてさ。ずっと散歩してたよ」

「そうは見えませんわ」

　眼鏡めがねの奥の疑い深そうな目に、クライムは狼狽うろたえる。

　レンの部屋で寝てただなんていったら、きっと落ち込まれるに違いない。ただでさえ、昨夜は彼女に恥をかかせてしまったのだ。

「オレってさ、森とか山で育ったから、外でも寝れるんだ。だから、ちょっとだけ寝たかな。中庭に寝ころんで」

「でも――」

　クライムとライラミラの間に、すっとフィアナが入り込んできた。クライムの手を掴つかむと、ライラミラの前から早足に連れ去る。

「お、フィアナ？」

「クライム。覚悟はできてる？　遺跡には、おそらく〈使い手〉がいるわ」

　助けられたと思ったのに、フィアナにそういわれて気分が重くなった。フォトゥルマだけでも手こずるというのに、〈使い手〉とも戦わなくちゃいけない。

「〈使い手〉か。遺跡にいる〈使い手〉って、どんな奴なんだろ。オレに倒せるかな？」

「わからないわ。まだ、気配を感じないの。アンズーで出で逢あった〈使い手〉の気配も、消えたままよ。はい」

　フィアナが、唐突に手を放した。

　レンの前だ。

「ん？　なに？」

　不思議そうな顔で、レンは首を傾かしげる。

「……いや。なんだろ」

　クライムも、首を捻ひねる。

　並んだふたりを眺めて、フィアナは満足そうに頷うなずいた。

　最後尾を歩くサルダンが、ぶふーっと吹き出した。

　樹木が鬱うつ蒼そうと茂る森の中は、木漏れ日がちらほらと照らすだけで、暗い。道はなく、慎重に歩かないと、方向を見失いそうだ。

　レンは地図を片手に、きょろきょろと辺りを見回しながら繁しげみを掻かき分けている。

　彼女のくびれのない腰に小ぶりなお尻しりを見て、クライムは残念そうな顔をした。後ろ姿は、やっぱり男の子みたいだ。髪も短いし、なにしろスカートをはいていない。

「……なにじろじろ見てんだよ」

　クライムの視線に気づいたのか、レンが眉まゆ根ねを寄せて振り向いた。

「いや、なんでもないぞ」

「男の子みたいだなー、って思ったんですわ。そうでしょ、クライムさん」

　背後から、ライラミラが腕を絡ませる。

　レンはぷいっと背を向けると、早足に離れた。

「あ、レン……」

「放ほうっておきましょう。それよりも、クライムさん――」

「クライム！」

　フィアナがそばにきて、クライムは強引に腕を引かれた。

　再びクライムを奪われて、ライラミラは不満げな顔をした。

「な、なんだ？」

「〈使い手〉の気配が戻ったわ。これは、アンズーで感じたもの」

「……ソロンか。どっか行っちゃったんじゃないんだな」

　クライムはつぶやき、顔を歪ゆがめる。

「遺跡で待ち構えているのかも知れないわ。油断は禁物よ」

「わ、わかった」

　嫌な奴が出てきたものだな、とクライムは思う。いつか戦わなくてはいけない相手なのだろうが、できればまだ逢あいたくない。

「はい」

　レンのそばまで引っ張られていくと、フィアナはクライムの手を放した。

「……クライム。なんなんだよ、さっきから」

　レンが、いぶかしげな顔をする。

「……いや。わかんない」

　クライムも、また首を捻ひねる。

　並んだふたりを眺めて、フィアナは満足そうに頷うなずいた。

　最後尾を歩くサルダンが、腹を抱えてぶははと笑い出した。



　山を越えると、森はさらに暗さを増した。じめじめとした土は、病葉わくらばで湿っている。散らばる岩には苔こけがびっしりと生え、木々は不気味にうなだれている。

　器用に繁しげみを掻かき分けて、クライムたちは進む。

　レンは時折立ち止まると、辺りを見回して方向を確認している。その姿に、クライムは感心していた。森や山で育った彼にとっても難解な森を、彼女はよく案内している。

　いくつかの巨岩を迂う回かいし、急な坂を何度か滑り降りると、枯れた樹木が目立つようになった。暗い岩場を越えて、その先へと進む。真上にあるはずの太陽は完全に隠れ、辺りはすっかり暗くなった。

　レンはぶるっと震えると、鞄かばんの中から小さなランプを取り出し、シャッターを開けた。夜光草の明かりが、辺りをほのかに照らす。

　左右を、高い絶壁に挟まれた狭い土地。足下は平へい坦たんだが、崖がけのそばには大小様々な岩が転がっている。

「クライムさん。遺跡ですわ」

　腕に絡みつくライラミラが、ぽつりとつぶやいた。

「え？　うお、本当だ！」

　いつの間にか、遺跡の中に入っていた。崖に同化するように、建造物だったものの残りが張り付いている。しんと静まりかえった、都市の残ざん骸がい。

　空気が重い。そのおどろおどろしい雰囲気に、クライムはぞっとする。

「ここで当たりみたいだね。地面を見てごらんよ」

　サルダンにいわれて、クライムは視線を落とす。

　地面に轍わだちが残っていた。

　クライムは、緊張した。間違いない。幽霊馬車は、この遺跡から出てきたのだ。

　――ごとり。

　進行方向の闇やみの中で音がした。

　崖がけに挟まれた町の残ざん骸がいの奥。暗くら闇やみが、ぼんやりと青白く光っている。ガタガタと音をたてて、近づいてくる。あやしく輝く二対の目。

　――幽霊馬車だ。

　街道で見たものと同じ箱馬車が、道を走ってくる。

「で、出たな、幽霊馬車！」

　さっとライラミラの手を払い、クライムは先頭のレンのそばに近づき、手を引いて後ろに回す。

「危ないから、レンは下がってろ！」

「わわっ！　頼んだぞ、クライム！」

　頷うなずくと、クライムは外がい套とうを払い、背中の大剣を抜く。

「まだ気配を感じないけど、間違いなさそうだね。ちょうどいいや。こないだの汚名を返上するためにも、まずはオレが一発かますよ！」

　サルダンが素早く前に出た。藁わらの蓑みのの中に手を突っ込むと、ぶつぶついい始める。

　突き出した左の手が、血に濡ぬれていた。ひとしずく落ちると、逆の手でそれを弾はじく。同時に、凄すさまじい勢いで紅ぐ蓮れんの炎が螺ら旋せんを描いて射出された。近くにいるだけで肌が焼けるような、強烈な猛火だ。

　しかしそれは、突撃してくる二頭の馬に届いた瞬間、弾かれた。

「ふふん。予想はついてたけどね。あの馬車には、何な故ぜか魔術は効かない。……さて、どうしようかねえ」

　サルダンの広い額ひたいに、汗が流れる。ひくひくと、口元が引きつっている。

「じゃあ、オレが行く！　うおりゃーっ！」

　クライムは、駆け出した。と同時に、馬車がぐにゃりと膨らんだ。

「気をつけて！　この前のフォトゥルマよりも、気配が強いわ！」

　慌あわてたように、フィアナが叫ぶ。

　いつも本気であるクライムの戦法に、相手の強さなど関係ない。感覚の共有ができない相手なのだから、ただ突き進むのみだ。迫りくる馬車に向かって、横よこ薙なぎに剣を振る。

　すかっと、大剣は空を斬きった。

　馬車が、飛んだのだ。

「うおっ!?　避よけられた？」

　馬車の下から、複数の触手が撃ち出される。クライムは直撃を受け、地面に叩たたきつけられた。鎧よろいのお蔭かげでたいしたダメージはない。起きあがって振り向くと、いったん通り過ぎた空飛ぶ馬車は、別の触手を使って崖がけを蹴けると反転し、レンたちの方へ向かっていた。

「レン！　危ない！」

「オレに任せてよっと！」

　サルダンは、藁わらの蓑みのの中から取り出した小石を上空にばらまき、素早く印を作る。雨のように降ってきた触手は、小石の防御壁に阻まれた。

　クライムの頭上を飛び越えて、馬車は着地する。車輪は砂すな埃ぼこりを舞わせて回転し、うなりをあげて向き直ると、狙ねらいをクライムに定めた。

「くそっ。なんて器用な馬車なんだ。それに、速い！」

「こりゃまずいね。相手はこの狭い場所で、戦い慣れていそうだよ。守りきれないかな。ライラミラ！　レンを連れて逃げてておくれ！」

「そうね、この程度なら……。わかりましたわ！」

　ライラミラは、頷うなずいた。

「ふえ？　で、でも……」

「レン！　ここはオレたちに任せてくれ。オレは、死なない！」

　ニカっと、クライムは笑顔を作って親指を立てる。精一杯の強がりだ。ここは、レンに男らしいところをアピールしなくちゃ、と思う。

　レンは苦笑して、頷いた。

「任せたよ、クライム！」

「チッ。……行きましょう、レンさん」

　ライラミラはレンの手を引き、走り出した。

「クライム！　馬車にのみ集中して！」

　フィアナの声に、クライムは気を引き締めて馬車に向き直る。

　幽霊馬車が、突進してきた。

　また空を飛ばれたら、かわされてしまう。クライムは崖に向かって走ると、岩を蹴って跳び上がる。予想通り、馬車は宙を浮く。車両の上から射出される触手を左手で弾はじくと、右手に握った大剣を突き出す。触手の攻撃で体勢を崩したせいか、クライムの一撃は車両の端をかすめるだけだった。強酸の体液がバシッと飛び散り、馬車の破片が舞うが、それはわずかだ。

「くそっ！　浅い！」

　クライムが着地すると、サルダンとフィアナが駆け寄ってきた。

　馬車は向こうに着地して、ぐるりと進行方向を変える。

「さて、どうしようかねえ。意外と強敵だよ」

「この地形を利用しましょう。クライムは、地上で構えていて。たわしは、あそこを！」

　フィアナの指は、右手にそびえる建造物の残ざん骸がいをさす。それだけでサルダンは理解できたようで、さっと蓑の中に手を入れた。

「クライム。《破邪の剣》を強く握って、集中して。気力を注入するの。そうすれば、威力が増すわ」

「本当か？　よし。試してみるぜ！」

　クライムは両手で強く大剣を握り、目を閉じて歯をくいしばる。すると、腹の底に溜ためた力が、腕を通して剣に注ぎ込まれるような感覚があった。

　馬車が走り出した。速度を増し、バウンドするように地面から離れると、車両から四方八方に触手が伸びる。

「それじゃあ、やるよ！　巧うまくいくといいね！」

　サルダンは崖がけに向かって腕を伸ばし、指先を弾はじく。そこから、黒い石のようなものが飛び出した。

　崖の建造物が、爆発した。大小様々な石の破片が、馬車に降り注ぐ。

　馬車は空中でバランスを崩し、横転しそうになりながら、地面に落ちてくる。

「クライム！　今よ！」

　フィアナの声で、クライムは目を開く。石の雨とともに、馬車が迫る。このチャンスを無駄にするものかと、彼は気合いをこめる。

「うおりゃーっ!!」

　渾こん身しんの力で地を蹴けって、クライムは跳ぶ。のけ反ぞるように大剣を振りかぶり、触手がうねる車体に目掛けて一気に振り下ろす。

　両手に、硬い衝撃。構わず、斬きり抜く。

　――耳をつんざく絶叫。

　車両が両断されるとともに、フォトゥルマがはぜた。黒い肉片とともに、大量の強酸がぶち撒まかれる。クライムは、車両の破片や降り注ぐ石やフォトゥルマの残ざん骸がいにまみれながら、地面に落下する。

「ぎゃぶう！」

　二、三度跳ねて、うつぶせに倒れた。手て応ごたえはあったが、まだ油断はできない。クライムは、大剣を構えて素早く立ち上がる。

　車輪が転がっていた。その向こうに、破壊された馬車の残骸が散らばっている。

　絶壁から、最後の小石がころんと落ちた。

「……た、倒したのか？」

　静寂の中、パチパチと乾いた拍手の音が響いた。

「凄すごいね、クライム。驚いたよ。まったくの偶然だろうけど、コアを一刀両断したみたいだねえ。まさかこんなに巧くいくだなんて、予想外だなあ」

　サルダンは三白眼を見開いて、馬車の残骸を眺めている。

「あなたならできるって、信じていたわ。クライム」

　フィアナの笑顔を見て、やっとクライムは緊張を解いた。大きく息を吐き出して、大剣を降ろす。

「そうか。オレは、やったのか」

　なんとなく、自信が湧わいてきた。クライムはほっとした顔で、大剣を背に戻した。

　少し物足りないのは、この姿をレンに見てもらえなかったことだ。どこへ避難したのだろうと辺りを見回すが、暗い崖がけと崖の狭間には、それらしき隠れ場所は見当たらない。

「さて、と。フィアナ。この馬って、心当たりあるかい？」

　サルダンが、馬車の残ざん骸がいの前に膝ひざをついていた。クライムは崩れた岩を迂う回かいして、そちらに近づく。

　黒い馬は岩に潰つぶされ、フォトゥルマの強酸により溶けかけていた。血は流れておらず、割れた身体はまるで木製の人形のようだった。

「……やはり、ゴーレムだわ。どうして、こんなところに」

　サルダンの横にしゃがんだフィアナは、眉まゆをひそめた。作り物のように動かない馬の頬ほおを、指でなぞる。

「やっぱりそうかい。作り物の馬だね。ついでに、対魔法防御の魔術もかけてあったみたいだよ。ほら、ここを見てよ。腹に、ヤルファ文字が刻んであるじゃない。どうりで、オレの魔術が通用しないわけだ」

「それだけじゃないわ。この馬車は、フォトゥルマの気配を消していたわ」

　サルダンは、フィアナの言葉に頷うなずく。

「中から出てくるまでは、てんで感じなかったもんね。……物騒な仕掛けだよ」

「飛行能力は、馬車自体が持っていたんじゃないかしら。フォトゥルマは、馬車に張り付いていただけ……」

「ヤルファ文字は強酸で溶けちゃってるから、全部は読み取れないけど、その可能性は高いねえ。こんな馬車を利用して、なにをしてたんだろう。だんだん興味が湧いてきたよ。この遺跡には、なにか秘密がありそうだ」

　サルダンは、手をはたいて立ち上がる。

「なあ、サルダン。結局その馬車って、なんだったんだ？」

　会話についていけないクライムは、首を傾かしげる。

「わからないよ。わからないけど、作為を感じるね。答えはきっと、この遺跡の中にある」

「遺跡か。どっかに建物でもあるのかな？　レンとライラミラの姿がない」

「崖の中にも、遺跡が広がってるのかもね。……でも、先に入ってたとしたら、まずいね」

「そうだわ。危険よ！」

　ふたりの緊迫した様子に、クライムはおろおろする。

「まさか、まだ幽霊馬車がいるのか？」

「なにいってんだい。オレたちは、ここになにしにきたんだい？　馬車だけじゃないよ。フォトゥルマもいるだろうし、〈使い手〉だっているさ」

「クライム。急いで入り口を探しましょう！」

「わかった！」

　クライムは、走り出した。



　　　２



　夜光草のランプで照らすと、崖がけの中の通路は荒れていた。カビの匂においが充満し、あちこちが崩れている。トレジャーハンターの手が及んでいないなと、レンはすぐに感じた。彼らが訪れていれば、それとわかるような印を残している。

　同業者の知らない遺跡。フォトゥルマに守られているからには、それ相応のものが眠っているに違いない。レンは宝の予感に、わくわくした。

　狭い石造りの通路は、わずかに傾斜している。下り坂の奥は、完全な暗くら闇やみだ。

「ちょっと、レン。どこ行くのよ。トレジャーハンターの血が騒ぐのはわかるけど、クライムがくるまでは、やめときなさい」

　先に進もうとするレンを、ライラミラの声が阻む。

　レンはびくっとして、足を止めた。

　おそるおそる振り返ると、ライラミラはするりと三つ編みを解ほどき、眼鏡めがねを外した切れ長の目でレンを睨にらむ。その冷たそうな雰囲気は、さっきまでとまるで違う。

「わあ。見事な変わりっぷりだよね、それ。感心しちゃうよ。すごーい」

　レンは呆あきれ顔で、ぱちぱちと拍手する。

「フン。はぐらかさないで。あなたとは、じっくり話し合わないとダメね。……いつまでわたしたちに同行する気なの？　このお邪魔虫。契約違反よ！」

　ライラミラがずいと身を寄せてきて、蔑さげすむような視線で見下ろされた。

「それでこの中に連れ込んだんだ。でも、しょーがないじゃん。たわしにお金返さないといけないし。それに、クライムには懐かれちゃってるし。ボクのせいじゃないよ」

　しれっとした顔で、レンは答える。

「協力しなさいよ。さもないと、ネックレス、返してもらうわよ！」

　ライラミラは高慢な仕草で、黒髪を払う。

「……う。嫌だよ。これはもう、ボクのものだかんね！」

　腰に下げた鞄かばんをうしろに回し、レンは身構える。

「卑ひ怯きようよ！　ネックレスもクライムも、両方手に入れるつもり？　詐欺じゃない！」

「いいがかり！　あんたの管理がなってないだけじゃん！」

「わたしのせいにする気？　信じらんない！　あなたが消えれば済む話でしょ？」

「魅力ないんじゃない？　女として、さ」

　意地悪そうな笑みを浮かべてレンがそういうと、ライラミラの顔がさっと陰った。額ひたいに血管が浮かび、口元が引きつる。拳こぶしを握り締め、今にも飛びかかってきそうな様子だ。

「……昨夜のことをいってるの？　……クライムから聞いたのね」

　鬼気迫る、感情を押し殺したような声。

「べっつにー」

「嘘うそよ。……なにを聞いたの？　いいなさいよ！」

「知らないよ。襲いかかろうとしたあんたが、クライムに逃げられたことなんか」

「キィーッ！　もう、許せない!!」

　ついに、ライラミラが爆発した。目を剥むき、黒髪を振り乱し、両手の爪つめを立ててレンに襲いかかろうとする。

　レンは咄とつ嗟さに身を捻ひねって避よけると、ずばっと背を向け、脱だつ兎とのごとく走り出す。

「わわっ！　本当のことじゃんか！」

　背後から、凄すさまじい殺気が迫ってくる。

「このちび、ガキ、貧乳、男女！　生意気よ、年下のくせにーっ!!」

「うっさい、オバサン！」

「こ、殺してやるわーっ!!」

　ライラミラの声が、一オクターブ上がった。やはりキレると恐こわい。本気で殺されかねない。レンは決死の表情で、暗い通路を突っ走る。手にしたランプの光だけが頼りだ。

　横道を見付けると、機敏なステップで飛び込んだが、ライラミラも負けていない。

　息をつく暇もなく、レンは逃げる。逃げる。逃げる。

「し、しつこい！　いい加減に、してよーっ！」

　ちらりと振り向くと、ライラミラの顔はぞっとするくらい恐ろしかった。

「わかったわ。足を止めなさい。……ギッタギタにしてあげるわ!!」

「わわっ！　バケモノ！」

「な、なんですってーっ!?」

　息があがって、レンは胸が苦しくなってきた。どれくらい走っただろうか。明かりが、通路の先を照らしていた。

「ん？　……そ、外？」

　急に、視界が開けた。眩まぶしさに、レンは目を細める。しかし、足を止めたら最後だ。ライラミラの殺気を感じて、レンは飛び出す。

「レン！　ダメよ！　そっちはダメ！」

「アホか！　そんなのに引っ掛からないよ！」

　そこは、周りが高い絶壁に囲まれた広い空間だった。崩れた石柱や建物の残ざん骸がいが所狭しと積まれ、太陽に照らされている。

　レンは倒れた石柱の上に跳び乗ると、その先の瓦が礫れきによじ登る。

「このバカ！」

　ライラミラの声が、急速に迫ってきた。

　――黄金色の光。

　綺き麗れいな白鳥の翼を生やしたライラミラが、レンの頭上を越えて、前に降りる。

「わわっ!?　ずるい！」

「バカ！　なにいってんのよ！」

　ライラミラに、瓦が礫れきの上からどんと突き飛ばされた。

　レンは機敏に身を捻ひねり、宙返りをすると、両足で着地したが、ずるっと滑って顔面を地面に打ち付けた。もうと、砂すな埃ぼこりが舞う。

「い、痛ったぁ……」

　顔をさすりながら、レンは身を起こす。

　ばしゃっと、なにかが彼女の前に飛び散った。

　赤黒い、液体。

　――血だ。

　その上に、ふわりと白い羽根が落ちる。

　はっとして立ち上がると、レンは瓦礫の上を見上げる。

　ライラミラが、うずくまっていた。そのそばに、翼の片方が千切れ落ちていた。血に染まった羽根が、舞っている。

　レンの目が、恐怖に見開かれる。

　ライラミラの前にいるのは――

　崩れた頭ず蓋がい骨こつの男。幽霊ではない。レンには、すぐにわかった。

　あの頭蓋骨は、仮面だ。

　二度と見たくなかったもの。ルレアの町で、襲ってきた奴。

　――仮面の者。

　ぼろぼろのローブに身を包む、異様なほど痩そう躯くの男。首から似合わぬペンダントをぶら下げ、両手には血のついたかぎ爪づめ。

　あのかぎ爪で、彼女を――

「ラ、ライラミラ!?」

「レン！　逃げて！」

「だ、だって……」

「邪魔なのよ！　こんな〈使い手〉のできそこないなんて、ひとりで十分だわ！」

　ライラミラは気丈に叫んで立ち上がったが、仮面の者に蹴けり落とされる。受け身も取れないまま、まともに地面に落ちる。

「わわっ!?　ライラミラ！」

　うつぶせに倒れて呻うめく彼女の前で、レンは膝ひざをつく。片方しか翼が残っていない背中は、血まみれだった。彼女の顔は、苦痛に歪ゆがんでいる。

「……油断してたわ。遺跡には、敵がいるはずなのに」

　レンは、ライラミラを抱き起こそうとする。

「ご、ごめん！　ボクが――え？」

　ぞくっとして、振り返る。

　――仮面の者が、音もなくそばに降り立っていた。

　破れた黒いローブを身にまとったそいつは、幽鬼のように揺れている。骨の仮面の奥にある目は、冷酷な光を湛たたえている。

「……翼ある者」

　背筋が凍るような、おぞましい声。

　逃げても無駄だ。レンは身体から力が抜けていくのを感じる。仮面の者は追跡が得意だと、よく知っている。どこかに隠れたとしても、気配で察知される。

　――あのときのように。

　鈍く光る、かぎ爪づめ。仮面の者は、両手に装着したそれを重ね、気味の悪い音をたてる。

「……クライム。助けて……」

　かすれた声で、レンは力なくつぶやく。すがる相手はクライムしかいない。蒼あおい髪の男。アホで間抜けでお人好しだけど、嫌いになれなかった。喧けん嘩かばかりしていたけど、一緒にいて嫌じゃなかった。

　助けて欲しい。クライムに、救って欲しい。

「クライムーっ!!」

　仮面の者が、足を踏み出す。

　――その刹せつ那な。

　白い影が、背後から飛び出した。

　一いつ閃せん。

　レンの手前に、ざっと血ち飛沫しぶきが降る。

　頭ず蓋がい骨こつの仮面が――ぽとりと落ちて、割れる。

　レンは声にならない悲鳴をあげる。

　あらわになったのは、おぞましく歪ゆがんだ顔。血管が浮かび、火傷やけどのように引きつり、落ちくぼんだ眼がん窩かから眼球が飛び出している。鼻は削れ、歯茎が剥むき出しのまま。

　ぱっくりと、頭からふたつに割れた。血を吹き出し、中身をぶちまけ、仮面の者は左右に分かれてその場に崩れた。

「なっ!?　わっ！　わわっ!?」

　ライラミラを抱いたままのレンは、腰が抜けたように尻しりを引きずって後ずさる。

「……レン？　な、なにが？」

　ライラミラが、胸の中で声を絞り出す。

「わ、わからないよ。……だ、誰だれだ!?」

　辺りを見回すと、瓦が礫れきの上に白い外がい套とうをまとう男を見付けた。こちらに背を向けて、立っている。

　レンは、助けてくれた男を見ながら、そっとライラミラを置く。

「……間に合ったか」

　聞き覚えのあるその声に、レンは身体をこわばらせる。

「クライム!?　……じゃ、ないよね？」

　人影は、横顔を見せた。

　レンは、あんぐりと口を開ける。

　命を救ってくれたのは――

　猫耳のフードをかぶった、わけのわからない男だった。

　白い外がい套とうに身を隠しているが、甲かつ冑ちゆうだと思われるものがちらりと光った。左手には、剣ではなく、剣の柄つかのようなものを握っている。

「だ、誰だれだよあんた!?　なに者!?」

「せ、正義の使者だヨ！」

　作ったような高い声に、レンはひっくり返った。

「なんだそれ!?　誰なんだよ！」

　慌あわてて身体を起こすと、レンは裏声で叫ぶ。

　猫耳フードの男は外套をひるがえすと、こちらに向いた。と思ったら、慌てたようにくるりと背を向けた。

「ぼ、僕は、正義の猫騎士さ！　ここは危険だヨ！　早く逃げた方がいいヨ！」

「ふえ？　な、なんだよ、そのへんてこな声は!?　……ボクは、ちゃんと礼をいいたいんだ。その猫耳フードを取れ！」

「だ、ダメにゃん！　これは取れないにゃん！」

「さっきと語尾が違うじゃんか！　急ごしらえの人格を作るな！　バカにしてんの？」

　腕をまくりあげ、レンは猫耳のフードの男に近づこうとする。



    

  
    
      



    

  
    
      　その足を、ライラミラに掴つかまれた。

「ダメよ、レン！　……彼は、〈使い手〉だわ！」

「ふえ？　つ、〈使い手〉!?」

　ぎょっとして、地面に倒れたままのライラミラを見る。

「これだけ近づけば、わたしにもわかるわ。彼は、敵よ！」

「でも、助けてくれた……はれ？」

　レンが顔を上げると、そこに猫耳の男の姿はなかった。きょろきょろと廃はい墟きよを見回しても、ぴょんぴょん飛び跳ねても、人影は見あたらない。

「……な、なんだったんだ？」

　レンは、虚脱したように膝ひざを折る。

　わけがわからない。白昼夢でも見ていたのだろうか。だけど、すぐそばに散らばった仮面の者の死体が、それが現実だったことを物語っている。

　それにしても――

「どっかで聞いたことのある声だと思ったんだけどな……」

　レンは、首を傾かしげた。

　彼女の脳裏に浮かぶのは、栗くり色いろの髪の青年。だけど、ここに彼がいるわけがない。それに、あんなヘンテコな格好している意味がわからない。

「……レン。助けて欲しいんだけど。あなた、治癒の魔術が使えるのよね？」

「あ、そうだった！　まだ間に合う？」

　ライラミラは、悔しそうに頷うなずいた。

　レンは急いで瓦が礫れきによじ登ると、血まみれの翼を拾い、ライラミラのそばに戻る。千切れた翼をライラミラの背に置いて、掌てのひらをかざす。

　レンの掌が、ほんのりと白く輝き出す。じわじわと、翼がくっつき始めた。傷口が、みるみる塞ふさがっていく。

「……屈辱だわ。翼を切られなければ、仮面の者なんか」

「ねえ、ライラミラ。……ボクを、助けてくれた。なんで？」

「当たり前でしょ。あなたのことは大嫌いだけど、同族よ？　見捨てられるわけないじゃない」

「そ、そっか」

「フン。礼はいわないからね。助けたんだから、治すのは当然よ」

「わかってるよ」

　傷口は完全に塞がった。掌が光をなくす。レンはふーっと息を吐き出し、額ひたいの汗を拭ふく。

　ライラミラはゆっくりと身体を起こすと、痛そうに顔を歪ゆがめ、肩けん胛こう骨こつを合わせるように背中を縦に折る。きらきらと黄金色の光が舞い、掻かき消えるように翼がしまわれた。

　翼ある者。やっぱり同じだ。レンは、不思議な気持ちになる。ずっと、自分だけが異質なんだと思っていた。

「覚えておくのね。〈使い手〉も、仮面の者も、あたしたちを殺しはしないわ」

「ふえ？　……殺さない？　なんで？」

「わたしたちの血は、いい触媒になるのよ。空の彼方かなたから、フォトゥルマを呼び出すためのね……。血が枯れるまで、生きたまま、何度でも使われるわ。だから、強い蒼あおい髪の戦士と組むのは、自分の身を守るためでもあるわ」

　レンは、息を呑のんだ。

「そ、そんな!?」

　ここ半年くらいは、仮面の者に狙ねらわれることはなかった。それでもう、追われることはないと思っていた。だけど、大間違いだ。ひとりで旅をしているときに狙われたら。そう思うと、背筋が凍る。

　どうやら、フォトゥルマとは戦わなくちゃいけない運命らしい。どうせフォトゥルマと戦うんだったら、よく知らない奴よりも、クライムの方がましだ。封印を解くと嫌な奴になるけど、普段はいい奴だし。

「レン。カナンに行くのよ」

「……カ、カナン？」

　唐突にクライムが行こうとしていた町の名前が出てきて、レンは目を丸くした。

「カナンには、蒼い髪の戦士が集まるわ。あなたはそこで、クライムの替わりになるパートナーを探すのね」

「嫌だよ。クライムがいい」

「……本音が出たわね」

「さあね」

　鋭い視線で睨にらまれたが、レンも睨み返す。

「あとで、じっくり話し合いましょう。戻るわよ。クライムたちが、探しているわ」

　そういって、ライラミラはさっさと歩き出す。

「ちえっ。……わっ!?」

　立ち上がったレンは、鞄かばんを赤く細い光線が貫いているのに気づいた。危険なものではないかと思ったレンは、ばたばたと鞄を振ったが、光線は鞄に刺さったままついてくる。

　眉まゆ根ねを寄せて、彼女は鞄をまじまじと見る。どうやら、鞄を貫通してはいないようだ。糸のように伸びた赤い光線は、崩れた建物の向こうに続いている。

「もう！　なにしてるの？　早くしてよ、レン！」

　苛いら立だたしげな声でライラミラが呼ぶが、レンの耳には届いていない。

　レンの眉まゆが、ぴくっと上がる。

　――もしかして。

　ばかっと鞄を開けると、思った通りのものが、光の始発点だった。ライラミラと出で逢あった古代遺跡で手に入れた、小さな鍵かぎ。埋め込まれた宝石から、光が伸びている。

「やった！　クライム、ありがとう！」

　レンは、赤い光線を伝うように駆け出した。

「レン!?　なによ、その赤い光。危険だわ！　近くに〈使い手〉がいるのよ!?」

「いいじゃんか！　ボクは、トレジャーハンターなんだ！」

　赤い光線の終着点は、地面に突き刺さっていた。鍵かぎを鞄かばんに戻し、そばにしゃがみ込むと、レンは一心不乱に石や砂を払う。

「はれ？　なんだこりゃ？」

　あらかた片付けると、石版自体が青白く輝いているのがわかった。思ったよりも大きい。ベッドくらいの広さはある。鞄から延びる赤い光線は、石版の中央にある彫刻に突き刺さっていた。その彫刻は、一枚の翼を象かたどっている。

　ライラミラが、そばにきた。

「これは……封印？」

「それっぽいね。なんの封印かな？　この彫刻、ボクたちの翼に似てる。なんか、いわくありげだよね！」

　レンは、わくわくしていた。声も弾はずんでいる。

　同じように目を輝かせたライラミラは、レンの隣にしゃがむと、さっと視線を走らせる。

「石版の周りにヤルファ文字が刻まれてるわ。魔術の文字よ」

「そうだね。……読めるの？」

「だいたいね。トレジャーハンターなら、これくらい読めるようにならなくちゃ。……わたしたちに反応するようにできてるわ。翼ある者が近づくと、光るようになってる」

「ボクたちに？　なんだろ。お宝かな？」

　躊ちゆう躇ちよしたが、我慢できず、レンは彫刻の部分に手を触れた。

「ちょっと、レン!?　迂う闊かつよ！」

「わわっ!?」

　バシッと、火花が散る。

　石版が、中央からふたつに割れた。ごすっと石を削るような音をたてながら、開く。

「……な、なにこれ!?」

「レン。……階段だわ」

　石の階段が、暗くら闇やみの底へと延びていた。

　レンとライラミラは、顔を見合わす。そして、同時に頷うなずいた。

「行くっきゃないでしょ」

「そうね。なにか役に立つものが眠っているかも知れないわ」

　ふたりは、立ち上がった。

　レンは腰に下げた細身の剣を抜いて、先に階段を降りる。剣は気休めだったが、ないよりはましだ。

「あんた、魔術使えるんだよね。なんかあったら、サポート頼むよ」

　ぽっと、光が足下を照らす。振り向くと、ライラミラの手に光球が乗せられていた。サルダンが頭の上に乗せていたものより、明るい。

「レンだって、修行を積めば使えるようになるわ」

「そうなの？　前に師匠にいわれたことあるけど、なんかめんどくさそうじゃん」

「バカね、あなたは」

「うっさい」

　いちいち癪しやくに障さわる女だなと思いながら、レンは進む。階段はかなり深いが、やけに綺き麗れいだった。かび臭くもないし、埃ほこりも積もっていない。壁面も、つるつるしている。

　狭い部屋に出た。正面に、一枚の扉。石版に刻まれていたのと同じ文字が、びっしりと書かれていて、中央には翼の彫刻がある。

　レンは、ぞくぞくした。生まれて初めて、翼を持っていることが嬉うれしいと思った。これは間違いなく、翼ある者がくるのを待っていたんだ。

　ライラミラが近づこうとするのを、レンは腕を伸ばして防いだ。

「これはボクんだからね！　ボクが調べる！」

　興奮気味にそういって、レンは扉に向かう。

「ちょっと、レン？　文字を調べないと、危険よ！」

「大丈夫だよ！　任せて！」

　ここは、トレジャーハンターであるボクの出番だ。レンはそう思い、扉の前で手を擦こすり合わせた。とはいえ、こんな扉は初めてだ。罠わなが仕掛けられていたとしても、どういう原理なのか、彼女にはさっぱりわからない。魔術の文字の解析は、まだ学んでいなかった。

「まったく、レンは切り替え早いわね。さっきまで、仮面の者に命を奪われそうだったのに。どういう神経してるの？」

「いいじゃん、べつに。助けてくれて、感謝してるってば」

　ライラミラに頼むのが最善だとは思うのだが、彼女に頼りたくなかった。レンは思い切って、さっきと同じように、扉の中央の翼の彫刻に手を触れた。

　レンの予想は的中した。バシッと火花が散り、扉が中央からふたつに割れた。

「やった！　開いたよ！」

「簡単ね。トレジャーハンターじゃなくても、開けられたわ」

「いちいちうるさいなあ。素人しろうとは黙ってて！」

　鼻息も荒く、レンは扉の向こうに足を踏み入れた。予想が次々と的中する。絶好調だ。ノリノリである。

　その瞬間、ぱっと明かりが灯ともった。びっくりしたレンは、両手で目を塞ふさぐ。

「わわっ!?　なに？」

「……箱？」

　ライラミラが、困惑げな声でつぶやいた。レンは目を細めて振り返る。彼女の眼鏡めがねは、黒く染まっていた。それで、この明るさにも耐えられるのだろう。

「ずるいよ、その眼鏡！　ボクの目が慣れるまで、そこ動くなよな」

「無理よ」

　そういって、ライラミラが横を通り過ぎようとしたので、レンは咄とつ嗟さに抱きついた。

「ダメーっ！　絶対にダメーっ！」

「な、なにするのよ。レン、放しなさいよ！」

　ライラミラを押し戻しながら、レンはぱちぱちと目を瞬まばたいて、一生懸命明かりに慣れようとする。頭が痛くなってきたが、そんなの気にしている場合じゃない。

「よし！　慣れた！　……って、わあーい……」

　向き直ったレンの目に飛び込んできたものは、あまり嬉うれしいものじゃなかった。金銀財宝を想像していたのだが、かけ離れたものがひとつ、部屋の中央に置かれている。

　だるーんと腕を垂らして、レンは落胆した。

「……なにこれ」

「だから、箱よ。いえ、箱馬車の車両かしら。……でも、車輪はついてないわね。馬もついてないから、ここから出せそうもないわ」

　その通りだった。ひとが数人入れるくらいの大きな四角い箱のようなものが、たったひとつあるだけだった。

　周りには、なにもない。泣きたくなるくらい、なにもない。本当になんにもない、白い部屋だ。上を見ると、天井が見えない。この部屋を照らす明かりとして、壁自体が発光しているようだった。

「ま、まだ諦あきらめないよ！　きっと、中になにかある！」

　元気を振り絞ってレンは箱に飛びついたが、あっという間に失望した。

　ガラスがはめ込まれた窓が、箱を一周している。そこから見える箱の中は、椅い子すが四脚並んでいるだけだ。金も銀も、なにもない。

　ガチャっと、音がした。

「開いたわ」

　ライラミラが箱の横についたドアを開け、中に顔を突っ込もうとした。

「ダメーっ！　ボクが先に入るっ！」

　ライラミラを思いっ切り突き飛ばして、レンはさっと中に入った。前に並んだふたつの椅子のひとつに、ちょこんと腰掛ける。

「なにするのよ！　あなただって、性格変わるじゃない！」

　不満げな顔で、ライラミラが抗議する。

「これはボクんだ！　……えーっと」

　目の前に、取っ手のようなものが伸びていた。足下にペダルがふたつ。顔を上げると、ガラス窓から前方が見渡せた。その下の羽目板に、小さな鍵かぎ穴あながひとつ。

　ライラミラがぐるりと回り込んで、隣のドアを開けて中に入ってきた。レンの横の椅子にどすんと腰を下ろし、眼鏡めがねを胸元にしまう。

「座り心地は、イマイチね。で、どうするの？　レン」

「どうするもこうするも、馬がなくちゃ動かないでしょ、これ。でも、なんか気になるな。ん？　なんだこれ？」

　鍵かぎ穴あなに、指を触れる。

　レンは、ピンときた。

「……これかな？」

　レンは、鞄かばんから小さな鍵かぎを取り出した。この場所に導いてくれた、赤い宝石が埋め込まれた鍵。見比べると、ちょうど刺さるような気がする。

「やってみれば？」

「もちろん！　どっか隠し扉が開くかも知れないし」

　レンは、鍵を穴に指した。ぐりっと、回転させる。

　――箱が、唸うなりをあげた。



    

  
    
      

　５　「あんたは、ボクのものだからな」
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　暗い通路の中。ソロンは、ぼんやりと天井を見上げていた。

　壁に背をつけて腰を下ろし、膝ひざを抱えている。その頬ほおは、ほんのりと染まっていた。

「……レン」

　一年ぶりに見た彼女は――一年前とあんまり変わってなかった。

　身長は伸びてないし、赤土色の髪は短いままだし、胸も成長していない。動きやすそうな服を着ているところも、昔から変わらない。

　レンの声は、まだ耳に残っている。

　彼女を助けることができた。偶然、通路で悲鳴を聞いて、追いかけた。ずっと、仮面の者に追いかけられていたのだろう。間に合ってよかった。

　ソロンは、充実感でいっぱいだった。嬉うれしくて、思わず笑みがこぼれる。

　しかし――仮面の者を、斬きってしまった。

　思い出すと、一瞬で現実に引き戻される。

　嘆息し、腰に下げた光の剣に触れた。その剣には刀身がない。自身の気力を注入して、初めて赤く光る刀身が現れる。この武器は、鳳ほう凰おう騎士団の騎士にのみ与えられるものだ。

　蒼あおい髪の一族に対抗する剣。この光の剣で、仲間である仮面の者を屠ほふった。

　構うものかとソロンは思う。もともと、騎士団に真の忠誠を誓っているわけではない。

「……レン。お前さえ、救うことができれば」

　つぶやくと、再び笑みがこぼれた。

　我ながら、格好のよい登場だった。絶体絶命の危機を間一髪で救うことができた。あそこで正体を明かせば、きっと惚ほれ直してくれたことだろう。

　ふと、そばに置いた白いフードを見る。

　フォーンが勝手にソロンの革袋に忍ばせていた、猫耳のついたフード。まさかこんなものが役に立つとは、思わなかった。

「……どう思ったかな」

　苦い顔で、ソロンはそれをつまむ。正体を隠すために、これで顔を隠し、変な声まで出した。にゃ、とかいった。思い出すだけで、顔が赤くなる。それだけじゃない。猫騎士なんて名乗ってしまった。

　強烈に恥ずかしくなって、ソロンは身を捩よじる。

「……若さゆえのあやまちだ。いつかまともに逢あうことがあっても、今日のことは黙っていよう」

　しおれて、うなだれる。

　それにしても、あのクライムという男は、どこにいるのか。アンズーの件といい、レンを危険に晒さらすとは、腹の立つ男だ。

「僕だったら、絶対にレンから離れないのに……」

　――それは叶かなわぬ想おもい。

　左手を伸ばして、ぎゅっと拳こぶしを握る。コアが埋め込まれた忌いま々いましい手を、目を細めて睨にらむ。こんなものがある限り、レンの前になど顔を出せない。ソロンは、苦笑する。

　フードの下には、ペンダントが置かれていた。じゃらりと持ち上げ、手から垂らす。

　それは、フォーンがつけていたものと同じ、コアの気配を消すペンダント。

　あのとき咄とつ嗟さに、仮面の者が身に着けていたものを奪ったのだ。このコアの気配を隠すというペンダントの存在を、レンたちに知られてはいけないような気がした。

　くるりと、ペンダントが回る。

「……こ、これは!?」

　ソロンは目を見開いた。ペンダントの裏に、見覚えのある紋章が刻まれていたのだ。それは、鳳凰騎士団のものではない。

「まさか、フォーン卿きようは……」

　この遺跡の奥、星降る間まには、〈使い手〉がいるという。ソロンは目を瞑つぶり、意識を集中させる。やはりコアの気配を感じない。この遺跡の中には、フォトゥルマも〈使い手〉もいない。

　ソロンは当惑したような顔で立ち上がり、ゆっくりと歩き出した。
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　暗い通路は、サルダンの魔術の炎で照らされている。彼のたわしみたいな頭髪の上に浮いたそれは、かなり遠くまで光を届かせているが、奥は真っ暗だ。

　クライムは、焦っていた。涙目で、きょろきょろと首を振る。

「どこ行っちゃったんだ？　こっちでいいのか？　どこかな？」

　レンとライラミラが、見付からない。心配で心配で、クライムは胸が張り裂けそうになる。こんなことになるんだったら、一緒にいればよかった。そばで守ってやればよかった。

　通路の壁に穴を見付けては、クライムはがばっと覗のぞき込む。

「……落ち着いて、クライム。そんなとこには入れないわ」

　嘆息するフィアナに、クライムは肩を叩たたかれる。

「でも、〈使い手〉の気配があるんだろ？　ソロンだ！　たたたたいへんだーっ！」

　頭を抱えて叫ぶクライム。ソロンは、レンのことを知っているみたいだった、ということは、ずっと前から狙ねらっていたのかも知れない。そう思うと、不安で不安で仕方がない。

「うん。急いだ方がいいね。このひと、壊れちゃいそうだよ」

　サルダンが、深刻そうな顔で頷うなずいた。

　カビ臭い通路を黙々と進むと、空気が変わった。左右の壁がなくなり、広大な空間に出る。重苦しい暗くら闇やみ。耳が痛いくらいの、静寂。

　サルダンが前に出ると、彼の魔術の光で空洞の惨状が浮かび上がる。

「かなり広いよ。建物の残ざん骸がいがたくさん散らばってるね。……町だったのかねえ？」

　建物は自然に崩れたのではなく、何か巨大なものの手によって完膚無きまでに破壊された跡のように見える。

「どういう構造だったのかしら。埋まったのではなくて、初めから？」

　足下の石畳を見て、フィアナがいった。

「地中の町か。そうかも知れないねえ。どこかで聞いたことがあるような、ないような。どちらにしろ、本来ここを照らしていた光は、失われているねえ。天井も、やけに高い。山がまるまる入りそうだよ。もっとかな？」

「そんなことはどうでもいい！　おーい！　レーン!!　どこだよーう!!」

　大声で叫びながら、クライムは早足で歩き出す。

　建物の残骸に近づくたびに、頭を突っ込む。瓦が礫れきをどけては、覗き込む。いつしか彼の顔は、砂すな埃ぼこりや泥で真っ黒になってしまった。

「……うう、いない。どこだ？」

　半泣きの顔で、鼻を啜すするクライム。

「クライム、落ち着いて……」

　――ごとり。

　暗くら闇やみの奥から、音が聞こえた。

　ゴトゴトという音がいくつも重なり、徐々に近づいてくる。

「おでましだね。フォトゥルマの気配を感じないってことは、……幽霊馬車だよ」

「くそっ！　邪魔すんのか！」

　腕で涙を拭ふくと、背中の大剣を抜いて、クライムは身構える。

　明かりの中に、馬車が姿を見せる。

　一台。二台――

「おやおや。こりゃあ、大歓迎だね。しかも、囲まれてるよ」

　サルダンが、肩を寄せた。

　十数台の馬車に、周りを囲まれていた。車両を引く黒い馬には、相変わらず命の息吹いぶきを感じない。作り物の馬。クライムの頬ほおに、冷たい汗が垂れる。

「やっかいだね。フォトゥルマの気配を感じないから、何体いるかわからないよ。逃げた方がいいかもね。ほら、あっちの方向だけ、開けてある。……だけど、あやしいね。どう考えても、意図的だとしか思えない」

　サルダンが指さす方には、馬車の間にかなりの隙すき間まがあった。

「罠わなかしら？」

「間違いないね。キミが暴れてくれれば切り抜けられるだろうけど、嫌なんだろ？」

　サルダンにそういわれて、ブロンドの髪を指に巻いてもじもじしたフィアナは、今にも泣き出しそうな顔で、クライムをちらちら見る。

「フィアナ？　なんだ？」

　こんな状況なのに、フィアナたちに緊張感がない。クライムは不満に思う。

「……いえ。クライム。やっぱり逃げましょう」

「そうだな。レンが心配だし。じゃ、行くぞ！」

　大剣を構えたまま、クライムは走り出す。やはり罠なのか、横をすり抜けても、馬車は身動きしない。

　ある程度距離が離れたところで、馬車が動き出した。道を作るように、左右を走る。

「ははーん。どこかに追い込むつもりらしいねえ」

　うしろ向きで器用に走るサルダンは、顎あごを撫なでながらそういった。

「どこかって、どこだ？」

「さあね。でも、たぶん〈使い手〉がいるところだろうねえ」

　クライムは、はっとした。じわじわと、涙が浮かぶ。

「レンは、もう捕まってるのか!?　オレのせいで！」

「悲観的だねえ、キミは。そうじゃないことを祈ろうよ」

　進行方向に、大きな建物が見えてきた。他ほかの建造物と違って、崩れていない。

　薄ぼんやりと輝きを放つ、荘厳な石造りの神殿。立派な石柱が周りを囲み、入り口に向かって階段が伸びている。見上げても天辺が見えないくらい背の高い、見事な建造物だ。

　神殿の前に立つと、馬車は彼らを囲んで停車した。今度はしっかりと並んで、どこにも隙すき間まはない。クライムは大剣を構えて馬車を見据えたまま、石の階段を昇る。

　扉の前の踊り場に着くと、フィアナが石柱に触れた。そこにはあやしげな文字が刻まれていて、それが発光しているようだった。

「……魔術だわ。魔術の力で、形を保っているのね。強化もされているわ」

「サルダン。この中に、入らなくちゃいけないのか？」

　石でできた巨大な扉には、星空のような画えが彫られていた。

「そうなるだろうねえ。さて、クライム。嬉うれしいお知らせだよ。この近くには、レンの足跡がない。オレたちのものだけだ。ということは、レンはまだ捕まってないようだねえ」

　しゃがんで地面を見ていたサルダンが、立ち上がる。

「そうか！　よかった！」

　クライムは心底安心した顔で、胸を撫なで下ろす。

「よくはないよ。オレたちだけで、罠わなを張って待ち構えている〈使い手〉を倒さなくちゃいけない。下で並んでいる、フォトゥルマもね」

　ぞくっとして、クライムは階段の下を見る。

　黒い塊が、ずるりずるりと馬車から這はい出てきていた。塊は、空気に反応したように膨れあがる。無数の触手が、その不定形な身体の上でのたうっている。闇やみに溶けて、何体いるのかわからない。おぞましい雄叫おたけびが、何重にもなる。

　牙きばを剥むき出したフォトゥルマどもは、階段を這い昇り始めた。

「く、くるぞ！　どんどんくる！」

「キミが決めてくれよ、クライム。ここで戦うか、中に入るか」

「無理だ！　中に入ろう！」

　即決。

　クライムは素早く振り返ると、肩から扉にぶつかった。

　あっさりと、巨大な石の扉は開く。よろけたクライムは、躓つまずきそうになりながら部屋の中に足を踏み入れた。

　と同時に、ぐにゃりと空間が歪ゆがんだかのような目眩めまいを覚える。クライムは膝ひざをついて、頭を振った。急に、身体が締め付けられるように痛んだ。漆しつ黒こくの鎧よろいに散らばる赤い宝石が、光を弱めているのに気づく。

「な、なんだ？」

「こりゃあまいったね。ハズレだよ、クライム。どうしようもない」

　まだ部屋に入らずに、サルダンは嫌そうな顔で歯を剥いた。フィアナも、入るのを躊ちゆう躇ちよしている。

　クライムは、部屋を見回す。石柱に囲まれた広間は、黒く塗られている。左右の壁際に並んだ燭しよく台だいの上に、蝋ろう燭そくが揺れている。

　そして――床には、赤黒い色で禍まが々まがしい魔方陣が描かれていた。

　部屋の奥は、闇やみ。クライムの目にも見通せない、まったくの闇。

「クライム、戻っておいで。その部屋はとんでもない結界が張られている。精霊を感じない。つまり、その部屋の中では、オレの魔術は使えない」

「それだけじゃないわ。クライム。中に張り巡らされた結界のせいで、《破邪の鎧よろい》を制御している宝石の力も、弱まっているわ。……危険よ」

　フィアナが、悔しげに顔を歪ゆがめる。

「な、なんだって!?」

　クライムは、血の気が引いた。漆しつ黒こくの鎧に張り付いた赤い宝石。フィアナの話だと、ひとつでも壊れれば鎧が暴走して、身体が潰つぶされてしまうという。想像してしまい、背筋が凍った。

　――突然、扉が凄すさまじい勢いで閉じられた。

　風圧で、砂すな埃ぼこりが舞う。クライムは、息を呑のむ。

「くそっ！　……ぐっ!?」

　慌あわてて扉に向かおうとしたが、身体に激痛が走った。ぎしぎしと、鎧がきしんでいる。

　パンパカパーン！

　場違いなファンファーレに、クライムは身をこわばらせる。

　おそるおそる向き直ると、奥の闇の中から、すっと誰だれかが出てきた。

「ようこそ、蒼あおい髪の者よ！」

　威圧感のある、大きな声。

「お前は……。領主さんか!?」

　目を見開いて、クライムは叫ぶ。

　そこにいるのは、城で見たのと同じ格好をした、フォーンだった。腕を組んで、不敵に笑みを浮かべている。

「クライム君。あまりにも私の策略通りで、少々ガッカリしているよ。頼り甲が斐いのある従者どもと分断された君は、無力だ。この神殿は、ドゥラガンの攻撃さえ耐えうる強度を持っている。残念ながら、チェックメイトだ！」

「な、なんだと!?　……くっ！」

　身体の痛みに、クライムは立ち上がることができない。鎧の赤い宝石は、かなり輝きをなくしている。脚あしがいうことをきかない。

「可哀かわいそうだな、クライム君。だが、私は容赦せん！」

　フォーンの瞳ひとみが、紫色に光る。その禍々しい眼力に、クライムは圧倒される。

　間違いない。彼は――〈使い手〉だ。今ならわかる。彼からは、命の息吹いぶきを感じない。城で逢あったときとは、気配がまったく違う。

　しかも――強い。

　ズオ以上。いや、ソロンよりも上かも知れない。それなのに、身体が動かない。

　絶望感に、クライムは気が遠くなった。



　――神殿の外。

　黒い身体を揺らして、暗くら闇やみに同化したフォトゥルマどもが、階段から迫りくる。

　だが、閉じられた扉を背に、サルダンはにやにやしていた。

「完全に罠わなにはまっちゃったね。だけど、ある意味チャンスだよ。どこからともなく現れた琥こ珀はく色いろのドゥラガンが、この窮地を救ってくれるんだからね」

　もうそれしか頼るものはないと、サルダンは思う。フォトゥルマの群れに魔術の火炎をいくら叩たたき込んでも無駄だ。コアを破壊しない限り、いくらでも再生する。再生が間に合わないくらいの劫ごう火かを放つことができればべつだが、ひとの成せる業ではない。

　ドゥラガンなら、できる。だからこそ、彼は余裕の表情を浮かべていられる。

　しかし、フィアナは無言でサルダンを睨にらむ。

「あれれ？　どうしたんだい、フィアナ。美しいドゥラガンの姿に戻れば、この程度のフォトゥルマなんか敵じゃないだろ？　わざわざ馬車から出てくれたから、オレの魔術もある程度は効くしさ。精一杯援護するよ。必要とは思えないけどね」

「……クライムを助け出すのが先よ？」

「神殿を破壊すればいいじゃない。できるかい？　できるよね？　できないと困るよ」

　サルダンがそういうと、フィアナは渋々頷うなずいた。

　助け出したあと、クライムにドゥラガンの姿を見られるのを恐れているなと、サルダンは感じた。恐こわいといわれるのが、そんなに嫌なものなのか。彼には、理解できない。

「仕方ないわね……あら？」

　はっとしたように、フィアナは顔を上げる。サルダンも、目を細めてそちらを見る。

　神殿に群がるフォトゥルマの向こう。崩れた建物の影の先から、ふたつの光球がさっと現れた。いい争うような声が、聞き慣れない甲高い音とともに、砂すな埃ぼこりを上げて猛然と迫ってくる。

　それは四角い箱だった。馬車のようだが、馬も車輪もついてない。前部に目玉のようなふたつの光球がついていて、前方を照らしている。

「……あれまあ」

　サルダンは、顔を覆った。聞こえてくるのは、間違いなくレンとライラミラのものだった。あの箱の中には、きっと彼女たちが乗っている。

「ちょっとレン！　停とめなさいよ！」

「停まらないんだよ！　操作方法がわかんないーっ！」

「いいから足のペダルを放しなさいよ！」

「放してる！　取っ手も握ってない！」

「バカ！　それは握ってなきゃダメじゃない！　誰だれが運転してんのよっ！」

「わわっ！　馬車が並んでる！　ぶつかるよ!?」

「きゃーっ!!」

　ふわりと、四角い箱は浮き上がった。並んだ馬車の天井をかすめ、階段を這はい昇るフォトゥルマの背中にバウンドし、サルダンたちがいる踊り場へと飛んでくる。

「な、なんだいこれはっ!?」

　サルダンは咄とつ嗟さに左に飛とび退のき、フィアナは右に避よける。

　四角い箱は、彼らが直前までいた場所にぶわっと砂すな埃ぼこりを舞わせながら乗り上げると、扉に衝突する直前でぴたりと急停止した。甲高い音が鳴りをひそめ、光球が光を収める。

　側面のドアが開き、どさりとレンが落ちてきた。額ひたいを押さえ、呻うめいている。

「……痛いったー」

「この下へ手たくそっ！　だからわたしが運転する、っていったじゃない！」

　黒髪を振り乱しながら、ライラミラが出てきた。

　彼女の様子に、サルダンは呆あつ気けに取られた。裏のある女の子だとは気づいていたが、これほどまで雰囲気が変わるのか。眼鏡めがねをかけてないとか、髪を結ゆっていないとか、そういうレベルじゃない。まるで別人だ。

「あんただって、操作方法わからない、っていってたじゃん！　それに、これを見付けたのはボクだよ。鍵かぎだって、ボクが持ってたんだ。ボクのものだよ！」

「だったら……あ」

　唖あ然ぜんとしているサルダンに気づいたのか、ライラミラは息を呑のんだように固まった。素早く胸元に手を突っ込むと、眼鏡をかけ、両手で黒髪を掴つかみ、三つ編みのふりをする。

「ぐ、偶然ですわね、サルダンさん」

　引きつり気味の笑顔で、ライラミラは可愛かわいらしく首を傾かしげた。

　今さら取り繕われても、サルダンは苦笑するしかない。

「それ、もうやめたら？　きもいよ」

「……うるさいですわ」

　ライラミラの蹴けりをささっと避けて、レンは立ち上がる。

「わわっ!?　なんだあれ!?」

　階段をぎっしりと埋めるフォトゥルマに気づいて、レンは跳び上がった。

　サルダンは、肩をすくめた。

「まあなんていうか、いろいろと困ったことがあってね。その風圧で進むみたいな乗り物についても疑問だらけだけど、説明している暇も教えてもらう暇もないよ。どうにかやり過ごさないとね」

「たわし！　クライムは!?　フィアナもいない！」

　悲鳴のような声で、レンが叫ぶ。

「クライムは、この扉の向こうで窮地に立たされているよ。フィアナは……。へえ。いい判断だね。彼女は出かけてるよ。しばらく帰ってこないかな」

　サルダンは、フィアナの行動に感心した。ここで琥こ珀はく色いろのドゥラガンが現れても、フィアナだとは思わないだろう。

「ちょ、クライムが窮地って、どういうこと!?　この建物はなんなの!?」

「説明はあとだよ。その箱に乗れば、逃げられるかな？」

「クライムはどうすんの!?」

「レン。あとで考えようよ。ここは危険だよ。じきに救世主が現れるけど、巻き込まれちゃったらたいへんだ！」

　もたもたしている暇はない。サルダンは開け放しのドアから、四角い箱の中に入る。ライラミラが続き、躊ちゆう躇ちよしていたレンも、結局は乗ってきた。

　四角い箱の中は、狭かった。前に座席がふたつ並び、後ろにも座席がふたつある。どういう原理なのかわからないが、乗り物として作られたものに見える。サルダンは、後部座席に腰掛けた。見回すと、ガラスの窓がぐるりを囲っている。

　レンは、取っ手が伸びる運転席に座った。隣に、ライラミラが座る。

　サルダンは中腰になって、レンの肩越しに前を覗のぞく。正面に見える羽目板の真ん中には、赤い宝石がはめ込まれたつまみが刺さっていた。

　がすっと、箱が揺れる。サルダンは、背後の小窓の向こうでフォトゥルマが牙きばを剥むくのを見た。鋭い爪つめや触手が豪雨のように降り注ぎ、嵐あらしの海に放ほうり出された小舟のように、四角い箱は激しく揺れる。

「急いだ方がいいんじゃないかな？　この乗り物が、どれだけ頑丈か知らないけどさ！」

　サルダンは、早口でいう。

「えーっと。……どれだったっけ」

「早くして！　足のペダルよ。さっきそれで動いたでしょ？　もう忘れたの？」

　苛いら立だたしげに、ライラミラが叫ぶ。

「うるさいなあ。違うよ！　最初は、鍵かぎを回すんだ！　ボクが遺跡で見付けた、鍵！」

　レンが、羽目板に刺さったつまみを――回した。

　ピキン！

　なにかが弾はじけたような音が鳴り響いた。

　室内が赤く輝き出すと同時に、羽目板からふたつの操そう縦じゆう桿かんがにょきっと飛び出した。

「はれ？　……違った？」

「き、巨人合体!?　なにをしたんだい、レン？」

　前方の窓に浮いた赤いヤルファ文字を読んで、サルダンが声をあげる。

　凄すさまじい重力を感じて、彼らは椅い子すに押し潰つぶされる。乗り物が、浮き上がったようだ。ぐりんと縦に半回転して、さらに横に回転し、フォトゥルマを弾き飛ばした。

「ぬぐおおお！　な、なんだいこれは!?　ぐあ！」

　サルダンは、ごちんと天井に頭を打ち付けた。慌あわてて椅い子すにしがみつき、窓の外を見た彼は、目を見開く。

　――飛んでいる。

　赤く発光した四角い箱は、神殿を見下ろせる高さにまで浮いていた。

　それだけじゃない。地面に並んでいた馬車が、動き出していた。どれもが、赤く発光している。赤い光は、この乗り物から伸びている。

「なによ!?　なにが起こってるの!?　レン！　巨人合体ってなに？」

　ライラミラが、頬ほおを引きつらせて叫ぶ。

「知るわけないじゃん!!」

　レンは裏声で叫ぶ。

　窓に張り付いたサルダンは、目に飛び込んできた光景を直視できなかった。

　神殿の手前で、赤く発光した馬車が、縦になってガシンガシンと積み重なる。それは四本の塔となり、並んだ二本の塔の上にさらに四角く積み重なると、もう二本の塔が跳ね、ガシャンとくっついた。

「……巨人ねえ。た、確かに、巨人だよ」

　サルダンは、震えた声を漏らす。

　積み重なった馬車が――ひとの形になっていた。

　首だけが足りない。ということは――

　ドガッ！

　首が、乗っかった。レンが操縦する、この四角い乗り物だ。神殿に群がるフォトゥルマを、眼下に見下ろす。

　――馬車が積み重なってできた巨人。

　ビキイッ！　と赤い光が弾はじけると、巨人は両腕を振り上げて、ゴアーッ！　と雄叫おたけびをあげる。

　サルダンは、あまりのことに卒倒しそうになった。さまざまな知識を身につけてきたが、こんなでたらめなのは聞いたこともない。

「わわっ!?　な、なにこれ！　なにこれーっ!?」

　混乱したように頭を抱え、レンが叫ぶ。

「し、知らないわよ！　あなたがやったことでしょ!?」

「ボクが？　これ、ボクが作ったの？」

「もうなんでもいいじゃない。レン！　せっかくだから、この不格好な巨人の力を見せつけておくれよ！」

　やけくそ気味に、サルダンは叫ぶ。

「どうやって!?」

「その操そう縦じゆう桿かんを、適当に動かせばいいんじゃない？　魔術でできてるんだろ？　だったら、意志が通じてるはずさ！　やっつけてやる、って強く念じるんだよっ！」

　そうだとは限らないが、そうじゃないと困る。複雑な操縦方法があったとしても、今から学んでいる時間はない。違ってたら、終わりだ。サルダンは、生きた心地がしない。

「わかった！　やってみる！」

　レンは両手で操そう縦じゆう桿かんを握り締め、ぐいっと倒した。

　巨人が、歩き出した。

　馬車なんて、板を組み合わせただけのもろい乗り物だ。そんなものが重なったくらいで、フォトゥルマと戦えるのだろうかとサルダンは思ったが、そんな疑問はすぐに吹き飛んだ。

　馬車巨人は、強かった。

　神殿の階段でのたうつフォトゥルマから無数の鋭い触手が連続的に打ち出されたが、巨人はものともしない。足を踏み出して腕を伸ばし、フォトゥルマを掴つかんで持ち上げると、地面に叩たたきつけた。肉片とともに強酸の体液が飛び散るが、馬車には傷ひとつつかない。ちぎっては投げ、ちぎっては投げ、圧倒的な力を見せつけてくれる。

　ぐらぐらと、巨人の頭部に位置する乗り物の中は、激しく揺れる。

　レンは、操縦桿にしがみついてひくひくと引きつっていた。

　隣の席のライラミラは、目が点になっていた。

　背中の椅い子すにもたれかかったサルダンは、はへーっと息を吐き出した。

「とんでもなく強いじゃない、この馬車巨人。いくら雑ざ魚ことはいえ、十数体のフォトゥルマの猛攻を、ものともしないだなんてね」



    

  
    
      



    

  
    
      「でも、ボクはなにもしてないよ。こいつ、勝手に動いてる！」

「最初の命令に従ってるんじゃないかな？　フォトゥルマを倒せ、っていうさ。操そう縦じゆう桿かんで精神が繋つながっているのかもね。試しに、放してごらんよ」

　レンは、頷うなずいた。

　ぱっと操縦桿を放すと、フォトゥルマを持ち上げたまま、巨人は動きを止める。

　慌あわてて握り直すと、巨人は再び動きだし、フォトゥルマを地面に叩たたき落とした。

「ほ、本当だ！　鋭いじゃん、たわしのくせに」

「なんだいそれは。洞察力はキミになんて負けないよ。想像の範囲内さ。でも、まいったね。フォトゥルマはコアを破壊しない限り、再生するよ。しかも強化されてるのかな。見てごらん。再生が早いよ」

　潰つぶされたはずのフォトゥルマが、触手を伸ばし、黒い肉片を集めて膨れあがっていた。ぐにょぐにょと不定形の身体を捻ひねり、牙きばの生えた顔を作り出す。

「わあ……。気持ち悪いなあ」

　腰を浮かして足下を見たレンは、嫌そうな声を漏らす。

　彼女の顔に、精彩がないのにサルダンは気づいた。この乗り物は、運転手の精神力を吸い取りながら動いているのかも知れない。

「ねえ、レン。なにか武器はないの？　切りがないわ」

　ライラミラが、不安そうな顔で腕をつつく。

「武器？　あるのかな？　んーと」

　精神力で動くとしたら、彼女が思い浮かべたことが現実に起こる。しょーもないことを思い浮かべてはいないかと、サルダンは心配になった。

　いきなり、強烈な重圧でサルダンたちは椅い子すに押しつけられる。

「跳んだみたいだよ！　レン、なにを念じたんだい!?」

「わわっ!?　こないだの裏クライムだよ！　離れたところから、フォトゥルマを片手で倒したやつ！」

　群がるフォトゥルマから離れると、巨人は大地を揺らして着地した。

　身体を横にして――片腕を突き出す。

　その腕の先が、赤く輝く。

　――爆音。

　肘ひじからもがれた腕が、凄すさまじい勢いで射出される。

　ゴガァァン!!

　フォトゥルマの集まる辺りが、大爆発を起こした。立ち上る炎が、渦うずをまいて天を突く。黒い肉片が飛び散り、もうと黒煙があがる。神殿の階段部分をまるごと破壊し、地面に穴を空けた。

「……わあ」

「……なによあの火力」

「……想像を絶するね。あの威力なら、再生は間に合わない」

　紅ぐ蓮れんの炎に照らされた三人は、あまりのことに、無表情になった。

　ずずん。

　大地が揺れた。

　片腕になった馬車巨人は、サルダンたちが乗っている首を回す。フォトゥルマを燃やす劫ごう火かと、巨人の目玉のような魔法の光が、遠くまでを照らす。

　暗くら闇やみが動いた。無数の目玉が蠢うごめく。

「わわっ!?　な、なにあれ!?」

「まさかね。そんなわけないよね。ありえないよね、こんなとこで。でも、馬車を七台積み重ねたこの巨人より、大きいね。ということは……」

　ガクガクと、サルダンは震える。信じられないが、そうとしか思えない。

「メテオ・フォトゥルマよ！」

　ライラミラが、悲鳴のような声で叫んだ。

　まるで山のような巨体を持った怪獣が、地響きをあげながら馬車巨人に向き直る。

「……た、たわし。か、勝てると思う？」

「……いくらなんでも無理じゃない？」

　サルダンの声は、かすれていた。メテオ・フォトゥルマを目の当たりにするのは、これが初めてだ。地形を変えてしまうほどの力を持つという噂うわさは、本当のことのように思える。どう考えても、こんな馬車でできた巨人じゃ相手にならない。相手になるとしたら、ドゥラガンくらいだろう。

　メテオ・フォトゥルマが、身体を捻ひねる。振り上げた巨大な腕は、城をも一撃で粉砕できそうだ。

　その向こうから、黄金色の光が飛んできた。

　サルダンは、ぱっと顔を輝かせたが、すぐに曇らせた。

「……まさか体当り？　助かったと思ったんだけど、こっちが見えてないんじゃない？」

　彼の背中に、冷たいものが走った。



　――神殿の中。

　楽しげな曲が、どこからともなく聞こえてくる。

　石柱に囲まれた広間の中央、禍まが々まがしい魔方陣の真ん中。

　クライムはしゅびっと手を伸ばし、すとんと腰を落とし、ぷりぷりと尻しりを振り、ぴょこぴょこと足を蹴けって、一心不乱に踊っていた。頭には、兎うさぎの耳。尻には、丸い尾っぽ。肉球のついた手袋を両手にはめ、ふわふわの毛を首に巻いている。

　フォーンは、椅い子すに腰掛けてクライムの踊りを鑑賞している。

　汗だくになって踊るクライムの顔は、涙で濡ぬれていた。

　――身体の自由が利かない。

　それだけじゃない。身体が勝手に動いている。

　だからといって、なんで踊らなくちゃいけないんだ。これは現実なのか。悪夢なんじゃないか。こんな姿をレンに見られたら、絶対に嫌われる。クライムは、えぐえぐと喘あえぐ。

「……ぬ。な、なんだとーっ!?」

　なにを見たのか、唐突にフォーンが立ち上がった。ドアの向こうを睨にらみつけ、けわしい顔で拳こぶしを握る。

「こ、こっちの台詞せりふだ！　お前は、なにがしたいんだ!?」

　クライムは、泣き声で叫ぶ。唯一自由になるのは、首から上だけだ。

「私は、若い男が好きなのだ！　ふわふわもな！　それ以上のことを、訊ききたいか!?」

　凄すごい形相のフォーンに、睨まれた。

「……遠慮しとく」

　クライムは、さっと顔を逸そらした。

「外で、予想していなかった事態が起こっている！」

　フォーンが、怒鳴った。

「え？　サルダンか!?」

　外にいるのは、サルダンとフィアナだ。助けてくれるために、なにかしてくれているのかも知れないとクライムは思い、少し期待する。

「ユグド人？　違うな。これは、この遺跡に隠されていた、古代の秘宝の力だ！　……翼ある者め。あれを見つけ出し、呼び起こしたか!?」

　フォーンは、忌いま々いましげに椅い子すを蹴けり倒した。

「翼ある者？　……レンか!?」

　クライムは、ぎょっとした。

「そうだ！　その小娘と、ライラミラという女だ！　彼女らを誘おびき出すために、お前を虜にしたのだが、もはや無意味だ。ええい、胸むな糞くそが悪い！　気晴らしに、お前にいいことを教えてやろう」

「え？　な、なんだ？　気晴らし？　いいこと？」

　フォーンについていけないクライムは、情けない顔をした。

「お前がまとうその《破邪の鎧よろい》。それがなにでできているか、知っているか？」

「いや、知らないけど……」

「フォトゥルマのコアだ！」

　フォーンの大声が、広間に響く。

　クライムは、耳を疑った。

「……な、なんだって!?」

「凝縮されたフォトゥルマのコアだ！　その大剣もな。フォトゥルマのコアを容易たやすく破壊できるのは、フォトゥルマのコアだけ、と考えたのだろう。その鎧と剣が作られるために、どれだけのコアを必要としたか……。想像が付くか？　貴様のその鎧には、数千のコアが使われているのだ！」

　クライムは、絶句した。疑うよりも前に、納得してしまう。フォトゥルマのコアでできた鎧よろい。だから、こんなに禍まが々まがしい形をしているのか。

「信じられぬだろうが、真実だ。鎧に鏤ちりばめられた宝石は、コアを制御するためのものだ。大剣に彫られたヤルファ文字もな。今は結界のせいで、極端に弱まっている」

　フォーンは、にやりと笑う。

　クライムは、唾つばを呑のみ込む。

「そこで、私の能力だ！　〈使い手〉である私のふたつ名は“〝八百万の腕”〟。わかるか？」

　わかるわけがない。クライムは、無言で首を振った。

　フォーンの紫色の瞳ひとみが、輝きを増す。

「教えてやろう。私の能力は、数多あまたのフォトゥルマを操る能力だ!!」

　クライムの踊りが、激しさを増す。俊敏に腕を突き出し、尻しりを突き出して過剰な速さで腰を振る。頭の兎うさぎ耳みみがふよふよ揺れ、尻の丸い尻尾しつぽがぷるぷる揺れた。いきなり脚あしが前後に開いて、そのまま地面に落下。彼は股こ間かんを地面に打ち付ける。

「ぎゃあーっ!!」

「……つまらんな。お前は美形だが、恥じらいが足りん」

　フォーンが嘆息すると同時に、クライムはびしっと背筋を伸ばして立ち上がった。股間が鈍く痛むが、どうすることもできない。

「か、かかか勘弁してくれ！」

「いや、許さん！」

　フォーンの紫の瞳が、さらに輝いた。

　クライムの腕が、びしっと身体に張り付いた。脚を折り曲げると、顔からばったりと地面に落ちた。顔面を軸に。その場でくるくると回り出す。

「ぎゅむにゅびゃあ！　にゃ、にゃにすりゅんびゃあ!?」

「いい鳴き声だ。しばらく、そうしていろ！」

　でかい声でそういうと、フォーンは眉み間けんに皺しわを寄せ、目を閉じた。

　外にいるというレンのことが心配だったが、クライムはなにも考えられない。目が回る。首がねじ曲がる。顔が痛い。無理な運動に、身体中がびしびし軋きしむ。

「……フォーン卿きよう」

　部屋の奥から、声がした。

　クライムは急に解放され、回転が止まったのはいいが、勢い余ってずざざーっと滑った。

「遅いぞ、ソロン！　どこに寄り道していた！」

　――ソロン？

　クライムは、その名を聞いて背筋が凍った。

「フォーン卿。遺跡で待つ〈使い手〉とは、あなたのことでしたか」

「そうだ！　お前を驚かせたくてな！」

「……驚かせていただきました」

　甲かつ冑ちゆうが鳴る音とともに、誰だれかがクライムに近づいてくる。

　間違いない。この声と気配は――あいつだ。

「……クライム。無様だな」

　自由になる首を回し、クライムは声の主ぬしを見上げる。

　白い外がい套とうをまとう栗くり色いろの髪の騎士が、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をして、クライムのそばに立っていた。彼の黒い瞳ひとみは、冷酷な光を湛たたえている。

「ソロン……。やっぱ、お前か」

　腰に下げた刀身のない剣の柄つかを、ソロンは掴つかんだ。

　殺される。クライムは、戦せん慄りつした。

　――突然、広間が激しく揺れた。

　クライムは壁際まで転がり、べちんと壁に顔面をぶつける。

「ぎゃぶう！」

　弾はずんで、ぱたりと地面に倒れるクライム。

「古代の遺産か。やはり、あなどれんな。お前もそう思うだろう、ソロン」

　落ち着いたフォーンの声。クライムは、無理をして首を回す。

　鳳ほう凰おうが刻まれた白銀の甲冑が、きらりと光る。外套を脱ぎ捨てたソロンは、赤く光る剣を構えていた。その切っ先は、クライムに向けられていない。

　彼が対たい峙じする相手は――フォーンだ。

「……な、なんだ？　仲間割れか？」

　不可解そうな顔で、クライムはつぶやく。

「フォーン卿きよう。……理由を、話してはくれないのですか？」

「どうしたソロン。外に、とっておきのフォトゥルマを呼び出したぞ」

　剣を向けられても、フォーンの顔には微笑が浮かんだまま。逆に、ソロンの顔に余裕がない。クライムには、そう思えた。

「神殿の外には、わけのわからない巨人がいました。今さらフォトゥルマを追加しても、無意味でしょう」

「そうかな。私が出したのは、メテオ・フォトゥルマだ!!　あんな巨人など、一撃で破壊できよう！」

　腕を広げて、フォーンは叫ぶ。

「メテオ!?　そ、そんなものをどこで？　この場所で、召喚したのですか!?」

　唖あ然ぜんとしたような顔で、ソロンは一歩引いた。

　なんだかわからないが、とんでもないものをフォーンは出したらしい。クライムは、歯を食いしばる。外には、レンがいる。自由にならない自分の身体が恨めしい。

「違うな！　ソロン。確かに、この星降る間まは、私がメテオ・フォトゥルマを召喚するために準備した部屋だ。村人の血を使ってな。だが、準備に半年かかった！　ここは、今日、初めて使うつもりだったのだ！　素晴らしい天運だと思わんか？　貴重な翼ある者が、ふたりも罠わなにかかったのだ！　翼ある者の血。新たなメテオ・フォトゥルマが召喚できることだろう！　借り受けたものより、もっと強力なメテオ・フォトゥルマを！」

「なんだって!?」

　クライムは力ない声で叫び、目を見開いた。広間の床には、禍まが々まがしい魔方陣が描かれている。ここで、レンの血を使って儀式を行うというのか。なんとかしなくちゃいけない。この部屋に、レンを入れてはいけない。クライムは焦るが、やっぱり身体が動かない。

　地響きが轟とどろき、天井からぱらぱらと砂が落ちた。

　――クライムは、不意に立ち上がった。

　自分で身体を動かしたのではない。クライムはぎょっとした顔で、ソロンの背中を見る。彼はまだ気づいていない。クライムの手が、背に張り付いた大剣を握った。

「……フォーン卿きよう。召喚の儀式は、騎士団では止められているはずです」

「くだらんな。時代遅れの規律だ」

「フォーン卿！」

　ソロンは非難するように叫んだが、フォーンはつまらなそうな顔で肩をすくめるだけ。

「ソロン！　光の剣を納めろ。それは、同胞を斬きるものではない！」

「嫌です！　教えてください。あなたは、何な故ぜネオシスに――」

「うわあ！　ソロン、逃げろーっ！」

　クライムは、腹から声を絞り出して叫ぶ。

　間一髪で、ソロンは振り下ろされた大剣の一撃を避よけた。

「クライム!?　貴様！」

「ち、違うんだ！　オレがやろうとしてるわけじゃない！」

　言葉とは裏腹に、クライムは両手で剣を構える。

　どうしてだかわからないが、ソロンは味方してくれていたようだった。彼と戦いたくない。そう思うのに、クライムの身体は勝手に動く。

「……“〝八百万の腕”〟。フォーン卿。あなたですね。《破邪の鎧よろい》は、フォトゥルマのコアの塊だ！」

　クライムに身体を向けたまま、ソロンはフォーンを一いち瞥べつした。

「どうかな？　蒼あおい髪の一族は、我らの敵だぞ。侮るのはいかん。ずっと隙すきを窺うかがっていたのかも知れん」

「彼が望んで兎うさぎの耳をつけたとでも？　……同情するぞ、クライム」

「……ありがとう」

　自分の滑こつ稽けいな姿を思い出して、クライムは泣き顔を見せた。

　鼻で笑って、フォーンは腕を組んだ。彼の瞳ひとみが、紫色に輝く。

「まあいい。……ソロン。見せてもらうぞ。お前が、どれほど強くなったか！」

「くっ！　無様に倒れているうちに、殺しておけばよかった！」

　憎々しげな顔で、ソロンはクライムを睨にらむ。

「そ、そんなこというなよ！　オレは……うわっ!?」

　突然、神殿が壮絶な揺れに襲われた。

　足下をすくわれて、クライムは身構えた姿勢のまま、どがしゃっと倒れる。受け身も取れず、頭を打ち付けた。

　痛みを味わっている暇はない。天井の破片が、崩れてくるのが見えた。

「うおおっ!?」

　ぱっと、身体が解放された。漆しつ黒こくの鎧よろいに散らばる赤い宝石が、輝きを取り戻している。

　自由になったのがわかると、クライムは俊敏に飛とび退のいた。寸前のところで、天井の破片に潰つぶされずに済んだが、今度は石柱が倒れてきた。脚あしをもつれさせながらも、ごろごろと転がって避よける。

「な、なにが起こってるんだ!?」

　神殿が、壊れかけているようだ。それで、結界が失われた。クライムは起きあがり、辺りを見回す。ソロンとフォーンの姿がない。

　ゴガァン！

　凄すさまじい音をたてて、神殿の一部が潰された。ずおっと、砂すな埃ぼこりが立ちこめる。背後に下がりながら、クライムは突っ込んできたものを見上げる。

　――黒い巨体。

　――琥こ珀はく色いろの鱗うろこ。

　――ひと塊になったたくさんの幽霊馬車。

　クライムは、絶句する。

　それらがもつれてひとつになり、神殿の中に突っ込んできたのだ。

　いちばん下になった黒い巨体が倒れ、おぞましい絶叫をあげる。

　――メテオ・フォトゥルマ。

　すぐに、クライムは気がついた。フォーンが呼び出した、とっておきのフォトゥルマとは、こいつのことだ。

　神殿を半壊させた山のごとき巨きよ躯く。黒く焦げたトカゲのような身体に手足が八本生えていて、赤々と熱された岩を甲羅のように背負っている。短い首の先には、石榴ざくろのようにひび割れた頭が乗っていて、その中で無数の目玉がぎょろぎょろ蠢うごめいている。

　バラバラに砕けたたくさんの馬車の破片を触手で払い、メテオ・フォトゥルマは身体を起こす。

　その向こうに、琥珀色のドゥラガンがいた。

　――グフィード。

　間違いない。身体に敷き詰められた、琥珀色の鱗。翼は左右に広がり、長い尾の先端には複数のトゲが生えている。伸びた首の先に、鋭利な角を生やした厳いかつい頭部。メテオ・フォトゥルマに比べると小さく見えるが、十分に巨大だ。屋敷くらいはある。

　英知の詰まったグフィードの赤い双そう眸ぼうが、クライムを捕らえた。

　その目がくわっと見開くと同時に、ぷいっと顔を逸そらし、もじもじと両手の爪つめを合わせ、恥じらうような素振りを見せる。

「こ、これは、神殿を突き破るために、仕方なく……。メテオ・フォトゥルマに体当たりして、突っ込んだの。……嫌！　そんな目で見ないで！　違うのよーっ！」

　野太い声だが女性のような言葉遣いでそう叫ぶと、グフィードは翼をはためかせ、逃げるように闇やみの向こうに飛んでいった。

「……な、なんだ？」

　頬ほおを引きつらせて、クライムは首を傾かしげる。どうしてグフィードが、ここにいるのか。あの人間っぽい動作は、なんなのか。喋しやべり方が、気持ち悪かった。もっと威厳があったはずなのに。あれは、本当にグフィードなのだろうか。

　琥こ珀はく色いろのドゥラガンを追うように、メテオ・フォトゥルマが地面を蹴けった。地面が揺れ、砂すな埃ぼこりが舞い、床に亀き裂れつが走る。

　クライムは、慌あわてて逃げ出す。

　剣を構える気にもなれない。とてもじゃないが、戦いに加われる状況じゃない。いくらなんでも相手が巨大過ぎる。メテオ・フォトゥルマと戦っているらしいグフィードも、敵なのか味方なのか、クライムには判断できない。

「見付けた！　クライムーっ!!」

　その叫び声に、クライムは足を止める。

　――レンだ。

「レン!?　どこだ、レーンぶぎゅふう!!」

　ごすっ！

　唐突に砂埃の中から出てきたなにかに、彼は突き飛ばされた。激しい勢いで、どすんばたんとかなりの距離を転がって、奥の壁にべちゃっとぶつかった。

「……な、なんなん、だ？」

　ずるずると、床に落ちたクライムは、頭を振ると、身体を起こす。鎧よろいのお蔭かげで、たいしたダメージはない。落とした大剣が、吸い付くように転がってきた。

　振り向いて、クライムはぎょっとした。床に座り込んで、あんぐりと口を開け、目をぱちくりとさせる。

　砂埃が舞う中、レンと髪を解ほどいたライラミラが、猛然と走ってくる。何な故ぜか、バキバキと肘ひじを撃ち合い、競い合うように走ってくる。ふたりとも、やけに真剣な顔をしていた。

「大丈夫か、クライムーっ！」

「ちょっとレン！　あなた、わざと轢ひいたんじゃないの!?」

「んなわけあるか！　離脱したときの勢いだよ。あんたは乗り物の中にいて！　邪魔！」

「あなたこそ、邪魔よ！　クライムは、わたしのものよ！」

「わわっ！」

　レンが、カクンと膝ひざを折って、転んだ。ライラミラに突き飛ばされたというよりは、自然に膝が折れたようだった。

「やったわ！　クライムさん！　あなたは、わたしのものですわ！」

　満面の笑みのライラミラが、飛びついてきた。彼女を正面から受けたクライムは、後頭部を壁に打ち付ける。

「ぎゃあ！」

「さあ、クライムさん。あなたの身体に眠る血の力を、見せてください！」

　強引に両りよう頬ほおを掴つかまれ、ライラミラのぷっくりした唇が急接近。

　避よける間もなく――口を塞ふさがれた。

　眼鏡めがねが、こつんと目元に当たる。ライラミラの匂においと、暖かなぬくもりが、クライムの脳を刺激する。ゆっくりと、なにかが流れ込んでくる。

　蒼あおい瞳ひとみの色が、ルビーのような赤い色に変わる。

　――一瞬、意識が飛んだ。

　しかし、すぐに戻ってきた。

「うわっ！　な、なにすんだ!?」

　ずばっと、ライラミラを引きはがす。クライムの頬ほおは赤いが、瞳は蒼いままだ。

「……え？　あなたは、どちら？」

「どちら、ってなんだ？　今は、こーゆーことしてる場合じゃないだろ？」

「そ、そんな!?　拒絶されたなんて！」

　悔しげに顔を歪ゆがめ、ライラミラはさっと立ち上がる。

　なにがなんだかわからない。クライムは、首を傾かしげた。

　ライラミラの背後から、レンが近づいてきた。痛そうに、膝をさすっている。

「レン！　大丈夫か!?」

　ぺたんと目の前に座り込んだレンの両腕を、クライムは掴む。

「つか、なんだその兎うさぎの耳。この遺跡って、そーゆー呪のろいが流行ってるの？」

　嫌そうな顔でレンにそういわれて、はっとしたクライムは、頭に乗せた兎の耳を取り外して捨てた。首に巻いたふわふわの毛も、投げ捨てる。

「レン。いいわよ。……今は、譲るわ」

　ライラミラは、すちゃっと眼鏡を外し、苦しそうな声でそういった。

　ぽっと頬を染めてもじもじしたレンは、気まずそうにクライムから目を逸そらし、ライラミラを見上げる。

「……えーと。やんなくちゃダメ？」

「ここまできて、なにいってんのよ!?　メテオ・フォトゥルマは、物もの凄すごく強いのよ。空の彼方かなたから召喚された、一国を滅ぼすといわれるほどの怪物。わたしも初めて見たわ。……サルダンさんだって、いってたじゃない。ドゥラガンでも、苦戦するだろう、って！」

　いつもと雰囲気が違うライラミラに、クライムはきょとんとする。眼鏡を外しただけで、こんなにも変わるものなのだろうか。

　ぬっと、サルダンが現れた。なんだかやつれた顔をしている。

「そうだよ、レン。グフィードさんは、調子が悪いみたいだからねえ。オレたちが乗る巨人ごと、神殿に突っ込むなんてね。陰に隠れてて見えなかったんだろうけど、巨人はバラバラになっちゃったよ。まあとにかく、彼女は悩みがあるみたいなんだ。全力じゃないねえ、あれは。じゃあ、行こうか」

　サルダンはライラミラの腕を掴つかんで、背を向ける。

「ちょっと！　なにするの？」

「乗り物の中に退避してようよ。オレたちがいると、やりにくそうだからさ」

　クライムに向かってパチンと気持ちの悪いウィンクをすると、サルダンはライラミラを引っ張って行く。

「……余計にやりにくいんだけど」

　レンが、つぶやく。

「なんだ？　わけがわからないぞ」

「うるさい、アホ！　……嫌だけど、しゃーないんだ」

　レンの顔は、真っ赤っかだ。今にも泣き出しそう。

「なにが嫌なんだ？　嫌なことは、やんなくていいぞ」

「そーゆーわけにはいかないんだよ。……目、つぶってて」

「なんでだ？」

「なんでも！　早くしろ！」

　怒鳴られて、クライムは従うことにした。ぎゅっと、目をつぶる。

「わ、わかったよ！　これでいいか？　……むぐっ!?」

　ごしごしと、口を拭ふかれた。

　次の瞬間。

　――柔らかな感触が、唇に触れた。

　ちらりと、クライムは薄目を開ける。

　レンの唇が――自分の唇に触れていた。

　心臓が、飛び出しそうになる。

　彼女の匂においと、暖かなぬくもり。ゆっくりと、なにかが流れ込んでくる。

　――意識が遠のく。

　混こん濁だくした意識の中で、レンの声がわずかに聞こえた。

「あんたは、ボクのものだからな」

　――その刹せつ那な。

　黄金色の光が弾はじけた。

　クライムの顔が、引き締まる。

　弾かれたようにレンが離れると、クライムはおもむろに立ち上がる。

　床に転がっていた大剣が、彼の手に戻った。ぎゅっと片手で握れば、真まっ直すぐに伸びた漆しつ黒こくの剣が刺とげ々とげしく変形し、刀身に刻まれた血の色の文字が激しく輝く。

　光が収縮すると、上半身を包む鎧よろいが溶けるように変形する。赤い宝石が発光し、肩に角のようなものが生え、縁ふち取どる血の色が血管のように走り、鋭角的な姿になった。

　全身から、禍まが々まがしい闘気が発せられる。

　ガツッ！

　目をつり上げて、クライムは床を蹴ける。破片が飛んで、足下が丸く窪くぼんだ。

「ちょ！　いきなり、なに怒ってんだよ!?」

「お前のせいじゃない。……オレは、死にたくなるような屈辱を受けた！　フォーンとかいうクソ領主にな！」

　クライムは眉み間けんに皺しわを寄せ、自分を落ち着かせるために、大きく息を吸い込み、吐き出す。しかし、腹の虫は収まらない。

「領主？　あの、でかい声の？」

　レンは、目を丸くした。

「そうだ。奴が黒幕だったんだ！　コアの気配を消すなんらかの方法で、オレたちを欺あざむいていやがった。誰だれも見抜けなかったとはな。この神殿で、待ち構えていたぞ」

「本当に!?　だ、騙だまされた!?　じゃあ、報酬は!?　五千万イエン！」

「そんなもの、初めから渡すつもりはなかっただろうな」

　レンは、衝撃を受けたような顔で、ふらふらと身体を揺らした。

　床には、まだ魔方陣が残っている。フォーンはここで、レンの血を使って召喚の儀式を行うつもりでいたのだ。思い出すだけで、はらわたが煮えくりかえる。クライムは、剣を握る手に力を込めた。

「……はっ！　領主はどこ!?　契約違反だ！　とっちめてやる！」

　気を取り直したレンは、ぐあっと目を剥むいて辺りを見回す。

「消えたよ。それに奴は〈使い手〉だ」

「そんなの関係ない！　五千万イエンもらわないと、気が済ま――わわっ!?」

　ゴガッと、地面が揺れる。まだ残っていた近くの石柱が、轟ごう音おんとともに倒れた。

　クライムはそっと身体を寄せて、レンを支えた。

　見上げれば、琥こ珀はく色いろのドゥラガンが、紅ぐ蓮れんの炎を吐いていた。地上にそびえる巨大なメテオ・フォトゥルマは、多数の触手でそれを弾はじく。

「あ、あのドゥラガンって、グフィードだよね？　いきなり出てきたんだ。味方なの？」

「そうだ」

「……つか、勝てるの!?　あんなでっかいフォトゥルマ！　グフィードも苦戦してるみたいだよ？　馬車巨人だって、あっさりやられちゃったのに！」

「馬車巨人？　なんだそれは？」

「あとで話すよ。表のクライムに！　それより、勝てるの!?」

「メテオ・フォトゥルマなど、過去に何度も戦った。この姿でも倒せるだろうが、あえて変身してやろう。これからお前に、圧倒的な力を見せてやる」

「変身？　まだ変身すんの？　……なんか嫌な予感がする。そのまま倒せば？」

　いぶかしげな顔で、レンはあとずさった。

「いや、時間がかかる。あいつのコアは、巨体の奥にあるからな。それに、オレは屈辱を受けた。メテオ・フォトゥルマで鬱うつ憤ぷんを晴らさないと、気が済まない！　なにしろ……」

　クライムは怒りに声を震わせ、顔をしかめる。フォーンの気配は、ソロンの気配とともに、すでに遠ざかっている。探し出すには時間がかかる。

「クソ領主を、直接、この手で殺すことができない！」

　ギリッと歯を鳴らし、クライムは闇やみに包まれた遠くを睨にらむ。その視線の筋を、ずおっと、砂すな埃ぼこりが舞った。

　憎き敵を奪ったのは、ソロンだ。ソロンは、フォーンに剣を向けていた。理由はわからないが、彼らは彼らで、戦いを始めているのだろう。

「仕方がない。あの若造に任せるか……。あいつなら、勝てる」

　レンたちを放置することはできない。メテオ・フォトゥルマを倒すのが先だ。

「ふ、ふーん。なにがあったのか知らないけど、尻尾しつぽ、まだついてるよ」

　はっとして、クライムは尻しりに付いた兎うさぎの尻尾を取り、地面に叩たたきつけた。

「クソ領主めっ!!」

「それ、領主のせいだったんだ。てっきり、変な病気が流行ってるのかと思った」

「まあいい。レン。お前は、どこかに退避していろ。可能なら、この遺跡から出るんだ」

「でも、むかつくなあ。領主の奴、一発殴ってやりたい！」

「オレもだ！　だが、今はそれどころじゃない。逃げるんだ！」

「……ふあ。わ、わかったよ！」

　クライムの剣幕に負けたのか、レンは頷うなずいた。

　ぽんと鎧よろいを叩いて、レンは身体を離す。彼女は、そのまま走り出した。

　少し離れたところで、レンは振り返った。いーっと歯を剥むいて、また駆け出す。

「ははっ。可愛かわいい女神だ。……さて」

　神殿は、惨さん憺たんたるありさまだった。壁は崩れ、石柱は砕け、天井はなくなり、広大な洞どう窟くつを支配する闇に、溶け込んでいる。

　顔を上げると、メテオ・フォトゥルマが、上空を飛ぶドゥラガンに向かって怒りの声をあげている。闇に溶けた黒い巨体を揺らし、太い触手を射出する。

　ほのかに輝く琥こ珀はく色いろのドゥラガンは、触手を華麗に避よけた。

　クライムは、苦笑する。

「バカな奴だ。反撃できたろうに」

　平へい坦たんな草原を歩くように、クライムは足を踏み出した。

　山のようにそびえるメテオ・フォトゥルマの頭部が、ぐるりと振り向く。ひびの奥で蠢うごめいていた無数の瞳ひとみが、動きを止めた。

　クライムには、自分のことのようにわかる。感覚の共有。このメテオ・フォトゥルマは、理解している。ここにいる蒼あおい髪の男は、尋常ではないということを。

　空気を切り裂くような、凄すさまじい雄叫おたけび。

「悪いな。文句は、主あるじにいえ。鬱うつ憤ぷんを晴らさせてもらうぞ!!」

　クライムは、赤い瞳でメテオ・フォトゥルマを睨にらむ。

　蠢うごめく紫色の目が、光を増した。背中の甲羅に空いた穴から、爆音とともに触手が撃ち出されたが、クライムは軽く剣を振り、それを弾はじく。と同時に、床を蹴ける。瞬時にメテオ・フォトゥルマの肩に達すると、そのまま射出された矢のように、飛ぶ。

「グフィード！　こい!!」

　クライムが叫ぶと、上空を飛んでいたドゥラガンが、急降下してくる。

　彼の意識は、すでにグフィードと同化していた。

　クライムの瞳とグフィードの瞳。四つの赤い宝石が、輝きを増す。

　螺ら旋せんを描く、まばゆい黄金色の光線。降ってくるグフィードの巨体に、クライムが突き刺さる。

　――閃せん光こう。

　太陽のような強烈な輝き。

「零・式・竜・装・神!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　クライムの叫び声が、遺跡中に響き渡った。

　陽炎かげろうのように空間が歪ゆがむ。

　――そこに、城を越えるほどの巨大な人影が現れた。

　燃え盛る劫ごう火かのごときオーラ。黄金の鱗うろこに覆われた身体。太い腕からは、漆しつ黒こくの爪つめ。翼は広がり、長い尾はのたうつ。

　その顔は――彫刻のようなクライムのもの。

　四つの赤い瞳ひとみで、メテオ・フォトゥルマを睨にらむ。



　息を切らしながら、レンは走っていた。

　なにがどうなってるのか、振り向いて確認する気にもなれない。早くどこかに逃げないと、巻き添えを喰くらって死んでしまうような気がする。揺れが激しくて、まっすぐ走れない。馬車巨人を動かしてから、やけに疲れている。降ってくる岩を避よけるので精一杯だ。

　乗ってきた四角い箱を探すが、見あたらない。辺りが暗くて、どこをどう走っているのか見当もつかない。

「……クライムのアホーっ！　死んじゃうじゃんかーっ！」

　そう叫んだ途端、瓦が礫れきの向こうからふたつの光がレンを捕らえた。

「レン！　こっちよ！」

　空洞が地鳴りを激しくする中、箱形の乗り物が、砂すな埃ぼこりを巻き上げながら向かってきた。ドアを開けて身を乗り出したライラミラが、手を伸ばす。

「わわっ!?　ライラミラ！」

　その手を、レンは掴つかんだ。中に引き入れられ、後部座席に倒れる。乗り物は、唸うなりをあげて速度を増した。

　助けられて、レンはほっとした。ずっとライラミラのことを嫌な奴だと思ってたけど、仮面の者から庇かばってくれたときといい、意外にいい奴だ。

「なにしてるのよ！　翼を出して飛べばよかったでしょ？」

「あ。……忘れてた」

　そういわれれば、確かにそうだった。でも、あまり長い間飛ぶことはできないし、すぐに疲れてしまう。

　ふと、レンはこの乗り物が動いていることが気になった。

「だ、誰だれが運転してんの!?　この乗り物は、ボクんだ！」

　がばっと起きあがり、運転席に座るたわし頭に向かってレンは叫ぶ。よりによって、たわしか。なんとなく汚されたような気がして、彼女はむっとする。

「レン、それどころじゃないでしょ!?」

　ライラミラに襟首を掴まれ、後部座席に座らされた。

「だって！」

「落ち着きなよ、レン。一刻も早く逃げた方がいいんだよ。だって、いくらなんでも、ここで〈竜装神〉はないよ。うん。考えられない。ありえない、ないない」

　操そう縦じゆう桿かんを握るサルダンの声は、震えていた。

「ふえ？　〈竜装神〉？」

「クライムだよ！　レン、なんで彼は、〈竜装神〉なんか使ったのさ！」

　悲鳴のような声を出すサルダンの顔は、ぴくぴくと痙けい攣れんしていた。

　ぎょっとして、レンは窓の外を見る。

　空洞が、黄金色に照らされていた。

　光の源。メテオ・フォトゥルマの向こうに、ドゥラガンを鎧よろいとして身にまとう、城のごとき巨大なクライムの姿があった。左右に翼を伸ばし、光の筋を残して飛び立った。空中を走る、黄金色の軌跡。

「な、なんだありゃ……」

　レンは、震える声でつぶやいた。背後でなにか光ってたな、とは思ったが、まさかこんなことになっていただなんて。

　光が、メテオ・フォトゥルマをかすめた。黒い身体から、洪水のように体液が噴出する。四方八方に乱射されるメテオ・フォトゥルマの触手は、どれもがクライムを捕ほ捉そくできず、空洞の岩肌に突き刺さった。

　スピードもパワーも圧倒的だ。光の軌跡は大地を削り、岩肌をえぐる。瞬間的に見える、両手の爪つめ、尾、翼。メテオ・フォトゥルマは決死の抵抗をしているが、無惨にも肉片を飛び散らすだけ。

　凄すさまじい速度で飛びまくり、メテオ・フォトゥルマを弄もてあそぶクライムにとって、この広大な空洞は狭すぎたようだ。天井や壁にひびが走り、次々と岩が落下する。

　レンは、目眩めまいを覚えた。

　馬車巨人も信じられないような存在だったが、あの巨大クライムの存在も信じられない。裏クライムは変身するといっていたが、あれがそうなのだろうか。鬱うつ憤ぷんを晴らすにしては、確かにやりすぎだ。

「あれが、伝説の〈竜装神〉。やっぱり、彼は凄すごいわ。美しい……」

　うっとりとした顔のライラミラが、肩を抱いて悶もだえるようにささやいた。

　彼女が求める力とは、このことなのかと、レンは思う。想像を絶する、圧倒的な力。だけど、あの力を呼び起こしたのは、彼女ではなく、自分だった。

　レンは、自分の唇に指を触れる。そして、首を振る。

「レン。あなたに覚悟はある？　悔しいけど、あの力はあなたの血が呼び起こしたのよ。クライムは、とても強いわ。彼をコントロールできる自信はある？」

　ライラミラは、見下すようにそういった。

「……嫌だよ」

「嫌？　彼を諦あきらめるの？」

「違う！　ボクは、あんなの欲しくない！　間抜けなクライムの方が、ぜんぜんいい！」

　きっぱりと、レンはいった。力のこもった目で、ライラミラを睨にらむ。

「……甘いわよ、レン。敵は、強大なのよ？」

「甘くていいよ。本当のクライムは、あんなんじゃないんだ！」

　悔しそうな顔でレンがつぶやくと、ライラミラは優しげな笑みを浮かべた。

「好きなのね。表のクライムのことが」

「ふえ？　そ、そんなんじゃ――」

　ゴガッ！　と乗り物が揺れ、レンは椅い子すから転げ落ちた。ライラミラのお尻しりが降ってきて、ぎゅむっと潰つぶされる。

「ちょ、ライラミラ！　重ーいっ！」

「し、失礼ね！　そんなことないわ！」

　憤慨したような顔で、ライラミラは立ち上がる。

「洞どう窟くつが潰れるよ！　早く逃げないと、この乗り物ごと埋まっちゃうねえ！　あきらかに過剰だよ！　クライムのおバカさん！　〈竜装神〉なんかしなくったって、勝てただろうに！　しかも零式なんて物騒なモードでさ。あれはコントロールがとっても難しいって噂うわさだよ！　もしかして、オレたちごと、この洞窟を埋めるつもりかい!?　……ウヒ。ウヒヒヒヒーっ！」

　瞳どう孔こうの開いた目で、サルダンが狂乱したみたいに笑った。あまりのことに壊れちゃったんじゃないかと思い、レンはぞくっとした。

「サルダンさん！　しっかりして！」

「わかってるよ、ライラミラ。オレは冷静さ。だって、地面に見える轍わだちを辿たどってるもの。幽霊馬車が刻んだものだよ。このまま行けば、きっと外に出られるはずだよーっホホホホホホホ!!　オレって天才！」

　レンにはとても冷静には見えなかったが、座席によじ登って覗のぞき込んでみれば、乗り物が照らす光の中に、確かに轍が見える。降りしきる岩や、瓦が礫れきを器用に避よけながら、箱形の乗り物は全速力で進む。自分より巧うまく操縦しているなと思い、レンはむうと唸うなった。

「でも、クライムは放ほうっておくの？　フィアナだっていないじゃん！」

「フィアナは自分でなんとかするさ。きっとクライムと一緒に出てくるよ。オレが保証するから安心しておくれよ。安心できないかい？　そうだよね。安心なんてできないよねえ。できるわけないかー。アッハハハハハハハハーッ！」

　レンは冷や汗を流し、ライラミラと顔を見合わせた。

「……ダメかも知れないね」

「……ついてないわ」

　岩肌に空いた広い穴の中に、乗り物は突っ込んだ。

　背後で、強烈な爆音が轟とどろいた。
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　凄すさまじく地面が揺れて、天井から砂すな埃ぼこりが落ちる。

　暗い通路。ほんのりと、光を放つカビが辺りを照らす。

「……何者なのだ、あのクライムという男は」

　フォーンは顔を歪ゆがめ、忌いま々いましげにつぶやく。

　赤く光る剣を構えたソロンは、肩で息をしながら、黒い瞳ひとみでフォーンを睨にらむ。外がい套とうは溶け、白銀の甲かつ冑ちゆうにも穴が空いている。

　ソロンの背後には、斬きり捨てたフォトゥルマの死し骸がいが並ぶ。肉にく塊かいと果てた黒いものの上には、黒い水晶のようなものが、割れて落ちていた。

「素晴らしい成長っぷりだな、ソロン」

「この光の剣は、コアを破壊できる。こんな雑ざ魚こをいくら操っても、僕は倒せません」

「そのようだな。フォトゥルマは品切れだ。とっておきのメテオ・フォトゥルマも、死んだよ。クライムがここまでやるとは、見抜けなかった。〈竜装神〉とはな」

　フォーンは、ため息をこぼし、諦あきらめたように肩をすくめた。

　ソロンには、信じられなかった。メテオ・フォトゥルマが神殿を崩しながら倒れてきたとき、フォーンを追って、この地下通路まで走った。だから、〈竜装神〉というものがどんなものか、見ていない。

　メテオ・フォトゥルマを倒すほどの力が、クライムにはあるらしい。だとしたら、レンを預けるにはもってこいの男なのかも知れない。

　――少し、胸が痛んだ。

　いや、あの間抜けな男に、そこまでの力があるとは思えない。ソロンは、首を振る。

「ところでソロン。お前はそのペンダントを、どこで手に入れた？」

　フォーンが、世間話をするような声で、そういった。

　ソロンは腰の革袋にしまったペンダントを取り出し、フォーンに突きつける。

「仮面の者が持っていました。……裏にある紋章。これは、ネオシス帝国のもの。フォーン卿きよう。何な故ぜです？　教えて下さい。何故、こんなものを!?」

　棘とげを噛かみちぎる獅し子しを象かたどった紋章。それは間違いなく、鳳ほう凰おうを守護獣とするミレアム皇国に敵対する、ネオシス帝国のものだ。

「ほう。到着が遅いと思っていたが、仮面の者を斬ったか。感心できんな。……初めから、私を疑っていたのか？　私を欺あざむくとは、お前も成長したな」

　ソロンは否定しない。ただの偶然だったが、これで名分は立つ。

「……いつから、ネオシスに？」

「ふん。ソロン。永遠に生きたくはないか？」

　フォーンは、腕を広げた。

「百年ももたずに老いて死にゆくはずのこの身体は、コアのお蔭かげで永遠の若さを保つことができる。しかし、ミレアム皇国に身を置く〈使い手〉には、それは許されない。何な故ぜか。ソロン。わかるか？」

　フォーンの眼光が、鋭く光る。武器を持たず、殺気も放たぬ相手に、ソロンは追い詰められた気分にさせられた。

「なんの話です？」

「教えてやろう！　我ら〈使い手〉は、身に埋め込まれたコアを育てる栄養素でしかない。コアが育てば、いずれ人格を乗っ取られ、フォトゥルマそのものと化す。……自分ではなくなるのだ！」

「……じ、自分ではなくなる!?」

　ソロンは思わず、自分の左手を見た。そこに埋め込まれたコアが、いずれ自分を支配するというのか。

「ネオシスへこい！　ネオシス帝国のやり方は、鳳ほう凰おう騎士団とは違う。汚らわしいフォトゥルマなど、ただの道具だ！　古代の技術さえも手中に収め、我ら人間のための世を作り出そうとしている。選ばれし強い人間が、世界を支配するのだ！　コアを目覚めさせず、永遠に使い続ける方法もある！」

「永遠に生きて、なんになりましょうか!?　そんなもの、意味はありません！」

「……若いな、ソロン。老いがわからぬか」

「あなたとて、老いてはおらぬでしょう」

「そうかな？　こう見えても、私の歳としは六十を越えている」

「なっ!?」

　ソロンは、絶句した。どう見ても、彼は三十代にしか見えない。

「はっはっはっは。いい顔だな、ソロン。私の父は若くして死んだのではない。老衰だ。八十まで、現役だった。ずいぶん長生きしていたよ。領民は、私のことを父の孫だと信じている」

「嘘うそだ！　そんなはずは――」

「本当だ。アリオーンと戦場を駆けていたのは、もう数十年も昔の話だ。……そして私のコアは、それだけ私の中にいて、血を吸った。そろそろ、目を覚ますころだ」

「……それで、ネオシスに？」

　フォーンは、頷うなずいた。

「ソロン。私は、お前を気に入っている。……殺したくはない」

「……簡単に、殺されはしませんよ」

　ソロンの握る赤く光る剣の刀身が、不意に消えた。柄つかだけになった光の剣を、彼は敏速に腰に納める。

　そして――

　ソロンは左手を、フォーンに向かって差し出した。

「《心臓潰つぶし》の能力か。……本気か、ソロン？」

「ネオシスには行きません。行けない理由があります。……だから、あなたを破壊します」

「ほう。愚おろかだな、ソロン。……翼を持つ、幼なじみの少女が原因か？」

　ソロンは答えない。

「幼なじみを狙ねらう組織の中にいれば、最悪の事態を防げると思っているのか？　甘いな。守り通せるわけがない。もう、どこかで捕らえられているかも知れない」

「それでも、僕は！」

「残念だよ、ソロン!!」

　フォーンの瞳ひとみが、紫色に輝く。

　相手の能力が、フォトゥルマを操る能力だと、ソロンにはわかっていた。〈使い手〉のコアさえも、彼は操れるのだろう。だがソロンは、あえて挑んだ。フォーンの能力が発揮されるまでのわずかな隙すき――それに賭かける。

　――虚空を掴つかんだ。

　ぼんやりと、ソロンの手首から先が紫色に光る。硬い感触が、彼の手に握られた。

　フォーンは、目を剥むいた。その顔が、苦痛に歪ゆがむ。

　ソロンの指先は小刻みに震えながら、ゆっくりと曲がる。

「……き、効かぬ!?　バ、バカな！　お前のそのコアは、フォトゥルマのものでは……」

「はあっ!!」

　叫ぶと同時に――ソロンは左手を握り締める。

　ガキっと、手の中でなにかが壊れた。

　雷鳴のような凄すさまじい音とともに、強大なエネルギーがあらゆる物質を越えて辺りに飛び散った。

　――静寂。

　フォーンが、膝ひざをついた。頭を押さえて、絶叫をあげる。

「ぐあああ……っ！　コアが……私の、コアが……!!」

　フォーンの黒い頭髪が、みるみる白くなり始めた。手には皺しわが這はい、身体が縮まる。わずか数秒で、彼は老人と化した。

　――これが、彼の本当の年齢か。

　怨おん念ねんのこもる目で見上げるフォーンに、ソロンは戦せん慄りつした。

「……ソロン。よ、よくも……」

　しわがれた声を出し、フォーンはおもむろに立ち上がる。骨と皮だけになった手を、ソロンに伸ばす。

「殺しはしません。……生きてください」

　歯を食いしばり、踏みとどまる。もはや〈使い手〉ではなくなった恩人を、ソロンは冷酷な目で見下ろす。

「ぐはっ!?」

　フォーンが、突然血を吐いた。

　彼の胸から――一本の角が突き出している。

「フォーン卿きよう!?」

　ケケケケケと、フォーンの背後から耳みみ障ざわりな笑い声が聞こえた。

　だらりと身体を折ったフォーンは、角から抜け、大量の血とともに地面に落ちた。

「……お主ぬしは、甘あめぇんだよ」

　アリオーンがいた。〈使い手〉となった白馬。額ひたいから伸びた鋭い角には、べっとりと血が付いている。その角はずるりと額に吸い込まれ、消えた。

「ア、アリオーン!?　お前……」

「この地下通路は、城まで続いているぜぇ。……心配になって駆けつけてみりゃあ、予想通りだ」

「殺すことはなかった！　コアさえ破壊すれば……」

「甘ぇんだよ、ソロン。それに、たとえ生かしておいたって、いずれ他ほかの騎士が殺しにくる。同じことだ」

「しかし！」

「お主はよくやったよ。こいつは裏切り者だ。黙っていたが、あの気配を消す結界も、ペンダントも、ネオシスの技術だ」

「……知っていたのか？」

「こいつよりも長生きしているもんでね。……ソロン。ルレアへ戻ろうぜ。ネオシスの手が、他の〈使い手〉にも及んでいるかも知れねぇ」

　アリオーンは背を向けて、歩き出す。

　ソロンは膝ひざを折ると、涙の浮かんだ目で、フォーンの頬ほおをさする。

　これでよかったのか。彼には、わからない。

　そっと、フォーンの目を閉じる。

「アリオーン。フォーン卿の能力は、僕には効かなかった。何な故ぜだ？」

　蹄ひづめの音が、止まった。

「いったろ。ワレは知らねぇよ。団長に訊きけ。……教えてくれるとは限らんがなぁ」

　鳳ほう凰おう騎士団には、秘密が多く存在するらしい。自分のことさえも、なにも教えられていない。舌打ちして。ソロンは立ち上がる。

　目を閉じて、精神を飛ばす。

　どこにいるのかは定かではない。だけど、確かなレンの気配を感じた。

　ソロンは、胸を撫なで下ろす。

　戦いは終わったのだ。今回は、ここまでだ。

「レン……。今は、クライムに預けておく」

　ソロンは小声でつぶやいて、白馬を追った。



    

  
    
      


　エピローグ





　眩まぶしさを感じたクライムは、薄く目を開けた。

　降りそそぐ太陽の光。草の匂におい。木々のざわめき。爽さわやかな風がそよぎ、小鳥たちが心地よい声で鳴いている。

　ぼんやりした意識の中、頭の下にぬくもりを感じた。

「目を覚ました？　おはよう」

　その声に、クライムはぱかっと目を見開いた。

　膝ひざ枕まくらをしてくれているのは、ブロンドの髪を輝かせたフィアナだった。優しげな表情で、クライムの蒼あおい髪を撫なでている。

　美しいな、とクライムは思った。森の中に溶け込む彼女は、妖よう精せいのようだった。

「……クライム。あの、うんと……恐こわくはなかった？」

　フィアナは急に気落ちしたようにうつむき、消え入りそうな声でつぶやいた。ブロンドの髪を指でいじくり、視線を彷徨さまよわせる。

「なにがだ？　綺き麗れいだぞ、フィアナ」

　クライムがそう答えると、フィアナは目をぱちくりとさせた。

「ほ、本当に？　……恐くなかったの？」

「全然。こうして近くで見ると、お前はすっごい綺麗だよ」

　フィアナの顔にぱっと笑みが広がった。眩しいくらいの、あでやかな笑顔だ。

　クライムは満足げに頷うなずくと、ゆっくりと身体を起こした。辺りを見回すと、どこかの森の中のようだった。

「えーと。ここはどこだ？　レンは？」

「あとでまとめて話すわ。もうすぐ、レンたちも到着するから」

「あとで？」

　振り向くと、フィアナは可愛かわいらしく頷いた。

　しかし、クライムは立ち上がりながら嘆息した。

　またしても記憶が混こん濁だくとしている。どうしてここにいるのか、覚えていない。

　神殿に閉じこめられ、〈使い手〉だった領主に恥ずかしい格好にさせられ、身体の自由を奪われて玩具おもちやにされた。それからソロンがやってきて、神殿が崩れて、巨大なフォトゥルマが出現して、ライラミラが抱きついてきて、レンが――

　ぽっと、クライムの頬ほおが赤く染まる。

　レンに、キスされた気がする。あれは、なんだったのだろうか。

　そういえば、ズオのときもそうだった。何な故ぜか、レンとキスした瞬間から、記憶がなくなってしまう。もしかして、そういう体質なのだろうか。だとしたら、物もの凄すごく困るぞ。クライムは、うーむと唸うなる。

　フイーンと、遠くから甲高い音が聞こえてきた。驚いた鳥たちが、羽音を立てて飛び去っていく。

「なんだ？　なんかくるぞ」

　クライムは音のする方に足を進め、手でひさしを作って目を細める。

　落ち葉を巻き上げ、木々を器用に避よけながら、四角い箱が向かってきていた。馬の繋つながれていない馬車みたいだが、車輪まで付いていない。わずかに浮いているようだ。

「うおっ!?」

　なにか猛烈に嫌な予感がして、クライムは慌あわてて木に登る。

　ドウッと音をたてて、四角い箱は急停止した。寸前まで、クライムが立っていたところだ。あのままそこにいたら、確実に突き飛ばされていただろう。

　風圧を正面から受けて、フィアナのブロンドの髪が、ぶわっと舞った。

「おい、クライムーっ！」

　勢いよくドアが開いて、赤土色の髪の少女が飛び出してきた。

「レン？　なんだその箱。乗り物か？」

「そうだよ！　つか、なんでこんなとこにいんの？　探したんだぞ！」

　レンは目をつり上げて、木にしがみついたクライムに向かって怒鳴る。

「いや、わかんないよ。さっきまで寝てたんだ」

「木の上で寝てたの？　アホか。降りてこい！」

　どかっと、レンは木の幹を蹴ける。

　女の子らしくないなあ、とクライムは思ったが、口に出したらなにされるかわかったもんじゃない。素直に、木から降りる。

「なかなか性能いいじゃない、この魔術で動く乗り物。さすが、古代の遺産だね。フォトゥルマだけじゃなく、蒼あおい髪の一族の気配も感知できるみたいだよ。お蔭かげで、この場所までこれた。気配を感知する機能を探し出すまでに、朝までかかっちゃったけどね。最初から、レンに任せないでオレがやってればよかったよ」

　乗り物の中から、ぶつぶついいながらサルダンが出てきた。

「……レン、やめなさい。クライムさんが、怯おびえてますわ」

　続いて、ライラミラも降りてきた。眼鏡めがねをかけ、三つ編みの髪を揺らしている。今日も鞄かばんをたすき掛けにしていて、ふくよかな胸が強調されている。

　ライラミラはかしこまったような顔で、フィアナの前に立った。

「……フィアナさん。サルダンさんからこっそり聞きましたわ。まさかあなたが――」

「ダ、ダメよ！」

　言葉を遮さえぎって、フィアナはわたわたと手を振った。

　ライラミラは苦笑する。

「それも教えてもらいましたわ。変わっていますわね」

　そういわれて、フィアナはしゅんとした。

　彼女たちの様子を見て、クライムは首を傾かしげた。

「なんだ？　レン、知ってるか？」

「知らない。なんかこそこそ話してたけど、聞こえなかった。つか、たわし！　そのコルムくんは、ボクのだかんね。勝手にいじくるなよな！」

　レンに怒鳴られて、運転席を覗のぞいていたサルダンが、顔を上げた。

「コルムくん？　誰だれだい？」

「その乗り物の名前だよ。さっき決めたんだ」

　威張るように胸を張るレンに、サルダンは肩をすくめた。

　ブロンドの髪をまとめながら、フィアナが立ち上がる。彼女は何な故ぜか、とても不安げな顔で、もじもじしている。

「……ごめんなさい、レン。怪け我がはなかった？」

「フィアナが謝ることないじゃん。つか、死にそうな目に遭ったのは、全部クライムのせいだ！」

　レンにげしっと脛すねを蹴けられて、クライムは跳び上がる。

「ぎゃあ！　オ、オレのせいなのか？」

「そうだよ！　遺跡は埋まっちゃったぞ。どうせ、なにも覚えてないだろうけど！」

「うん。そうなんだ。なにがあったんだ？」

　クライムは涙目でレンを見たが、ぷいっと顔を逸そらされた。

「クライムさん。本当に、あんな娘こがいいんですか？」

　そっと、背後からライラミラが抱きついてきた。豊満な胸を、背中に押しつけてくる。いい香りが漂ってきて、クライムはびしっと緊張した。

「え？　いや、その……。なんだっけ？」

　レンにキスされる前に、彼女にも唇を奪われていたことを、クライムは思い出した。あれは、なんだったのだろうか。窮地に陥って、どうかしていたのだろうか。

「レンは酷ひどいんですよ？　あなたを――わたしに売ったんです」

「え？　売った？」

　クライムの声が裏返る。

「ちょ、ライラミラ!?　いきなりなにいってんの!?」

　焦ったようにばたばたと手を振りながら、レンは叫ぶ。

　そういえば、ライラミラと出で逢あったとき、レンは「売った！」と叫んでいた。やっぱりそういうことだったのか。クライムは顔をしかめた。

「いつまでも隠しておけないですわ。クライムさん。どう思います？　レンはあなたをわたしに売って、消えるつもりだったんですよ？」

「ちが！　やめろライラミラーっ！」

　狼ろう狽ばいしたレンは咄とつ嗟さにライラミラの口を塞ふさごうとするが、べしっと弾はじかれた。

「そりゃ酷ひどいな」

　クライムは、口を尖とがらせる。

「そうですよね。でも、レンはそのつもりですわ」

　ライラミラは笑みを浮かべ、レンは困窮したように顔を覆い、ぺたんと座り込んだ。

　不満げな顔で、クライムは腕を組んだ。

「オレは、レンと離れたくないぞ。勝手にどっか行くなよ」

　レンとライラミラが、ぽかんとする。

「レンがオレを売るって、なんか変じゃないか？　オレは、オレのものだし。だから、違うと思ってた」

　クライムは、レンの前に立つ。

「ふえ？　ク、クライム？」

　うつむいたレンは、気まずそうな顔で、ちらちらとクライムを見る。

「オレは、レンのことが好きなんだ。だから、お前とずっと一緒にいたい」

　本心だった。レンは乱暴でお金にうるさくて女の子らしくないけど、根はいい奴だ。行動力があるし、頼り甲が斐いがある。自分にないものを持っている。それに、彼女のそばにいると、なんとなく心が安らぐ。

　もちろん、サルダンやフィアナやライラミラも好きだ。

　友達として、好きだ。かけがえのない仲間だ。クライムは、そう思っている。

　彼を見上げるレンの顔が、ぼすっと赤くなった。

「な、なななななにいってんの!?　こ、こここここんなとこでさ!?」

「嫌か？　レンは、オレと一緒にいたくないのか？」

　ライラミラに売ったというのは、一緒にいたくないからなのだろうか。そう思い付いて、クライムは急に不安になった。

　レンはクライムを凝視したまま、びしっと固まった。

「ふあ。……えと。あの……」

「あーあ。やってらんないわね」

　ライラミラの声色が変わった。

　ぎょっとしてクライムが振り向くと、ライラミラは三つ編みを解ほどき、黒髪を払った。さっと眼鏡めがねを外すと、目を細めてクライムとレンを見る。

「フン。お似合いよ、あなたたち」

「え？　……ライラミラ？　どうしたんだ？」

　クライムは、頬ほおを引きつらせた。ライラミラの雰囲気が、知っているものとまるで違う。別人のようだ。そういえば、最初に出で逢あった遺跡の中でもこんな感じだった。

「悔しいけど、わたしじゃダメみたいね。拒絶されたし。あの圧倒的な力は、あなたじゃないと呼び起こせないようだしね。お邪魔虫は、消えるわ」

　ライラミラは、背を向けて歩き出す。

「ど、どこ行くの？」

　我に返ったレンが、焦ったような声を出す。

「わたしは、わたしに合うようなパートナーを探すわ。クライムにも負けない、強い男をね。……それから、レン」

　ライラミラは立ち止まり、背中越しにレンを見る。

「あなたに渡したネックレス、イミテーションよ。輝きは、魔術で付加したもの。見破れないなんて、修行が足りないわね」

「……ふえ？　う、嘘うそだ!!」

　レンは素早く腰に下げた小袋から小さな丸いものを取り出し、目に付けた。高価なガラスを使った、宝石鑑定用のルーペ。鞄かばんからネックレスを出すと、丹念に調べ始める。

　すぐに、わかったようだった。

「……わあ。素敵。精巧にできてるねー」

「ガラスを加工したものよ。よくできてるけど、せいぜい五千イエンの価値ね。魔術の付加もないし」

「騙だましたな！　酷ひどいじゃんか！」

「フン。気づかないなんて、どうかしてるわ。それとね、わたしもトレジャーハンターなの。あなたと違って、お金目当てじゃないけどね」

「やっぱそうだったの!?　……どうりで」

「先輩としての意見をいわせてもらうけど、あなたはまだまだ未熟だわ。翼ある者としてもね。もっと修行を積みなさい」

　レンは、ぐっと言葉を呑のみ込んだ。

「楽しかったわ。じゃあね」

　ライラミラは薄く笑みを浮かべると、軽く手を振った。

　――黄金色の光が、さっと彼女を包み込んだ。

　発光する美しい白鳥の翼が、ライラミラの背中に現れる。軽く地面を蹴けると、翼を羽ばたかせ、空へ向かって飛んで行く。

　クライムは、呆ぼう然ぜんとした顔で彼女を見送った。

「な、なあ、レン。ライラミラの様子がおかしかったぞ。喋しやべり方が違うし、なんかきつそうだった」

「あっちが本性なんだよ。あんたも騙されてたんだ」

「そ、そうなのか!?」

　クライムは、ぶったまげた。あんなに優しそうだったのに、演技だったというのだろうか。女って恐こわいな、と思った。

「はあ。あんたと一緒にいると、驚かされることばっかりだ」

「オレもだ。驚いてばっかりだ」

「……アホ」

　ため息をついて、レンは立ち上がる。

「終わったかい？　貴重な人材を失って、オレはちょっと悲しいよ。まあいいか。それじゃあそろそろ、今回の事件について、解説してもらおうじゃないか。神殿の中で、なにがあったのか。想像はつくけど、確かじゃないからね。フィアナ。キミは裏クライムから、聞いてるんだろ？」

　サルダンが、期待のこもった声でそういった。

「いいよもう。どうせ報酬もらえないんだし」

　レンはサルダンの前を素通りして、コルムと名付けた乗り物に向かう。

　サルダンは、嫌そうな顔で歯を剥むいた。

「……なんだいそれは。気持ち悪くないのかい？　真実を知らなくてさ。死にそうな目に遭ったっていうのにさ。知りたいだろう？　知りたいはずだよ。そうさ、知りたくて知りたくて仕方がないね！」

「この土地の領主の罠わなに、見事にはまっちゃった。そーゆーことでしょ？　もういいじゃん。報酬ももらえないんだし。それよか、早く乗って！」

　乗り物の前に立ち、レンは怒鳴った。



    

  
    
      



    

  
    
      「よくないよ！　それじゃあ、領主が〈使い手〉だったのかい？　コアの気配はしなかったけど、どうしてかな？　それに、まだ生きてるのかい？　死んでるのかい？　それくらい、教えてもらわないと――」

「死んだわ。コアが破壊される波動を感じたもの」

　ぽん、とサルダンの肩を叩たたいて、フィアナは乗り物に向かう。

「うーん。そうか。じゃあ、あいつが倒したのかな？」

　腕を組んで、クライムは唸うなる。きっと、ソロンが倒したに違いない。仲間割れしてたみたいだし。少なくとも、自分が倒したんじゃないと思う。

「……ずいぶん淡泊だね。それで説明は終わりかい？」

　サルダンは、歯を剥むいたまま頬ほおを引きつらせた。

「いいから乗れってば、たわし！　クライムも！」

「お、おう！　でも、どこ行くんだ？」

「決まってるでしょ？　フィアナ！」

　ばしっと乗り物を叩き、レンは顔一杯に笑みを浮かべる。

「このコルムくんに乗ってれば、クライムの〈宿命の足〉は発動しないよね？　だから、宝のありかまで、案内して！」

　レンの言葉に、サルダンはがくっと肩を落とし、フィアナはくすりと笑った。

　そういえば、アンズーを出るときにそんなことをいっていたな、とクライムは思い出した。レンは、お金が関かかわっていることは忘れないらしい。切り替えも、早い。

「そうね。約束だものね」

「そうだよ。約束だよ！」

　レンは、乗り物の中に入った。クライムとフィアナも、あとに続く。不満げにじたばたしていたサルダンは、結局諦あきらめたのか、ぶすっとした顔で中に入ってきた。

　運転席に、レン。その隣に、クライムは座る。後部座席には、フィアナとサルダン。

「……クライム。返事は、まだ待ってね」

　前を見たまま、レンは小声でつぶやく。

「え？　……うん。わかった」

　なんのことだかわからなかったが、クライムは頷うなずいた。

「よーし！　行くよーっ！」

　乗り物が、静かに動き出した。



    

  
    
      


　あとがき





　今回は、かなりのファミレス通勤っぷりでした。

　そうです。実はこの作品は、百パーセントファミレスで書かれた、ファミリーレストラン風味の小説だったのです。毎日毎日、せっせとファミリーレストランに通って書かれたものなのです。ファミレスに入るだけで、いつもの席に案内されるくらいのファミレス通勤っぷりだったのです。ファミレスのマスター（かなりのダンディ）に、アイコンタクトで飲み物のお代わりができるくらいのファミレス通勤の玄人くろうとだったのです。たまに注文しても三十分くらい放置されますが、そんなのへっちゃらなくらいのファミレス通勤のエキスパートです。隣の席で主婦たちが旦だん那なの愚ぐ痴ちや悪口を大声で話していても、まるで気にならないくらいのファミレス通勤のプロです。メニューを見ただけで味の予想がついちゃって、なんにも注文したくなくなるくらいのファミレス通勤の黒帯なんです。

　ファミレス通勤サイコーです。

　なにしろ、娯楽がありません。オンラインゲームも携帯用ゲームもインターネットもマンガも雑誌もプラモもアクションフィギュアもテレビもありません。席に座って即仕事のスイッチが入ります。チョー能率的です。

　最近買った携帯電話にはテレビがついちゃってたりしますが、通っているファミレスには電波が入らないので問題ありません。携帯ゲーム機も、危険なので持ち歩きません。

　難敵といえば、ノートＰＣに入っている「マインスイーパー」と「上海」くらいです。こればっかりは逃げられません。気づくと罠わなにはまっているので、気が抜けませんというか気が抜けると大変なことになります。

　ファミレス通勤の素晴らしさが、わかっていただけたと思います。

　ですから、ファミレスの四人席にひとりで腰掛けてノートＰＣに向かってうんうん唸うなっているひとを見ても、そっとしておいてください。にやにや笑っていたり、緊張した顔をしていたり、弛し緩かんした顔をしていたり、照れたような顔をしていたり、怒ったような顔をしていたり、鼻息を荒くしていても、警察に通報したりしないでください。ついつい顔に出ちゃったりすることもあるんです。是非とも、気づかないふりをしてください。

　というわけで、今回はファミレス通勤の素晴らしさについてお伝えしました。

　次回も、かなりのファミレス通勤っぷりを予定してます。

　ありがとうございました。



二〇〇七年四月　須す堂どう項こう



    

  
    
      

　著者

　須堂項（すどう・こう）

　　猫を二匹飼っています。茶トラのマロンと、アメリカンカールのベルです。無茶苦茶萌えます。癒やされます。猫たちのために、今日もノートＰＣを持ってファミレスに出勤です。



　イラスト

　ひづき夜宵（ひづき・やよい）

　　ゲーム原画や諸々お絵かきでジタバタ頑張る野良イラストレーター。都内辺境在住。

　　偏食家。王冠フェチ。朝型。ツンデレ好き。

　　可愛いむしゅめが描きたいです

　　ＨＰ：‥［八卦電影城］

　　http://8kd.moo.jp/



    

  
    
      

リミットレス！２



発行日　２００９年５月７日

著　者　　須堂　項

イラスト　ひづき夜宵

発行人　　三坂　泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



©Kou Sudou



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『リミットレス！２』（２００７年４月30日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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